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3. モデル事業策定のための基礎調査 

3.1 候補 5 都市の比較調査 

モデル事業実施候補地としてカウンターパートが選定した 5 地域は次の通りである。 
 Buenos Aires 州  － San Martín, Lanús 
 Santa Fe 州  － Rosario, Rafaela 
 Córdoba 州  － Córdoba 
 

3.1.1 候補 5 都市のプロファイル 

（1）San Martín 

General San Martín 地域は、Buenos Aires 市の首都圏に位置する。繊維産業と工業製品製造

による経済成長により、昔から「産業の都市」と呼ばれている。Buenos Aires 州の GDP の

10％以上を占め、現在でも際立って重要な産業地域である。 
 
San Martín 域内の企業総数のうち、およそ 85％が中小企業である。また、最も重要な産業

部門は、金属（産業活動の 23％）、繊維（13％）およびプラスチック（10％）の 3 工業部門

である。 
 

（2）Lanús 

Buenos Aires 州、Riachuelo 流域にあり、Buenos Aires 自治都市（連邦首都）の南に位置す

る。Lanús 地域は、Buenos Aires 州の GDP の 3.18％を占める産業地域である。 
 
この地域には、現在、9 種類の産業セクターに属する中小企業が 3,500 社以上集積してい

る。第一に皮革、靴、革小物セクター、これに次ぎ金属機械と食品が主要 3 セクターであ

る。皮革、靴、革小物製造については、Lanús が国内で最も重要な生産地域となっている。 
 

(3) Rosario 

Santa Fé 州南部に位置し、歴史的にも商業的にも重要な都市である。Santa Fé 州の GDP
に占める割合は 45％にものぼり、国内総生産では 5％を占める。多様な生産構成で、主な

産業は、食品（産業活動の 21％）、金属機械（18％）、機械･設備（10％）となっている。 
 
食品産業に関しては、Rosario 市にはアルゼンチン国内でも大規模な製油コンビナートが

あり、同市の冷凍産業および乳製品産業は同地域の主要産業となっている。金属機械産業

については、Rosario 市内の企業の 10％以上を占めるセクターである農業機械部品製造が重

要である。これらの企業の 63％は、中小企業となっている。 
 

(4) Rafaela 

Santa Fé 州 Castellanos 郡の主都である。Santa Fé 州都から西 90 km のところに位置する。 
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産業構成は多岐にわたっており、2000 年の時点で、食品･飲料品（産業活動の 27％）、機

械を除く金属製品（16％）、自動車部品および非金属鉱物製品（それぞれ 10％、9％）生産

セクターが主な産業部門である。 
 
昔から Rafaela 市は、酪農産業が盛んで、多種多様な乳製品やその副産物の生産が行われ

てきた。このため食品・飲料品セクターは、地域生産に大きな割合を占めるセクターとな

っている。このため Rafaela では食品加工用機械の生産も行われており、会議所・協会に属

している企業には、牛乳および乳製品加工用機械製造業が多い。 
 
2000 年の地域産業調査によれば、現在 Rafaela にある企業総数のうち、85％以上が中小企

業となっている。 
 
(5) Córdoba 
Córdoba 州の州都で、Buenos Aires 市に次ぐアルゼンチンの中核都市である。 
 
Córdoba 市では、自動車部品セクターがかなり重要で、市内には 4 社の自動車工場を擁し

ている（IVECO、Renault、FIAT および Marco Polo）。なお、産業機械、農業機械、服飾製造

セクターも存在している。これら各セクターの製造企業総数のうち、85％以上が中小企業

である。 
 
Córdoba 市には、その域内に軍航空機工場が操業していた時代があり、過去に多くの技術

者や熟練工を生み出していた。現在、米国系企業 Lockheed Martín により、アルゼンチン空

軍の航空機修理が行われている。 
 

3.1.2 統計的比較 

国家統計センサス局（INDEC）提供のデータを使い、以下に示す国際標準産業分類 (ISIC)
に基づいて調査対象 3 セクターの分析を行った。 

 
・ 他に分類されない機械設備生産セクター(29)1：具体的には、農業機械部品製造(29219)2、

食品、飲料品およびタバコ加工機械製造(29250)3 
・ 自動車部品製造セクター（34300） 

 

(1) 操業企業数 

INDEC のデータ(2003 年)によれば、本調査が対象とする農業機械部品、食品加工機械、

                                                        
1 ISIC コードに基づく。 
2 トラクターを除く農業機械及び部品製造業を指すにはこの 5 桁が最も近い。ISIC によればトラクターは、その他の

一般農業機械部品、その他の農業機械とは別の品目に分類されており、完成品としてのトラクターを指す。他方、この

5 桁の品目はトラクターを除く農業機械完成品を含む。INDEC のデータはトラクターの品目を除外しているため、本分

析には含まれない。 
3 食品･飲料品加工用の機械製造に関しては、当セクターの部品･構成部品製造から完成品組立まで、この種の機械の

生産部門全てを含む。 
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自動車部品の 3セクターにおいて、現在国内で操業中の中小製造企業は合計 2,697社である。

これらの企業のうち、20.47％が調査実施 5 地域（Córdoba、Rafaela、Rosario、San Martín、
Lanús）にある。 

 
企業の分布状況を見ると、自動車部品セクターが明らかにその大半を占め、登録産業の

83％にあたることがわかる。農業機械部品セクターと食品製造セクターは、それぞれ 8％と

9％である。 

農業機械部品

8% 食品

9%

自動車部品

83%

出所：　INDEC、集計対象552社

 
図 3.1 セクター別分布 

 
他方、アルゼンチン金属工業協会（Asociación de Industriales Metalúrgicos de la República 

Argentina, ADIMRA）には、現在 5 地域に分布する対象 3 セクターの 109 企業4が登録されて

おり、該当セクターの会議所および各総会員数は次のとおりである。 
 

・ CAFMA（農業機械製造業会議所）総会員数 506 社。 
・ AFYDREM（自動車サービス部品製造販売業協会）総会員数 31 社。 
・ Córdoba 金属工業・機械部品会議所、総会員数 140 社。 
・ Rosario 金属工業協会、会員 400 社。 
・ Rafaela・Castellanos 郡金属製造業会議所、会員 49 社。 

 
自動車部品協会（Asociación de Fábricas Argentinas de Componentes, AFAC）は、ADIMRA

から独立した協会であるが、国内自動車部品製造セクターにとって唯一の全国レベルの団

体となっている。しかし地方の自動車部品企業は、AFAC に加盟していない場合が多い。123
社の会員を有し、うち 35 社(28.5％)が調査 5 地域に分布している。また、経済生産省工業商

業中小企業庁(以下、工業庁)のデータベースによると、5 地域にて分析対象 3 セクターの合

計 317 社が生産活動を行っている。 
 
San Martín、Lanús 地域の製造者をまとめる会議所は ADIMRA に加盟していない。したが

ってこの 2 地域については、INDEC、工業庁、ADMIRA の会員である CAFMA と AFYDREM

                                                        
4 各会議所･協会の会員数のデータは、現在時点のものである。これらの機関のウェブサイトに、全会員の記録が公

開されている。 
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から入手したデータに基づいて分析した。 
 
以下、それぞれの情報源に基づき、セクター別に比較を行う。 
 
1）セクター（34300）－自動車およびそのエンジン用部品・付属品の製造 
INDEC によれば、国内には自動車部品製造企業が 1,764 社あり、このうち調査の対象と

なる都市には、全国総数の約 26％が操業している。164 社を擁する Córdoba は 5 都市の中で

最もその数が多く、次いで San Martín 市には、122 社の自動車部品企業がある。図 3.2 が示

すように、5 都市に集積する 458 社の自動車部品製造業の分布は、Córdoba35%、San 
Martín27%、 Rosario 21%、Lanús 11%、Rafaela 6%となっている。 

 

Lanús
11%Rafaela

6%

Rosario
21%

San Martín
27%

Córdoba
35%

出所：INDEC、集計対象458企業（全体の26.0％）

 
図 3.2 自動車部品セクター（I） 

 
工業庁データによれば、自動車部品生産セクターが、これらの 5 都市や国内で占める割

合は大きく、他の対象２セクター企業の 2 倍（場合によっては 3 倍）にあたる。アルゼン

チンでは、139 社が登記されており、そのうち 35％が調査地域に分布する。最も目立つの

は、Rosario に、企業が最も多く集積しており、32％を占めることである。他方、残りの調

査地域については、全て 15％を超え、かなり均等に分布していることがわかる。 

Córdoba
19%

Lanús
17%

Rafaela
15%

Rosario
32%

San Martín
17%

出所：工業庁データ、集計対象48企業(国全体の35.0％）

 
 

図 3.3 自動車部品セクター（II） 
 

AFAC の会員は、123 社で、そのうち 28％（35 社）は、Córdoba、Rafaela、Rosario、Lanús、
San Martín の各都市に分布している。この資料の特徴は、San Martín 地域が自動車部品セク
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ターにおいて 43％を占め、最も集積が高いことである。Córdoba 市は、26％を占め、二番目

に当セクター企業が多くなっている。Rosario は、先の情報源のデータによれば、当セクタ

ー企業が最も集積した都市であったが、ここでは 14％で 3 番目に後退している。 

Córdoba
26%

Rafaela
6%

Lanús
11%

Rosario
14%

San Martín
43%

出所：AFAC、集計対象35企業(国全体の28.5％）

 
図 3.4 自動車部品セクター（III） 

 
2) セクター（29219）トラクター以外の農牧機械･林業機械製造 
INDEC によれば、国内で登記された農業機械部品製造業者のうち、6.4％が調査 5 地域内

に分布するにすぎない。その中で分布状況をみると、Rosario 市は最も重要な生産地域であ

り、企業の 53％が集積している。第 2 位の Córdoba 市の 22％に続き、Rafaela 市は 17％で

ある。そして 4％に過ぎない San Martín 市と Lanús 市は、このセクターにおけるシェアはか

なり低い。 

Rosario
53%

San Martín
4%

Lanús
4%

Córdoba
22%

Rafaela
17%

出所：INDEC、集計対象46企業　（全体の6.4%）

 
図 3.5 農業機械部品製造セクター 

 
このように、主要 2 都市（Rosario と Córdoba）は、それぞれ 24 社、10 社あり、これに次

ぐ Rafaela は８社である。GBA の都市（Lanús と San Martín）については、農業機械部品製

造企業はわずか 2 社しかない。 
 
他方、ADIMRA の情報を分析する際に、CAFMA、Córdoba 金属工業・機械部品会議所お

よび Rosario 金属工業協会を考慮した（Rafaela 金属製造業会議所には当セクターの製造業者

は登録されていないので除く）。これら 3 つの情報源のデータをあわせると、当セクターは、

Rosario と Córdoba だけに合計 25 社が集積しており、Rafaela 市、Lanús 市、San Martín 市に

は、農業機械部品製造企業は登録されていない。 
 
CAFMA は 3 つの情報源の中では、最も会員数が多く、506 社にのぼる。この（CAFMA

の）データは、Córdoba 会議所と Rosario 協会の情報を裏付けている。Córdoba の会議所に
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は、会員 140 社に対し 3 社（2％）、Rosario においては、総会員数 400 社の製造者協会に農

業機械部品製造業が 18 社（4％）となっている。 
 
 
3）セクター（29250）－食品、飲料品およびタバコ加工機械製造 
INDEC のデータベースによると、同セクター企業が全ての調査都市に存在することを示

しており、特に調査地域の 56％（27 企業）が所在する Rosario 市への企業の著しい集積が

見られる。残りの 44％は、その他の 4 都市に分布している。Córdoba 市はわずかに集積が高

く 17％、次いで San Martín13％、そして Rafaela と Lanús が続いている。全国的に見てみる

と、これら 5 地域には、全食品加工機械製造企業の 22％が集中している。 
 

Rosario
56%

San Martín
13% Lanús

6%

Rafaela
8%

Córdoba
17%

出所：INDEC、集計対象48企業（全体の22.4％）

 
図 3.6 食品加工機械セクター（I） 

 
工業庁のデータによれば、合計 15社のうち、Rosarioには 8社の製造企業が集中しており、

ここでも他の 4 都市に比べ、明らかに集積が高い。これに次ぐ Rafaela と Lanús は、それぞ

れ 3 社づつ操業している。また、San Martín は 1 社しかなく、Córdoba 市には、同セクター

の企業は登録されていない。全国の 26％が調査地域に所在しており、グラフにあらわすと

次のようになる。 

Lanús
20%

Rafaela
20%

San Martín
7%

Rosario
53%

出所：アルゼンチン産業庁、集計対象15企業（全体の25.9％）

 

図 3.7 食品加工機械セクター（II） 
 
参照した資料をまとめると、同セクターが最も盛んなのは、Rosario 市となる。また Rafaela

は、Rosario に次いで重要であることがわかる。 
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（2）就業者数 
INDEC の情報に基づき、対象 3 セクターの就業者数を示す表 3.1 について分析を行った。

しかし、これらは州のデータであるため、これらの就業者がどの都市に属するかは述べら

れていない。Buenos Aires 州、Córdoba 州、Santa Fe 州、そして各州の産業セクター就業者

総数が含まれている。さらに、対象 3 セクターに関して 1994 年国勢調査中に得られた全国

結果、ならびにアルゼンチン産業就業者総数も、同表に織り込まれている。 
 

表 3.1 
1994 年経済国勢調査による生産セクター別の就業者数 

 
総数 給与所得者 非給与所得者 

州 セクター 
総数 男性 女性 総数 男性 女性 総数 男性 女性 

農業機械部品 299 271 28 212 191 21 87 80 7
食品加工機械 987 917 70 823 768 55 164 149 15
自動車部品 16,709 15,177 1,532 15,470 14,114 1,356 1,239 1,063 176

Buenos 
Aires 

州内就業者総数 328,342 --- --- 286,909 --- --- 41,433 --- ---

農業機械部品 3,332 3,179 153 2,704 2,587 117 628 592 36
食品加工機械 204 190 14 148 138 10 56 52 4
自動車部品 6,287 6,040 247 5,660 5,502 158 627 538 89

Córdoba 

州内就業者総数 82,609 --- --- 68,170 --- --- 14,439 --- ---

農業機械部品 3,416 3,225 191 2,652 2,526 126 764 699 65
食品加工機械 1,557 1,472 85 1,377 1,313 64 180 159 21
自動車部品 5,021 4,588 433 4,518 4,145 373 503 443 60

Santa Fe 

州内就業者総数 102,133 --- --- 85,053 --- --- 17,080 --- ---

農業機械部品 7,047 6,675 372 5,568 5,304 264 1,479 1,371 108
食品加工機械 2,748 2,579 169 2,348 2,219 129 400 360 40
自動車部品 28,017 25,805 2,212 25,648 23,761 1,887 2,369 2,044 325

3 州合計 

合計 37,812 35,059 2,753 33,564 31,284 2,280 4,248 3,775 473

農業機械部品 8,754 --- --- 5,940 --- --- 2,814 --- ---
食品加工機械 4,780 --- --- 4,200 --- --- 580 --- ---
自動車部品 37,985 --- --- 34,444 --- --- 3,541 --- ---

国合計 

合計 51,519 --- --- 44,584 --- --- 6,935 --- ---
 国内就業者総計 1,061,528 --- --- 910,125 --- --- 151,403 --- ---

出所：INDEC 

まず、農業機械部品セクターでは、3 州で全国就業者数の 80.5％を占める。この 3 州では

農業機械およびその部品・構成部品セクターの就業者数の集積がかなり高い。次に自動車

部品セクターでは全国セクター就業者数の 73.8％を占め、これら 3 州が高い集積を見せて

いる。3 番目が食品・飲料品加工機械セクターで、3 州の就業者が 57.5％を占め、ここでも

高い集積を見せている。 
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これらの結果から、当該 3 州では調査対象産業が盛んであることがわかる。また農業機

械部品生産が盛んな州は、Córdoba と Santa Fe であることがわかる。この 2 州の就業者数の

差は、100 人未満で非常に小さいものである。しかし、就業者数は Santa Fe がわずかに上回

るのに対し、給与所得就業者数については、Córdoba 州の方が多い。 
 
食品加工機械製造セクターは、Santa Fe 州に集中しており、その他 2 州とは大きな差があ

る。給与所得者は、その 88％である。当セクターが余り盛んでない州は Córdoba で、就業

者数 204 人と少ない。 
 
最後に、Buenos Aires 州の自動車部品セクター就業者数は、全体の過半数を超え、最も集

積している。当セクターにおける 3 州の就業者数を見ると、GBA の割合は 60％である。図

3.8、3.9、3.10 で、3 州のセクター就業者総数に基づいた州別就業者の分布を示す。 
 

Córdoba
22%

GBA
60%

Santa Fe
18%

Fuente: INDEC, sobre total de empleados de
las 3 Provincias (28.017 - 73,8% del Total País
en el Sector)

図 3.8 自動車部品セクター 
 

GBA
4%

Córdoba
47%

Santa Fe
49%

Fuente: INDEC, sobre total de empleados de l
3 Provincias (7.047 - 80,5% del Total País en 
Sector).

 
 

図 3.9 農業機械部品セクター 

Córdoba
7%

GBA
36%

Santa Fe
57%

Fuente: INDEC, sobre total de empleados de las 3
Provincias (2.748 - 57,5% del Total País en el
Sector)

 
 

図 3.10 食品加工機械セクター 

 

3.1.3 結果総括 

(1) San Martín 市 

San Martín 市は過去に米国系自動車メーカーの組立工場があったために、現在でも自動車

部品製造企業が多いことがデータからも裏付けられた。食品加工機械製造企業が多いのは、

Buenos Aires というアルゼンチン最大の市場を抱えて、食品メーカーも多いためであると思

われる。一方、Buenos Aires 州は有力な農業生産地域ではあるものの、Sa n Martín 市にあま

り農業機械部品製造業者が存在しないのは、おそらく同市が工業都市であることが関係し

ているかと思われる。いずれにしろ、この地域は最近、治安の悪さや、用地確保の問題か

ら郊外に移転する企業が多くなっている。また 90 年代から現在にかけて廃業した企業も多

い。 
 

(2) Lanús 市 

Lanús 市の場合は、中小企業の集積地ではあるものの、どちらかというと皮革、靴といっ

出所：INDEC 
3 州の就業者総数に対する比率 

（7,047 人－セクター全国総数の 80.5％） 

出所：INDEC 
3 州の就業者総数に対する比率 

（2,748 人－セクター全国総数の 57.5％）

出所：INDEC 
3 州の就業者総数に対する比率 

（28,017 人－セクター全国総数の 73.8％） 
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た製造が中心であること、特に重要な対象機械メーカーの存在もないことから金属加工部

品産業の集積があまりない。また Buenos Aires 州の GDP の 3%強占めている同市は 10%を

占めている San Martín 市と比べて規模の面で見劣りがする。 
 

(3)Rosairo 市 

データからも同市が 3 セクターどれをとっても重要な地域であることが示された。特に

同市から Córdoba 市に続く 9 号線沿いには農業機械産業の集積が見られ、その多くが Santa 
Fe 州内にある。また世界的なトラクター企業である John Deree のエンジン工場も同市で操

業している。食品加工機械については、同市が小麦、食料油などの積み出し基地となって

おり、集積地であるためこのような産業が発達したと思われる。自動車部品については

Córdoba 市や San Martín 市ほどの集積はないものの、GM の工場があるだけでなく、Rosario
市から Buenos Aires 市へ行く 9 号線沿いに Toyota（Zárate）、Ford, Volkswagen(Pacheco)があ

るため交通の便は悪くなく、今後の成長が期待できる。 
 

(4)Rafaela 市 

同市は、他の地域に比べると近隣マーケットが小さく、中小企業の集積度からも見劣り

する。しかしデータからはこの市における農業機械産業と食品加工機械産業においては

Rosario の次に集積があり、人口規模からするとこれらの産業がこの地域における重要な位

置を占めているといえる。特に同市における酪農の発達により、そのサプライヤーである

食品機械産業が発達したとみられる。また同市の産業育成にかける熱意は高く、工業会・

商工会議所などの活動も盛んで他の地区と比べても工業の成長が見られる。 
 

(5)Córdoba 市 

もともとアルゼンチンの自動車産業の発祥の地であり、自動車メーカーも古くから創業

しているため自動車部品製造業の集積が見られる。歴史のある 1 次部品メーカーも多い。

ただし同市おいて多国籍自動車企業は、エンジンなどの組立てのみの操業になっているか、

少量の車を組み立てているだけで、かつての自動車産業都市としての栄光はない。一方、

農業機械および部品については、自動車部品を製造している企業が農業機械部品を製造し

ている例もあり、データ以上の生産があるものと思われる。食品加工機械セクターについ

ては近隣に国際的な菓子メーカーがあるわりにはあまり盛んでない。 
 

3.1.4 主要組立工場の位置 

図 3.11、3.12、3.13 は、Buenos Aires 州、Santa Fe 州、Córdoba 州の主要な自動車組立工場、

農業機械組立工場を示したものである。 
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出所：JICA 調査団 

図 3.11 主要組立工場（Buenos Aires 州） 
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出所：JICA 調査団 

図 3.12 主要組立工場（Santa Fe 州） 
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出所：JICA 調査団 

図 3.13 主要組立工場（Córdoba 州） 
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3.2 アンケート調査 

3.2.1 概要 

(1) 目的 

① アルゼンチン機械部品製造企業における外部支援の現状・課題を把握すること。 

② 同企業が必要と思っている支援と支援の種類を把握すること。 

 

(2) 対象: 調査対象地域の機械部品産業。 

 
質問票配布先については、INTI 地方センター、地域の業界の協力を得た。（質問票配布、

回収、データインプットはローカル・コンサルタントに委託、直接訪問および FAX、e-mail
にて質問票を配布回収した）。 

 
1) 対象企業 

- 自動車部品製造中小企業 
- 農業機械部品製造中小企業 
- 食品機械部品製造中小企業 

 
2) 参考企業データ 

- 自動車部品協会（Asociación de Fabricas Argentinas de Componentes, AFAC）ダイレ

クトリー 
- 公共歳入連邦管理庁（Administración Federal de Ingresos Públicos、AFIP）ダイレク

トリー 
- Rafaela 企業開発センター（Centro de Desarrollo Empresarial de Rafaela）ダイレクト

リー 
- Córdoba 金属工業・機械部品会議所（Cámara de Industriales Metalúrgicos y de 

Componentes de Córdoba）ダイレクトリー  
- San Martín 工業連盟 EPSAM ダイレクトリー  
- Córdoba 国際フェアー (Feria Internacional de Córdoba、FICO）ダイレクトリー 
- その他 INTI の提出した企業リスト 

 
3) 調査票回収 計 240 社 
 

(3) 実施時期 

2004 年 10 月上旬より質問票回収完了まで約 1 ヶ月 
 

(4) 実施地域 

Buenos Aires 州 
- Lanús 市 
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- San Martín 市 
Córdoba 州 

- Córdoba 市 
Santa Fe 州 

- Rafaela 市 
- Rosario 市 

 

(5) 調査事項 

- 会社の規模・事業プロファイル 

- 製品（部品、サービス）提供先 

- サプライヤーとしてのポジション 

- 外部支援の必要性、分野、経験、評価 

- 生産管理、経営管理上の基本事項に関する知識、実施状況 

- 簡易企業診断、ワークショップへの関心 
 

3.2.2 分析結果 

(1) 回答企業の概要 

1) 回答数 
都市別の回収企業数は以下のとおり。 
 

表 3.2 都市別回答企業数 
 

州 市 回答企業数 ％ 

Buenos Aires  36 15% 

 Lanús 14 6% 

 San Martín 22 9% 

Córdoba  90 38% 

 Córdoba 90 38% 

Santa Fe  114 48% 

 Rafaela 58 24% 

 Rosario 56 23% 

総計  240 100% 

出所：JICA 調査団 

 
Córdoba 州、Santa Fe 州に比べて Buenos Aires 州からの回答企業数が少ないのは、多く

の企業が廃業や移転したためかコンタクト先が見つからなかったこと、質問票の回答を

拒否されたことによる。San Martín 市では 135 社、Lanús 市では 88 社にコンタクトしたも

のの上記にあげた理由により回答を得られなかった。 



 

3 - 15 

 
2) セクター別回答企業 
自動車部品製造企業が多く、農業機械部品、食品加工機械部品はほぼ同程度の回答数

が得られた。合計が回答企業数よりも大きいのは、1 社が複数の業種の部品サプライヤー

になっているためである。例えば自動車部品のみ製造しているのは 145 社のうち 44 社

(30%)にすぎない。一方、農業機械部品のみ製造している企業は 63 社のうち 20 社(32%)、
食品機械部品は 64 社のうち 21 社（33%）となっている。 

 
表 3.3 セクター別回答企業数 

 

州 都市 
自動車

部品 
農業機械

部品 
食品加工 
機械部品 

電子部品 その他 不明 

Buenos Aires   25 1 5 6 25 0
 Lanús 9 0 2 3 6 0
 San Martín 16 1 3 3 19 0
Córdoba   70 36 20 17 30 0
 Córdoba 70 36 20 17 30 0
Santa Fe   50 26 39 7 59 3
 Rafaela 13 7 30 6 41 2
 Rosario 37 19 9 1 18 1
総計   145 63 64 30 114 3

出所：JICA 調査団 

この質問調査は当初から各対象産業に合わせて配布先リストを作成したため、かなら

ずしもこれらの回答数が各州、各都市における産業構造を示すものではない。しかし回

答数の地理的分布を見ると、San Martín 市の回答企業には自動車部品製造業が多い一方、

農業機械部品製造企業がほとんどない。Córdoba 市での回答企業の 78%が自動車部品を製

造しており、同地における自動車産業の集積を反映している。Rafaela 市においては食品

機械部品製造業が多く、その他製造業の中には冷蔵庫製造など食品加工関連機械工業が

存在している。Rosario 市には農業機械産業のクラスターが存在するためか農業機械部品

製造業の割合が高い。これらの結果は、地域の産業の特徴を反映したといえる。 
 
3) 従業員数 
回答企業の平均従業員数は 27 名である。従業員数 10 人以下の零細企業が多く、全体

の 45%を占めている。このように零細企業の割合が高いのは、90 年代に兌換法によるペ

ソ高のために多くの製造業が競争力を失い企業規模を縮小したためであると思われる。

調査を担当したローカルコンサルタントによると、零細企業の中には、過去に保有して

いた製造プロセスの一部分をアウトソーシングして事業を継続している企業がいくつか

操業している。 
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従業員数

44.6%

19.6%

11.3%

5.0%

19.6%

1 a 10

11 a 20

21 a 30

31 a 40

< 40

 
出所：JICA 調査団 

図 3.14 従業員数 
 

従業員数の大きさについては各都市間で明らかな違いはみられない。一方、業種別で

比べると食品機械部品製造企業の約 6 割が零細であり、全体の平均に比べ零細企業の割

合が高い。また 40 人以上の従業員を持つ企業は、自動車部品を製造している企業に多い。

従業員 100 名以上の会社は全体で 12 社あり、そのうち 10 社は自動車部品を製造してい

る。農業機械部品は 1 社、食品機械部品 2 社（うち 1 社は自動車部品も製造している）

となっている。 
 
4) 設立年 

全体の 34%が 1991 年から 2004 年の間に設立され、このうち 24 社は 2000 年以降に設

立されている。これは必ずしも新企業の起業が活発であることを示すわけではなく、こ

の中には、昔から操業していた企業が業績不振のため他社に買収され、別会社として操

業を開始した企業も含まれていると推測される。 
 
各都市の企業の設立年の平均を見ると、Lanús 市が 1970 年、San Martín 市が 1974 年、

Rafaela 市が 1977 年、Rosario 市が 78 年、Córdoba 市が 1980 年となっている。一方、業種

による設立年の違いはほとんどない。 
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設立年

8.8%

11.7%

15.0%

16.3%13.3%

34.2%

0.8%

> 1950

1951-1960

1961-1970

1971-1980

1981-1990

< 1991

No Information

 
出所：JICA 調査団 

図 3.15 設立年 
 
5) 要素技術分野 

全体を見ると、半数以上が機械加工分野（56%）、次にほぼ半分が組立て（48%）に従

事している。その次に多い要素技術はプレス（29%）で、金型（21%）がそれに続いてい

る。地域差はあまりみられない。一方、業種による違いでは、自動車部品製造業者が機

械加工を行っている割合が 6 割と平均よりも高く、食品加工機械部品製造業では、鋳造、

鍛造を行っている企業は少ない。 

要素技術

14.0%

10.2%

4.1%

5.1%

3.3%

27.2%

23.2%

13.0%
プレス

金型

プラスチック

鋳造

鍛造

機械加工

組立て

その他

 
出所：JICA 調査団 

図 3.16 要素技術 
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6) 売上高 
残念ながら企業の半数以上が年間売上高を答えていない。回答した企業の年間売上げ

平均は約 180 万ペソで、100 万ペソから 1000 万ペソの売上げ示した企業が多い。全体の

1 割以上の企業が、年間 50 万ペソ以下の売上げとなっている。従業員一人当たりの売上

げは、約 2 万ペソである。 

売上高

10.4%

10.0%

21.7%

4.2%

53.8%

 > 500.000

500.000-1M

1.000.001-10M

< 10M

No Information

単位：Peso

 
出所：JICA 調査団 

図 3.17 売上高 
 
地域別では、Córdoba 市の企業のうち売上げ 50 万ペソ以下の企業が少なく、1 百万から

1 千万ペソ未満の売上げを持つ企業の割合が平均よりも大きい。また Santa Fe 州に所在し

ている企業のなかで、売上高を答えている企業 61 社のうち、6 社が 1 千万ペソ以上の売

上げがあり、全体に比べその比率が高い。 
業種別では他の業種と比べて食品加工機械部品製造業のうちに 50 万ペソ以下の売上げ

が多く、自動車部品製造企業のうちに 100 万ペソ以上の企業の比率が高い。従業員数の

比較からも平均的に食品機械部品製造業は規模が小さく、自動車部品製造企業の規模が

大きいといえよう。 
 
7) 主要マーケット 

4 社に 3 社が OEM 製品を製造販売している。100%OEM 製品だけを供給している企業

が 95 社（40%）あるのに対して、100%アフターマーケット市場に製品を販売している企

業は 59 社（25%）となっている。これは、もともと質問票調査の焦点が OEM 製造企業

であったことを反映している。農業機械部品、食品加工機械部品製造企業の OEM 製造企

業の割合は、自動車部品製造企業のそれよりも高い。 
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OEM製造比率

10.0%

25.4%

39.6%

24.6%

1-49%

50-99%

100% OEM

100% REM

 
出所：JICA 調査団 

図 3.18 OEM 製造比率 
8) 輸出 

約 6 割の企業が国内市場にだけ製品を販売している。残りの 4 割はなんらかの形で輸

出しているものの、企業の売上げ全体に占める割合は低い。農業機械部品、食品加工機

械部品製造企業のほうが、自動車部品製造企業に比べて国内市場のみをターゲットにし

ている企業の割合が多い。ただし OEM で供給している部品の中には納入先であるアセン

ブラーが製品に組み込んで輸出しているケースが多いと推測される。このため間接輸出

を含めた総輸出はもう少し高くなると思われる。 
 
売上げの 50%以上を輸出している企業は全体で 13 社あり、そのうち 9 社は OEM 生産

100%であった。このなかにはブラジルのアセンブラーに向けて出荷していると思われる

企業がいくつかあり、部品製造企業がアセンブラーのメルコスールでの戦略の一環に組

み込まれていることが伺われる。 

輸出比率

23.8%

11.3%

4.6%

0.8%

59.6%

1-25%

26-50%

 51-75%

76-99%

国内市場のみ

 
出所：JICA 調査団 

図 3.19 輸出比率 
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 (2) 競争力について 

1) 競争力に関する重要課題 
 
約半数の企業が価格を重要課題としている。次に納期と研究開発を課題として挙げて

いる企業が多い（各 15%）。顧客サービスを重要課題としているのはわずか 2 社しかなく、

また品質は 10 社と次に少ない。この設問は重要課題を一つだけ選択するように設計され

ているため、いくつかある重要課題の中で価格に回答が集中したと思われる。地域的に

はどこもほぼ同じ傾向を見せているが、Córdoba 市は価格を重要課題とした企業の割合が

やや多く逆に品質を課題としている企業は少ない。また Santa Fe 州で品質を重要課題に挙

げた企業が多い。業種別でもすべての業種で価格を最重要課題としているが、自動車部

品製造企業の中に納期を重要課題とした割合が他の業種に比べ多い。食品加工機械部品

製造企業の研究開発を挙げた割合が多く、その他製造企業では品質を挙げた企業が多い。 

企業の重要課題

4.2%

47.9%

15.4%

1.3%

14.6%

11.7%
5.0%

品質

価格

納期

顧客サービス

R&D

その他

Ns/Nc

 
出所：JICA 調査団 

図 3.20 企業の重要課題 
 
2) 競合製品 
回答企業の主なマーケットが国内であることに反映して、全体的には国内企業の競合

を訴える企業が 7 割、海外が 4 割強、両方が 2 割弱となっている。業種別では、自動車

部品製造業のなかで海外からの競合を訴える企業の割合が平均より大きく、食品加工機

械部品工業は国内競合の割合が比較的大きい。農業機械部品産業はほぼ平均と同じ傾向

である。 
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競合

54.7%

28.0%

17.2%

国内

海外

両方

 
出所：JICA 調査団 

図 3.21 競合 

  

(3)外部支援 

1) 過去の外部支援の実績 
 

約半数の企業が外部からの支援を受けたことがない。外部支援は公的機関よりも個人

コンサルタントが 82 件と多く、次に工業組合などの企業団体（71 件）、バイヤー（クラ

イアント）からの支援（53 件）が続いている。支援を受けている企業では、2 つ以上の

外部支援を受けている企業が多く、121 社が 406 件の支援（平均 3.4 回）を受けている。

INTI からの支援は 33 件で、支援を受けた全件数の 8%程度である。また労働省からの支

援は 1 件とほとんど活用されていない。 
 

支援の方法についてはセミナー、実地指導、相談、その他間で偏重が見られない。内

容としては、その他を除くと ISO9000 関連が 53 件、生産管理が 51 件、生産技術も 51 件

となっている。少ないのは IT の利用に関する支援で 2 件しかない。 
 

次に評価では、多くが「多いに役に立った」、「役に立った」としており、外部支援を

受けた 352 件のうち役に立ったと評価したのは 64%となっている。「あまり役に立たなか

った」、「無駄であった」と答えたのは 6%となっている。外部からの支援は、おおむね役

に立っていると推測される。高い評価を受けているのは専門的コンサルタントや工業組

合などの組織で、これらはニーズにあったサービスを提供しているためと思われる。

SSPyMEyDR の評価には「役に立たなかった」との評価はない。INTI の利用者では「役

に立つ」と答えた件数が多かった一方で、「無駄であった」と答えた企業が 2 件あり、支

援に対する評価がやや悪い。 
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出所：JICA 調査団 

注：上記のパーセンテージは回答企業数 240 社に対するもの。1 社 2 つ以上の

支援を受けている企業が多いため、すべての合計が 100%以上になる。 
 

図 3.22 外部支援の実績 
 
地区別でみると、回答数に比べて Rafaela 市在住の企業の外部支援利用頻度が高い。一

回答企業あたり平均 2.2 回外部支援の経験があるのに対して、Rafaela の場合は 3.3 回とな

っている。ここから市役所、工業団体、INTI や企業開発センター（Centro de Desarrollo 
Empresarial ,CDE）などの支援団体が連携して活発に活動しているが伺われる。 

地区別支援頻度

Córdoba, 168件,

32%

Lanús, 24件, 5%

Rosario, 90件,

17%

San Martín, 56

件, 11%

Rafaela, 187件,

35%

 
出所：JICA 調査団 

図 3.23 地区別支援頻度 
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2) 支援情報の入手 

入手方法は、工業団体および直接コンタクトが多い。業種別では自動車部品製造企業

の場合、工業団体からの情報が多いのに対して、食品加工機械部品製造業では直接コン

タクトが多くなっている。ただしこの設問はどの支援に対する情報かは明らかにしてい

ないため、ひとつのソース（もしくは方法）から複数の情報を得ていることが考えられ、

この割合が実際の情報ソースの集中度を表すものではない。 

情報ソース

13.5%

9.7%

31.6%

33.5%

11.6%

マスメディア

パンフレット

直接

団体

推薦

  
出所：JICA 調査団 

図 3.24 情報ソース 

 

(4)今後の外部支援機関・コンサルタントの活用 

「活用する」と「条件次第で活用する」と答えた企業数を合わせると 92%に達している。

一方、活用しない理由としては、「社内で充分対応できる」11 件、「効果が少ない」4 件、「通

常業務に支障が起きる」4 件、「費用が高い」3 件となっている。 
 
希望する支援のタイプとしては半数が実施指導を希望している。また支援内容としては

製品技術、製品開発技術、市場情報、生産管理の順に多い。一番少ないのは ISO9000/QS9000
に関する支援となっている。ISO9000 や QS9000 の取得を必要とする企業はほとんど認証取

得済みであるためと思われる。 
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出所：JICA 調査団 

図 3.25 希望する支援 
 
生産管理だけでみると、希望する方法は実施指導が一番多く、セミナーや相談による方

法の倍以上の件数となっている。 
また一支援あたりの妥当な時間としては、15 日以上と答えた企業が 59 社と一番多く、次

に 2 日から 5 日と答えた企業が 49 社となった。また機関及びコンサルタントを選定する際

の最も重視する要素として、コンサルタントの経験と能力を挙げた企業が最も多く、プロ

グラムの内容、価格が続いている。この結果によると実施期間は他の要素に比べ重要では

ない。 

支援の日数

20%

13%

4%

25%

38% 2日～5日

6日～10日

11日～15日

16日以上

無回答

 
出所：JICA 調査団 

図 3.26 支援の日数 
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支援決定要因

28%

34%

26%

11% 1%

プログラムの内容

コンサルの経験と能力

価格

プログラムの期間

無回答

 
出所：JICA 調査団 

図 3.27 支援決定要因 

 

 (5) 生産管理における支援について 

生産管理における支援のうち、期待する分野として「工程管理」、「原価管理」、「品質管

理」の 3 分野が他に比べて多い。これに比べ 5S、KAIZEN、Total Preventive Maintenance (TPM)
といった具体的な日本的生産管理方法については要請が少ない。要請が少ない理由として

は、あまり知られていないことやどのような効果があるか理解されていないことが推測さ

れる。支援の方法としては、工場での直接指導が多く、次にセミナーや情報提供が続いて

いる。 

生産管理での支援

0

50

100

150

200

250

300

工程管理 品質管理 在庫管理 原価管理 カイゼン TPM 5S 必要なし

その他

電子

食品加工機械

農業機械

自動車部品

 
出所：JICA 調査団 

図 3.28 生産管理での支援 
 
業種的、地域的な違いはほとんどない。強いて言えば、Rafaela 市で KAIZEN、5S の必

要性を認めた企業の割合が他の都市よりも大きい。 
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20%
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11%

19%

2%

2%

セミナー

工場での指導

窓口指導

情報提供

必要なし

無回答

支援の方法

 
出所：JICA 調査団 

図 3.29 支援の方法 
 

(6) その他 

1) 緊急課題 
 
緊急課題の中で多いのは、設備近代化が 102 社と多い。次に金融へのアクセス（67 社）、

生産技術の向上（60 社）、輸出促進（60 社）、バイヤーとのリンケージ（58 社）となって

いる。後継者育成や経営管理技術の向上は緊急の課題としている企業はそれぞれ 26 社、

32 社と比較的少ない。 

緊急課題

14.8%

22.5%

12.6%12.8%

7.0%

13.2%

8.6%

5.7% 2.9%
金融へのアクセス

設備近代化

輸出促進

バイヤーとのリンケージ

経営管理の向上

生産技術の向上

人材

後継者育成

特になし

 
出所：JICA 調査団 

図 3.30 緊急課題 
 
2) 財務諸表の国際会計基準について 

99 社が準拠していると答えているのに対して、57 社が準拠していない、84 社が答えて

いない。このように無回答の企業が多いのは、財務諸表の国際会計基準を理解している
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企業が少ないためと推測される。 
 
3) モデル事業や企業診断への参加 

201 社が参加を希望している。 
 

4) 政府への要望 
政府への要望では税金に関することが一番多く、次に融資や財務に関することが多い。

技術開発、市場情報などは比較的要望が少ない。 
 

3.2.3 まとめ 

質問票の設計段階では、どの地区も同じような回答数を計画していたが、結果的にばら

つきが大きくなった。これは、コンタクト先の元データベースの質によると思われる。こ

のデータベースは工業会のメンバーリストやそれぞれの都市のディレクトリーから作られ

ている。つまり地方のほうが首都圏よりも回答が多いのは、地方企業のデータベースのほ

うがより正確であることや、工業会や INTI の普段からの会社への働きかけがあり、企業か

らの協力を受けやすいことを意味していると思われる。 
このようなばらつきが大きいため、回答の少ない Lanús 市と回答の多い Córdoba 市と比べ

るのには無理がある。Lanús 市の場合、回答数が少ないために誤差が大きい。 
また自動車部品、農業機械部品、食品加工機械部品専業の企業は少なく兼業が多いため

に、業種ごとの明確な違いは出にくくなっている。 
 
回答企業の全体的な特徴として以下のことがあげられる。 
- 零細が多く、売上げ規模も小さいこと。特に食品加工機械産業が小さい。 
- 1990 年以降に設立された企業が多い。 
- 要素技術としては、機械加工および組立てが多い。 
- 平均の売上げは約 180 万ペソ。 
- 4 社のうち 3 社が OEM 生産を行っている。 
- 国内市場が主で、輸出の割合は低い。 
- 競争力の要素としては価格、納期、研究開発で、品質を挙げている企業は少ない。 
- 約半数が外部からの支援を受けたことがない。 
- 外部支援は公的機関よりも専門コンサルタントから受けた経験が多く、次に工業組合

などの組織、バイヤー（クライアント）からの支援が続いている。おおむね評価は良

い。 
- ほとんどの企業が外部支援の活用を希望しており、希望していない企業の多くは社内

の対応が十分であると考えている。 
- 期待する生産管理分野の支援として「工程管理」、「原価管理」、「品質管理」が挙げら

れる。 
- 緊急課題の中で多いのは、設備近代化、金融へのアクセス、生産技術の向上、輸出促

進、バイヤーとのリンケージとなっている。 
- 国際会計基準に 240 社のうち 99 社が準拠している。 
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- モデル事業には 201 社が参加を希望している。 
- 政府への要望では税金に関することが一番多い。 

 
現在までに支援を受けた経験がない企業が多い割には、今後支援を期待する企業が多い

のは以下のように説明できる。 
- 支援情報の伝達が不十分。 
- 受けたい支援が希望している時に見つからない。 
- 今まで市況が悪かったので、支援の要望も少なかった。 
- サービスの価格が高すぎて、その余裕がなかった。 

 
現在は、市況が回復しており、多くの企業で生産が増加していると想定される。このこ

とは設備の近代化を緊急課題としている企業が多いことからも裏付けられる。このため以

前よりも生産性の向上や生産管理における必要性も高まっていると思われる。このような

企業の様々なニーズに応えることができれば、支援の利用度があがると同時に産業への寄

与も大きくなるであろう。 
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3.3 中小企業簡易診断 

 
本調査の主要業務であるモデル事業の対象地域および対象企業の選定を主たる目的とし

た中小企業簡易診断は、基礎調査の一部として、2004 月 11 月から 12 月にかけて実施され

た。 
 
製造業中小企業に対するソフト技術支援を新しい業務として開始する準備をしている

INTI は本中小企業簡易診断を調査団からの最初の技術移転の好機と捉え、診断企業の選定

とともに全ての訪問に職員を同行させるなど積極的に調査団に協力し、診断に参加した。 
 
企業簡易診断の目的は次の 3 点である。 

• 中小企業の実態を掴みモデル事業策定に活かす。同時にモデル事業の対象企

業を選定する。 
• カウンターパートである INTI 職員への技術移転 
• 診断受け入れ企業への調査団員による簡易的な指導と助言 
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3.3.1 概要と診断手法 

(1) 簡易診断実施地域 

 
モデル事業の実施候補地として Buenos Aires 州、Santa Fe 州、Córdoba 州からカウンター

パート側が、San Martín, Lanús, Rosario, Rafaela, Córdoba の 5 都市を選定した。選定を受けて

基礎調査はこの 5 都市に対して実施され、調査団はカウンターパートとともに 5 都市の官

民の中小企業支援関連機関を訪問した。結果として、モデル事業実施上の適当な受け入れ

機関が無いこと、市当局がモデル事業参加へ興味を示さなかったこと、から Lanús 市が候補

地から外された。 
 
よって簡易診断は San Martín（Buenos Aires 州）、Rosario（Santa Fe 州）、Rafaela（Santa Fe

州）、Córdoba（Córdoba 州）の 4 都市の対象セクター中小企業に対して実施された。 
 

(2) 診断手法説明会 

 
診断開始前に INTI からの要望で、カウンターパートに対して企業簡易診断における企業

評価手法に関するセミナーを実施した。地方センターの職員を含む INTI の約 15 人が参加

した。参加者は各センターにおけるこれからのソフト技術支援担当者であり、その後の企

業診断に参加した。 
 

(3) 企業評価手法 

 
まず診断項目を企業全体として“経営“、“生産“、“市場・販売“、“人的資源“、“財務“の 5

項目、そのうち本調査の主たる対象である”生産“に関してはさらに 8 項目に細分した。表

3.4、3.5 は各項目の標準的な評価ポイントである。これらの評価ポイントを基に、全ての項

目についての評価を 5段階で行う。生産の 8項目の平均点を企業全体の“生産“の点数として、

生産を含む 5 項目の平均を当該企業の総合評価点とする。 



 

3 - 31 

 
経営    品質 
生産    原価 
市場・販売   工程 
人的資源   生産技術 
財務    機械設備 

資材・購買・外注 
     在庫 
     生産基盤 
 

表 3.4 評価ポイント（総合レーダーチャート用） 
 

1 経営 

1 ビジョン、経営方針を策定し、全社員に伝えて理解させていますか。 

2 基本戦略や目標を策定していますか。 

3 具体的な経営計画を策定していますか。 

4 経営計画は実現可能であり、リスク対策も考慮されていますか。 

5 現在の組織とその運営に基本的な方針がありますか。 

6 業界事情を把握し自社の位置付けを認識していますか。 

7 組織毎の業務が明確で職務権限の委譲がされていますか。 

8 後継者の育成は行われていますか。 

9 社会的信頼を得るために、企業理論、環境対応、社会貢献に取り組んでいますか。 

10 経営に必要な情報を収集・分析し、活用していますか。 

2 生産 
 生産詳細レーダーチャートを参照。 

3 市場・販売 
1 市場と競合企業の情報を把握する体制が出来ていますか。 

2 独自の販売計画や販売方針持っていますか。 

3 販売価格の設定は適切に行われていますか。 

4 市場における自社のSWOT分析をしていますか。 

5 製品やサービスを提供している顧客情報を整理し活用していますか。 

6 顧客満足を基本方針としたシステムになっていますか。 

7 販売促進活動の実施方法と内容は適切ですか。 

8 顧客の苦情・意見や満足・不満足を聞き、適格に対応していますか。 

9 物流コスト削減への取り組みが行われていますか。 

10 企業および商品・サービスについての情報を市場や顧客に提供していますか。 

4 人的資源 
1 「社員満足」を人事方針の基本としていますか。 

2 従業員の能力を把握し、能力開発のための育成制度がありますか。 

3 従業員の能力や成果を評価し、適材適所に配置するシステムがありますか。 

4 従業員からの改善提案を受け入れる制度がありますか。また提案は多いですか。 

5 従業員採用のための適切な方法・基準を持っていますか。 

6 就業規則や給与規定が法律に従って定められていますか。 

7 職場の安全管理は十分ですか。 

8 従業員の評価制度と待遇規定は従業員が周知していますか。 
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9 社員間あるいは社員と幹部の間で定期的な業務上の会議をしていますか。 

10 社員の満足・不満足を把握していますか。 

5 財務 
1 社内会計制度や帳簿体系は、経営組織、規模、業種特性に合致していますか。 

2 財務諸表は、会計原則、関連法規に準拠して、適正に作成されていますか。 

3 資金調達源は複数あり、必要なときに調達できる体制になっていますか。 

4 長期・短期の運転資金計画をキャッシュフローをベースとして策定しますか。 

5 予算統制を実施し、各予算と実績を比較してその差異に対して対策を立てていますか。 

6 製品別に原価と損益分岐点を把握してますか。 

7 原価計算方法について、社内基準がありますか。 

8 標準原価と実際原価の再分析を行い、コスト削減に利用していますか。 

9 長期の設備投資計画を作成していますか。 

10 新規設備投資を行う際にはフィージビリティースタディーを実施していますか。 

出所：JICA調査団 

 表 3.5 評価ポイント（生産詳細レーダーチャート用） 
 

1 品質 

1 全社的品質管理システムを構築し且つ維持していますか。 

2 品質に関する顧客の要求を常に把握していますか。 

3 製品が備えるべき品質仕様が文書化されていますか。 

4 顧客からの返品や苦情を記録し、再発防止策を実施していますか。 

5 公的な品質認定を受けていますか。 

6 製品の品質競争力はありますか。 

7 作業現場において、品質改善活動を組織し活動していますか。 

8 会社は、生産工程の諸段階で発生する欠陥を記録していますか。 

9 品質仕様に適した検査方法を実施していますか。 

10 材料の購買段階から、全工程を通して、品質に配慮していますか。 

2 原価 
1 全社的原価管理システムを構築し且つ維持していますか。 

2 製品ごとの直接コストを管理していますか。 

3 製品の原価競争力はありますか。 

4 原価計算のための原始データを正しく把握していますか。 

5 在庫費用を管理していますか。 

6 製造固定費及び間接費を把握していますか。 

7 作業現場において、原価低減活動を組織し活動していますか。 

8 製造固定費を工程ライン及び製品ごとに配賦していますか。 

9 コスト軽減を決断するために管理システムを利用していますか。 

10 コストダウンに寄与する要因を把握していますか。 

3 工程 
1 工程管理システムを構築し且つ維持していますか。 

2 工程管理システムは、生産機能を稼働して、顧客の満足を実現してますか。 

3 工程作業と材料のフローチャートを作成し更新していますか。 

4 各生産工程及び倉庫間の材料・部品の流れは合理的ですか。 

5 工程管理担当者と販売担当者との間の連絡を方法は適切ですか。 

6 現品管理は適切ですか。 

7 生産実績情報を記録し、改善のために活用していますか。 
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8 機械・装置の稼働時間及び余力を管理していますか。 

9 標準作業時間を設定していますか。 

10 標準工数を設定していますか。 

4 生産技術 
1 技術管理システムを構築しかつ維持していますか。 

2 方法、設備、作業及び条件など全ての角度から改善していますか。 

3 会社に適用できる新しい装置や工程に関する情報を持っていますか。 

4 競合他社の設備、加工法に関する情報を収集していますか。 

5 週別、月別に受注計画と生産計画を作成し納期管理を行っていますか。 

6 会社の技術の競争力は、地元、地域、国内、それとも国際レベルですか。 

7 生産技術の競争力はありますか。 

8 独自の技術がありますか。 

9 特許など知的所有権を持っていますか。 

10 生産工程は適切に自動化されていますか。 

5 機械設備

1 機械・設備の日常管理の担当者は決まっているか。管理記録はありますか。 

2 機械・設備の保全担当者は決まっているか。保全記録はありますか。 

3 機械・設備のメンテナンス記録はありますか。 

4 機械・設備ごとにメンテナンスの方針がありますか。 

5 交換部品を適切に準備していますか。 

6 改良保全の工夫をしていますか。 

7 機械・設備に関する新技術情報を管理していますか。 

8 機械・設備の新規購入の手順はありますか。 

9 長期的な経営戦略に基づく設備計画を検討していますか。 

10 TPM活動等、設備に関するサークル活動をしていますか。 

6 資材・購買・外注 
1 容易に原材料が手に入りますか。 

2 原材料を仕入れる前に、諸納入業者の見積もりを比較しますか。 

3 原材料の検収を実施していますか。 

4 外注先の状況把握と指導をしていますか。 

5 外注先からの納期を表示してありますか。 

6 緊急事態に対応する社内体制はありますか。 

7 原材料が備えるべき品質仕様が文書化されていますか。 

8 納入業者の選定段階から、品質、納期及び価格をチェックしていますか。 

9 在庫回転率は（企業が属する）業種の平均レベルにありますか。 

10 資材・購買・外注方法の管理システムを構築しかつ維持していますか。 

7 在庫 
1 在庫品の管理システムがありますか。 

2 原材料、仕掛け製品、完成品それぞれの倉庫がありますか。 

3 実物棚卸しをしていますか。 

4 倉庫内の整理整頓は出来ていますか。 

5 不良品の廃棄処分のルールはありますか。 

6 それぞれの置き場所、置き方は決まっていますか。 

7 置き場及び在庫量の表示は適切ですか。 

8 倉入れ及び倉出しの指示書はありますか。 

9 倉庫の位置は適切ですか。 

10 それぞれの在庫品の管理責任者は明示されていますか。 
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8 生産基盤 
1 操業のための何らかの基準があるか、またそれを守っていますか。 

2 周辺住民との関係は良好ですか。 

3 環境基準など、企業外部情報を日常的に収集していますか。 

4 従業員に対し、満足度調査を日常的に行っていますか。 

5 所轄機関からの許可を得ていますか。 

6 従業員のモチベーションは良好ですか。 

7 周辺にすべての必要なサービス及びインフラがありますか。 

8 生産管理部門間及び他部門とのコミュニケーションは適切に行われていますか。 

9 情報システムを適切に活用していますか。 

10 必要な関係法令を守っていますか。 

出所：JICA 調査団 

 
5 段階の評価基準は、グローバルマーケットへの OEM 部品製造企業の平均的レベルを 5

とし、前近代的な設備や技術を使用している Cottage Level の企業を 1 として段階評価を行

った。表 3.6 は 5 段階評価の指針である。 
 

表 3.6  5 段階評価基準 
    

採  点 国際比較のめやす 総合評価 生産技術・機械設備・工程評価

５ グローバルマーケットへ

のOEM部品製造企業の平

均的レベル 

文書、活動、成果物および結果が

卓越している。 

グローバルマーケット向け製品

に要求される品質からみて、適正

な設備や技術である。 

４  文書があり、活動が行われてい

て、成果物と結果は十分である

が、まだ改善の余地がある。 

大体において、適正な設備や技術

を使用しているが、一部改善すべ

き点がある。 

３  文書があり、活動が部分的に行わ

れているが、成果物と結果が確認

できない。 

不適正な設備や技術が、かなりの

割合で混在している。欠落部分も

ある。 

２  文書および活動に体系的なもの

がなく改善すべき余地がある。成

果物および結果のいずれも認め

られない。 

不適正な設備や技術であって、製

品品質が低い要因の一つとなっ

ている。 

１ 部品製造企業として再下

位レベル 

文書、活動、成果物および結果が

認められない。 

現在では一般に使用されていな

いような、前近代的な設備や技術

を使用している。 

Cottage Industryレベルである。 

出所：JICA 調査団 

診断結果は企業毎に統一されたフォーマットを使い診断表として纏める。診断表は各企

業の状態を“生産”を含む 5 項目の企業全体、8 項目の生産分野、の二つのレーダーチャート

で表す。更に診断表には、上記の各項目に対する専門家の講評と改善提案、総評、診断時

に行った企業に対する指導の記録、最後にモデル事業への参加についての企業側の意向、

を記述する欄を設けてある。 
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(4) 診断企業選定 

 
診断企業は上記 4 都市の自動車、農業機械、食品加工機械用の機械加工部品を製造する

中小企業の中から選定した。サンマルティン市の場合は市産業局が中心に選定を行い、INTI
および自動車部品協会（AFAC）による推薦企業、アンケート調査において診断を希望した

企業を追加した。ロサリオ市、ラファエラ市では INTI 地方センターが企業選定を行った。

一方コルドバ市では、地域の金属・部品工業会がメンバー会社を中心に診断企業リストを

作成した。簡易診断を実施した企業数は以下の通りである。 
 

San Martín 市（Buenos Aires 州） 16 社 
Rosario 市（Santa Fe 州） 9 社 
Rafaela 市（Santa Fe 州） 5 社 
Córdoba 市（Córdoba 州） 11 社 
 計 41 社 

 

(5) 診断企業プロファイル 

a. セクター 
表 3.7 診断企業のセクター分類 

 
セクター 企業数 

自動車部品 30 
農業機械部品 13 
食品製造機械部品 2 
その他 3 

計 48 
注：7 社は自動車と農業機械双方へ部品を供給している。 

出所：JICA 調査団 
 
b. 従業員数 

表 3.8 診断企業の従業員数 
 

従業員数 企業数 
10 人未満 2 
10 人 – 100 人未満 31 
100 人以上 7 

計 40 
注： 1 社は従業員数不明。 

出所：JICA 調査団 
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(6) 企業訪問 

 
一日一社を原則とし、調査団はプログラムに応じて 2 グループ乃至 3 グループに分かれ

て企業を訪問した。訪問に先立ち、企業には会社プロファイルに関する簡単な質問表を送

付し回収した。 
 
企業診断は次の順序で行われた。 
 

a. 企業経営者との面談（企業プロファイルの確認、企業側が認識する問題点の聴

取など） 
b. 経営者及び工場責任者の案内による工場視察 
c. 企業経営者との再面談（診断者による詳細質問、企業側からの質疑に対する回

答とコンサルテーション） 
 

3.3.2 診断結果 

 
診断を行った 41 社の診断表は調査団が纏め INTI に提出された。以下はその内の 6 社の

診断表である。なお本中小企業簡易診断で使用した診断表は、INTI がこれから行う企業診

断業務のマニュアルとして使われることが期待される。 
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 1．
講

評
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総

合
 

 
 

 
 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

経
 

 
 

営
 

○
 

1.
 

父
が

47
年

前
に

創
業

。
息

子
・
社

長
、

姉
・
取

締
役

の
フ

ァ
ミ

リ
ー

企
業
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堅

実
さ

と
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今
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は
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現

工
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隣

接
し
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土
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中
。
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営
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築
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。
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。
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ク
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名
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の
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・
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。
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。
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。
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の

再
編

成
。

目
下

試
行

を
始

め
た

Ｐ
Ｃ

に
よ

る

生
産

管
理

シ
ス

テ
ム

の
早

期
導

入
。

 

生
産

技
術

 
 

外
部

選
任

ス
タ

ッ
フ

が
お

り
、

機
能

し
て

い
る

よ
う

に
み

ら
れ

た
。

機
械

を
内

製
す

る

力
を

持
っ

て
い

る
。

 
自

動
化

範
囲

の
拡

大
。

 

機
械

設
備

 
 

各
機

械
の

つ
な

ぎ
は

自
動

化
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
内

部
の

手
で

行
わ

れ
て

い

る
。

 
一

部
工

程
の

繋
ぎ

で
未

完
の

と
こ

ろ
が

あ
る

が
、

さ
ら

な
る

自
動

化
の

推
進

。
 

資
材

・
購

買

外
注

・
 

○
 

ス
プ

リ
ン

グ
鋼

材
は

国
内

調
達

。
目

下
14

0ト
ン

／
Ｍ

の
消

費
。

 
材

料
へ

の
異

材
の

混
入

防
止

と
管

理
。

 

在
 

 
庫

 
○

 
不

良
在

庫
（
推

定
1か

月
分

・
14

0ト
ン

）
が

あ
る

。
見

込
み

生
産

の
結

果
で

あ
る

が
、

ス
ペ

ー
ス

的
に

も
っ

た
い

な
い

。
 

破
棄

・
再

利
用

・
売

却
な

ど
の

検
証

。
見

込
み

生
産

受
注

精
度

の
向

上
。

（
デ

ー
タ

ー
ベ

ー
ス

の
活

用
・
分

析
）
 

生
産

基
盤

 
 

生
産

力
で

競
争

力
が

つ
い

て
い

る
。

約
80

％
の

稼
働

率
で

利
益

が
出

て
い

る
。

 
中

長
期

生
産

計
画

の
工

場
内

で
の

周
知

徹
底

・
シ

ス
テ

ム
の

確
立

。
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9 
モ

デ
ル

事
業

-1
 

対
象

企
業

-1
 

簡
易

診
断

表
 

 2．
IT

活
用

状
況

  
 

 
 

1.
 

自
社

の
製

品
紹

介
・宣

伝
の

た
め

に
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ペ
ー

ジ
を

発
信

し
て

い
ま

す
か

？
 

自
社

の
製

品
紹

介
・
宣

伝
の

た
め

に
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ペ
ー

ジ
を

発
信

し
て

い
る

。
（
２

つ
の

Ｗ
Ｅ

Ｂ
ペ

ー
ジ

所
有

）
 

 2.
 

取
引

の
相

手
探

し
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
利

用
し

て
い

る
場

合
は

、
何

処
が

主
催

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
で

す
か

？
 

取
引

の
相

手
探

し
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
る

。
 

 
 3.

 
取

引
企

業
と

の
受

発
注

業
務

に
eー

コ
マ

ー
ス

を
利

用
し

て
い

ま
す

か
？

 
取

引
企

業
と

の
受

発
注

業
務

に
eー

コ
マ

ー
ス

を
利

用
し

て
い

な
い

。
 

4.
 

社
内

経
理

、
販

売
管

理
、

生
産

管
理

に
、

IC
T応

用
シ

ス
テ

ム
・ツ

ー
ル

を
利

用
し

て
い

ま
す

か
？

 
社

内
経

理
、

販
売

管
理

、
生

産
管

理
に

、
IC

T応
用

シ
ス

テ
ム

・
ツ

ー
ル

の
利

用
を

検
討

中
 

 5.
 

製
品

設
計

、
生

産
・技

術
開

発
に

ど
の

よ
う

な
IC

T技
術

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

製
品

設
計

、
生

産
・
技

術
開

発
に

ど
の

よ
う

な
IC

T技
術

シ
ス

テ
ム

・
ツ

ー
ル

を
利

用
し

て
い

な
い

。
 

 
 

 
 

3．
総

評
 

 
 

 
 

一
般

的
に

自
信

の
あ

る
企

業
は

写
真

撮
影

を
許

可
す

る
傾

向
が

あ
る

が
、

当
社

も
例

外
で

は
な

く
即

座
に

「
O

K
」
が

で
た

。
自

社
の

立
場

：
中

小
企

業
の

ス
ペ

ア
ー

パ
ー

ツ
メ

ー
カ

、
品

質
は

大
手

・
ア

ッ
セ

ン
ブ

ラ
ー

納
入

他
社

を
目

標
と

す
る

な
ど

、
よ

く
わ

き
ま

え
て

い
る

。
ま

た
、

目
先

の
利

益
に

と
ら

わ
れ

ず
堅

実
か

つ
清

廉
な

経
営

は
父

譲
り

だ
ろ

う
。

技
術

系
出

身
で

あ
る

経
営

者
は

経
営

学
を

会
得

す
れ

ば
大

き
く
飛

躍
す

る
可

能
性

、
豊

か
な

将
来

性
を

感
じ

さ
せ

る
。

細
か

い
こ

と
で

あ
る

が
、

会
議

室
は

実
に

セ
ン

ス
よ

く
豪

華
、

コ
ー

ヒ
ー

な
ど

食
器

も
上

品
・
上

質
、

お
茶

組
係

り
ま

で
の

教
育

が
行

き
届

い
て

い
る

。
ス

タ
ッ

フ
や

ワ
ー

カ
ー

は
笑

顔
で

愛
想

が
よ

く
、

労
使

関
係

も
良

好
と

の
印

象
。

工
場

全
体

に
余

裕
と

バ
ラ

ン
ス

の
よ

さ
を

痛
感

。
こ

の
若

き
経

営
者

（
４

４
歳

）を
経

営
・
製

造
の

両
面

よ
り

支
援

す
る

こ
と

で
、

モ
デ

ル
事

業
の

対

象
企

業
の

候
補

と
し

て
有

望
と

考
え

る
。

 

 
 

 
 

4．
指

導
記

録
 

 
 

 
 

1.
 

家
族

経
営

か
ら

の
脱

却
。

社
長

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
へ

の
参

加
。

「
改

革
チ

ー
ム

」
に

よ
る

「
生

産
性

向
上

」
、

「
ム

ダ
の

排
除

」
。

S
IP

A
R

社
・
ロ

サ
リ

オ
で

の
具

体
例

を
紹

介
。

  

2.
 

原
価

計
算

制
度

、
予

算
制

度
等

、
勘

と
経

験
か

ら
シ

ス
テ

ム
化

さ
れ

た
近

代
経

営
へ

の
転

換
。

 
 

3.
 

海
外

フ
ェ

ア
・
展

示
会

な
ど

へ
の

積
極

参
加

。
そ

こ
で

の
商

談
に

よ
る

ニ
ッ

チ
市

場
の

開
拓

。
  

4.
 

機
械

設
備

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

強
化

 
 

5.
 

レ
イ

ア
ウ

ト
の

検
討

・
材

料
投

入
か

ら
完

成
ま

で
を

如
何

に
早

く
す

る
か

。
介

在
す

る
作

業
者

は
監

視
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

要
員

の
み

と
す

る
な

ど
。
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企
業
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簡
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表
 

 ５
．

モ
デ

ル
事

業
へ

の
参

加
に

つ
い

て
 

 
 

 
関

心
あ

り
 

 □
 関

心
な

し
 

 

 条
件

・
希

望
な

ど
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10
 

モ
デ

ル
事

業
-1

 
対

象
企

業
-2

 
簡

易
診

断
表

 
 

診
断

日

訪
問

者
品

質
5

診
断

者
原

価
5

経
営

5
工

程
4

生
産

4.
5

生
産

技
術

4

市
場

・
販

売
4

機
械

設
備

5

人
的

資
源

5
資

材
・

購
買

・
外

注
5

財
務

4
在

庫
3

生
産

基
盤

5

[各
項

目
の

評
価

ポ
イ

ン
ト

は
別

紙
参

照
]

企
業

名

畑
、

肥
後

　
/
　

IN
T
I 
: 
G

ab
ri
e
l

総
合

生
産

D
an

ie
l K

re
tz

2
0
0
4
/
1
1
/
2
3

畑
　

明

採
  

点
  

結
  
果

K
R

ET
Z 

S.
A

.

生
産

詳
細

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345品
質

原
価

工
程

生
産

技
術

機
械

設
備

資
材

・
購

買
・
外

注

在
庫

生
産

基
盤

総
合

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345経
営

生
産

市
場

・
販

売
人

的
資

源

財
務

3 - 42 
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モ
デ

ル
事

業
-1

 
対

象
企

業
-2

 
簡

易
診

断
表

 
 1．

講
評

 
 

 
 

 

1.
1,

  
総

合
 

 
 

 
 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

経
 

 
 

営
 

○
 

電
子

式
計

量
秤

の
専

門
メ

ー
カ

ー
。

1
9
6
3
年

に
現

社
長

の
父

親
が

創
業

。
2
代

目
の

現
社

長
(4

0

歳
）
と

そ
の

妻
（
3
9
歳

）
の

若
い

経
営

者
が

新
し

い
感

覚
で

会
社

を
変

え
よ

う
と

し
て

い
る

。
K
R

E
T
Z

の
独

自
ブ

ラ
ン

ド
が

9
8
％

で
ほ

ぼ
1
0
0
％

に
近

い
。

市
場

は
国

内
9
4
％

、
輸

出
6
％

。
国

内
で

の
電

子
天

秤
の

シ
ェ

ア
は

4
0
％

で
あ

る
。

電
子

天
秤

メ
ー

カ
ー

は
、

南
米

で
は

ブ
ラ

ジ
ル

に
2
社

あ
る

が
、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

で
は

当
社

の
み

で
、

ほ
ぼ

独
占

で
あ

る
。

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

主
な

販
売

先
。

 

現
在

の
機

種
に

安
住

す
る

こ
と

な
く
次

期
の

新
製

品
、

例
え

ば
複

合
健

康
秤

（
体

重
と

体
脂

肪
が

同
時

に
量

れ
る

器
具

）
な

ど
、

開
発

に
力

を

入
れ

る
こ

と
。

ま
た

開
発

期
間

1
.5

年
の

短
縮

を
は

か
る

こ
と

。
 

生
 

 
 

産
 

○
 

 
 

市
場

・
販

売
 

 
関

連
の

展
示

会
に

出
品

し
て

い
る

。
 

工
場

に
は

全
機

種
の

展
示

室
を

設
け

て
い

て
現

物
で

来
客

へ
の

P
R

が
で

き
る

。
 

目
下

、
国

内
市

場
が

主
力

な
る

も
、

輸
出

に
注

力
し

た
い

。
輸

出
先

と
し

て
は

、
ウ

ル
グ

ァ
イ

、
ボ

リ

ビ
ア

、
パ

ラ
グ

ァ
イ

、
ペ

ル
ー

、
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

、
チ

リ
、

エ
ク

ア
ド

ル
等

。
 

目
下

6
％

の
輸

出
比

率
で

あ
る

が
、

1
0
％

の
目

標
を

設
け

る
。

国
内

シ

ェ
ア

は
4
0
％

で
あ

る
が

、
こ

れ
も

5
0％

を
目

指
す

こ
と

。
そ

の
た

め
に

は

販
売

地
域

を
拡

大
す

べ
き

で
あ

る
が

、
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
が

お
ろ

そ

か
に

な
ら

ぬ
よ

う
に

徐
々

に
拡

大
す

る
こ

と
。

 

 
 

人
的

資
源

 
 

1.
 従

業
員

60
人

（
平

均
30

歳
）
。

開
発

部
門

に
5人

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
擁

す
。

従
業

員
の

30
％

は
大

学
卒

。
60

％
は

エ
ン

ジ
ニ

ア
 

2.
 教

育
研

修
に

専
任

の
ス

タ
ッ

フ
を

２
名

置
く
。

 

3.
 年

間
に

個
人

別
の

計
画

を
作

り
、

そ
の

評
価

を
行

っ
て

い
る

。
 

4.
 延

べ
3,

00
0H

rを
教

育
に

あ
て

て
い

る
（
稼

動
時

間
の

8.
5％

相
当

）
。

ま
た

社
内

は
勿

論
だ

が

社
外

か
ら

も
講

師
を

招
い

て
い

る
。

 

5.
 健

康
医

は
週

2日
来

社
。

社
員

の
健

康
管

理
に

も
万

全
を

期
し

て
い

る
。

 

1.
 年

間
の

教
育

予
算

の
把

握
 

2.
 業

務
に

必
要

な
科

目
の

提
供

と
と

も
に

社
員

の
自

己
啓

発
に

役
立

つ
メ

ニ
ュ

ー
も

あ
る

と
よ

い
。

 

財
 

 
 

務
 

 
財

務
に

か
か

わ
る

具
体

的
な

数
値

は
聞

け
な

か
っ

た
が

、
K
R

E
T
Z
社

と
し

て
の

管
理

体
制

の
充

実

さ
か

ら
見

る
と

日
々

相
当

の
利

益
を

出
し

て
い

る
に

違
い

な
い

。
 

 
ま

た
ご

く
最

近
、

新
社

屋
を

建
築

し
て

引
っ

越
し

た
ば

か
り

で
、

土
地

も
ほ

ぼ
同

時
期

に
自

己
資

金

で
取

得
し

た
。

 

1.
 機

種
ご

と
の

原
価

デ
ー

タ
を

出
す

こ
と

。
 

2.
 月

次
の

予
算

、
実

績
の

対
比

を
お

こ
な

う
こ

と
。
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モ
デ

ル
事

業
-1

 
対

象
企

業
-2

 
簡

易
診

断
表

 
 1.

2 
生

産
 

 
 

 
 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

品
 

 
質

 
 

1.
 IS

O
90

01
、

14
00

0は
所

得
済

み
 

2.
 外

注
か

ら
の

部
品

の
受

入
れ

検
査

は
き

ち
ん

と
行

わ
れ

て
い

る
。

レ
ベ

ル
は

不
良

率
で

1％
未

満
。

 

3.
 IR

A
M

仕
様

を
遵

守
 

4.
 品

質
関

連
の

教
育

も
行

わ
れ

て
い

る
。

 

1.
 IS

O
で

義
務

付
け

ら
れ

た
態

勢
を

忠
実

に
守

る
こ

と
と

と
も

に
信

頼

性
向

上
に

配
慮

し
た

設
計

を
取

り
入

れ
る

こ
と

。
 

2.
 ラ

イ
フ

テ
ス

ト
の

段
階

で
過

酷
試

験
（
温

度
、

湿
度

、
衝

撃
、

注
水

な

ど
）
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

が
必

要
で

あ
ろ

う
。

 

原
 

 
価

 
 

相
当

の
利

益
を

得
て

い
る

と
推

定
す

る
。

た
だ

し
課

題
と

し
て

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

を
あ

げ
て

い
た

。
 

内
部

の
労

務
費

の
低

減
も

さ
る

こ
と

な
が

ら
外

注
、

買
い

入
れ

部
品

な

ど
、

材
料

費
の

ウ
ェ

イ
ト

が
高

い
。

V
al

u
e
 E

n
gi

n
e
e
ri
n
g的

ア
プ

ロ
ー

チ

で
低

減
に

努
め

る
こ

と
。

 

工
 

 
程

 
 

1.
 内

部
で

は
秤

の
筐

体
の

製
缶

作
業

が
行

わ
れ

て
い

る
も

の
の

ほ
と

ん
ど

の
部

品
は

外
注

で
あ

る
。

 

2.
 組

立
、

調
整

、
ラ

イ
フ

テ
ス

ト
(４

８
時

間
連

続
）
を

行
っ

て
い

る
。

 

増
産

時
の

レ
イ

ア
ウ

ト
を

検
討

す
べ

き
。

 

生
産

技
術

 
○

 
回

路
基

板
が

重
要

な
要

素
で

あ
る

。
こ

れ
は

メ
ー

カ
ー

側
で

し
っ

か
り

検
査

さ
れ

た
も

の
を

受
け

入

れ
て

い
る

も
の

の
自

助
体

制
で

も
技

術
対

応
が

と
れ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
過

去
に

ト
ラ

ブ
ル

が
あ

り

顧
客

に
迷

惑
を

か
け

、
お

お
き

な
損

失
を

こ
う

む
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
た

め
。

 

基
板

の
組

立
に

は
ハ

ン
ダ

付
け

が
必

須
で

あ
る

。
こ

の
技

術
は

重
要

で
担

当
者

の
技

能
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

は
か

る
こ

と
。

 

機
械

設
備

 
 

敷
地

5
2
,8

0
0
平

米
に

、
建

坪
3
,8

0
0
平

米
の

建
物

が
あ

る
。

 

手
作

業
に

よ
る

組
立

が
中

心
で

機
械

設
備

と
し

て
板

金
機

械
や

溶
接

機
が

若
干

あ
る

程
度

。
 

加
工

品
の

中
に

ス
テ

ン
レ

ス
板

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

カ
ッ

テ
ィ

ン
グ

に
は

レ
ー

ザ
ー

切
断

な
ど

の
技

術
が

活
用

で
き

る
。

検
討

を
望

む
。

 

資
材

・
購

買

外
注

・
 

 
購

入
品

、
外

注
品

の
占

め
る

割
合

が
高

い
と

推
定

す
る

。
特

に
、

基
板

な
ど

の
重

要
部

品
は

日
本

、

台
湾

な
ど

か
ら

輸
入

し
て

い
る

。
 

設
計

と
購

買
・
外

注
の

担
当

者
、

業
者

を
ま

じ
え

て
の

原
価

低
減

策
を

立
て

る
こ

と
。

（
V

al
u
e
 E

n
gi

n
e
e
ri
n
g的

ア
プ

ロ
ー

チ
が

役
に

立
つ

。
）
 

在
 

 
庫

 
 

1.
 約

2ヶ
月

分
の

在
庫

を
し

て
い

る
。

 

倉
庫

と
し

て
は

い
さ

さ
か

規
模

の
大

き
い

ス
ペ

ー
ス

を
と

っ
て

い
る

。
 

2.
 完

成
品

(箱
入

り
）
の

重
ね

す
ぎ

が
気

に
な

る
 

倉
庫

か
ら

組
立

場
に

部
品

供
給

す
る

際
、

回
路

基
板

を
ば

ら
ば

ら
に

運

搬
箱

に
入

れ
て

い
た

。
専

用
の

格
納

箱
を

用
意

し
て

運
ぶ

こ
と

。
 

生
産

基
盤

 
○

 
1.

 研
究

・
開

発
が

当
社

の
生

命
で

あ
る

。
5人

の
要

員
を

配
し

て
い

て
、

新
機

種
の

開
発

か
ら

製
品

化
ま

で
の

期
間

に
1.

5年
を

要
し

て
い

る
。

 
市

場
か

ら
の

ニ
ー

ズ
の

吸
収

に
つ

と
め

る
こ

と
。

 

開
発

期
間

の
短

縮
策

と
し

て
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
技

術
の

大
幅

な
活

用
、

部
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2.
 秤

の
生

命
と

し
て

、
お

も
り

（
分

銅
）
の

校
正

が
重

要
で

あ
る

。
こ

の
検

定
は

IN
TI

に
依

頼
し

て
い

る
。

 

品
の

共
通

化
、

標
準

化
な

ど
を

図
る

こ
と

 

セ
ル

生
産

方
式

の
検

討
 

 
 

 
 

2．
IT

活
用

状
況

  
 

 
 

1.
 

自
社

の
製

品
紹

介
・宣

伝
の

た
め

に
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ペ
ー

ジ
を

発
信

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

 し
て

い
る

 
 2.

 
取

引
の

相
手

探
し

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
い

ま
す

か
？

利
用

し
て

い
る

場
合

は
、

何
処

が
主

催
し

て
い

る
ネ

ッ
ト

で
す

か
？

 
 

 
 

 
 

海
外

か
ら

の
部

品
調

達
に

気
を

配
っ

て
い

る
も

の
の

、
相

手
側

の
反

応
が

き
わ

め
て

遅
い

。
日

本
の

あ
る

メ
ー

カ
ー

で
は

対
応

が
お

そ
ま

つ
だ

っ
た

。
 

 3.
 

取
引

企
業

と
の

受
発

注
業

務
に

eー
コ

マ
ー

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

  
4.

 
社

内
経

理
、

販
売

管
理

、
生

産
管

理
に

、
IC

T応
用

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 

 
 

5.
 

製
品

設
計

、
生

産
・技

術
開

発
に

ど
の

よ
う

な
IC

T技
術

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 

常
識

程
度

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

い
る

。
 

  
 

 
 

3．
総

評
 

 
 

 
 

1.
 こ

れ
ま

で
市

内
に

分
散

（
5箇

所
）
し

て
い

た
工

場
を

、
現

社
屋

に
今

年
（
20

04
年

2月
）
引

越
し

集
約

し
た

。
近

代
的

雰
囲

気
、

デ
ザ

イ
ン

に
配

慮
し

た
良

い
建

築
（
工

場
含

め
）
で

あ
る

。
 

2.
 こ

れ
ま

で
は

旧
態

的
な

家
族

経
営

で
あ

っ
た

が
、

こ
れ

か
ら

は
組

織
を

生
か

し
た

近
代

的
経

営
に

脱
皮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

労
使

関
係

は
良

好
と

見
ら

れ
る

。
 

3.
 過

去
の

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

の
経

済
危

機
の

折
、

従
業

員
に

一
人

の
犠

牲
者

（
人

員
整

理
）
も

出
さ

ず
に

も
ち

こ
た

え
た

の
は

立
派

で
あ

る
。

 

4.
 当

社
は

研
究

、
開

発
型

企
業

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

。
こ

の
際

、
新

製
品

（
健

康
関

連
）
開

発
に

注
力

す
べ

き
。

 

5.
 業

務
は

食
品

ス
ー

パ
ー

向
け

電
子

機
器

の
生

産
、

販
売

で
あ

り
、

厳
密

に
は

調
査

対
象

の
自

動
車

、
農

業
機

械
、

食
品

加
工

機
械

の
セ

ク
タ

ー
に

属
さ

な
い

。
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 4．

指
導

記
録

 
 

 
 

 

1.
 生

産
管

理
体

制
と

し
て

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
技

術
を

導
入

し
た

シ
ス

テ
ム

で
充

実
を

は
か

る
こ

と
。

 

2.
 当

社
の

幹
部

は
も

と
よ

り
、

一
般

従
業

員
の

衆
知

を
結

集
し

て
、

「
将

来
、

わ
が

社
の

進
む

べ
き

道
」
を

討
議

す
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

。
 

3.
 こ

れ
に

よ
り

、
中

、
長

期
計

画
を

立
て

、
当

社
の

業
務

運
営

に
至

る
ま

で
、

展
開

さ
せ

る
こ

と
。

 

4.
 平

均
年

齢
は

30
歳

台
と

聞
く
。

若
さ

も
武

器
で

あ
る

。
人

材
養

成
に

注
力

す
る

こ
と

。
 

5.
 上

層
幹

部
ク

ラ
ス

（
i.e

.部
長

以
上

社
長

を
含

め
）
は

起
こ

り
う

る
リ

ス
ク

を
想

定
し

こ
れ

へ
の

対
応

策
も

常
に

考
え

る
べ

き
。

例
え

ば
国

内
外

か
ら

の
競

合
製

品
（
機

能
、

価
格

を
含

め
）
の

出
現

、
人

材
の

流
動

な
ど

。
 

6.
 改

革
、

改
善

に
よ

り
、

現
能

力
（
月

産
20

00
台

）
の

3倍
の

レ
ベ

ル
に

到
達

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

 
 

 
 

5．
モ

デ
ル

事
業

へ
の

参
加

に
つ

い
て

 
 

 

 
関

心
あ

り
 

 □
 関

心
な

し
 

 

条
件

・
希

望
な

ど
 

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

、
生

産
性

ア
ッ

プ
な

ど
、

近
代

経
営

へ
の

転
換

を
は

か
り

た
い

。
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診
断

日

訪
問

者
品

質
4

診
断

者
原

価
3

経
営

3
工

程
3

生
産

3.
4

生
産

技
術

3

市
場

・
販

売
4

機
械

設
備

4

人
的

資
源

3
資

材
・

購
買

・
外

注
3

財
務

3
在

庫
4

生
産

基
盤

3

[各
項

目
の

評
価

ポ
イ

ン
ト

は
別

紙
参

照
]

企
業

名

深
瀬

、
若

松
、

中
島

、
山

本
　

/
 I
N

T
I 
: 
C

as
ta

ñ
o

総
合

生
産

O
rla

nd
o 

A
. C

aa
m

an
o 

(A
se

so
r y

 R
ep

re
se

nt
an

te
C

om
er

ci
al

)

2
0
0
4
/
1
1
/
2
5

深
瀬

　
信

重

採
  

点
  

結
  
果

FU
N

D
IC

IO
N

 G
A

TT
I

S.
R

.L
.

生
産

詳
細

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345品
質

原
価

工
程

生
産

技
術

機
械

設
備

資
材

・
購

買
・
外

注

在
庫

生
産

基
盤

総
合

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345経
営

生
産

市
場

・
販

売
人

的
資

源

財
務
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  1.

 
講

評
 

 
 

 
 

1
.1

. 
 
総

合
 

 
 

 
 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

経
 

 
 

営
 

 
こ

の
企

業
は

個
人

企
業

で
あ

り
、

現
社

長
の

父
親

が
1
9
4
7
年

に
創

業
し

、
設

備
や

プ
ロ

セ
ス

を
改

善

し
て

今
日

に
至

っ
て

い
る

。
現

在
の

従
業

員
は

6
5
名

で
、

月
に

約
5
0
0
ト

ン
の

生
産

を
行

っ
て

い
る

が
、

生
産

能
力

以
上

の
受

注
を

抱
え

、
納

期
面

で
得

意
先

に
迷

惑
を

掛
け

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
当

社
位

の
規

模
の

鋳
物

工
場

は
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
に

は
5
社

し
か

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
。

現
在

設
備

の

更
新

を
検

討
し

て
お

り
、

月
産

能
力

1
,0

0
0
ト

ン
に

能
力

ア
ッ

プ
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
 

設
備

老
朽

化
が

激
し

い
造

型
砂

（
生

砂
）
処

理
設

備
を

5
0
万

U
S
＄

で
購

入
し

、
来

年
6月

に
入

れ
替

え
し

、
再

来
年

8
月

ま
で

に
日

本
メ

ー
カ

ー
の

静
圧

造
型

機
を

導
入

す
る

な
ど

、
設

備
面

の
増

強
を

進
め

て
い

る
。

 

新
ラ

イ
ン

の
導

入
時

に
は

、
い

ろ
い

ろ
な

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

、
一

時
的

に
生

産
減

を
招

く
危

険
性

が
あ

る
。

 

従
業

員
に

対
す

る
事

前
訓

練
・
教

育
を

行
っ

て
、

短
期

間
で

立
ち

上
げ

る
よ

う
に

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

。
 

生
 

 
 

産
 

○
 

 
 

市
場

・
販

売
 

 
自

動
車

分
野

や
農

業
機

械
分

野
で

使
用

さ
れ

る
各

種
鋳

物
、

材
質

的
に

は
ネ

ズ
ミ

鋳
鉄

、
ダ

ク
タ

イ

ル
鋳

鉄
を

対
象

に
受

注
生

産
し

販
売

し
て

い
る

。
 

T
ra

n
sm

is
io

n
e
s 

A
rg

e
n
ti
n
as

 S
.A

.（
C

ar
ra

ro
 G

ro
u
p
；
生

産
量

の
6
5
％

を
こ

こ
に

納
入

）
、

J
o
h
n
 

D
e
e
re

 A
rg

e
n
ti
n
a 

S
.A

.、
T
o
yo

ta
 A

rg
e
n
ti
n
a 

S
.A

．
に

機
械

加
工

し
て

納
入

す
る

会
社

M
e
ta

lu
gi

c
a 

K
ys

m
ar

 S
.A

.な
ど

大
手

企
業

に
納

入
し

て
い

る
。

 

現
在

は
生

産
能

力
以

上
の

注
文

を
抱

え
、

土
曜

日
操

業
や

残
業

で
対

応
し

て
い

る
。

 

保
有

し
て

い
る

設
備

、
技

術
か

ら
見

て
、

も
っ

と
幅

広
い

分
野

の
製

品
を

生
産

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
営

業
活

動
を

強
化

す
れ

ば
今

後
更

に

注
文

は
拡

大
す

る
こ

と
は

必
至

と
思

わ
れ

る
。

 

人
的

資
源

 
○

 
1.

 こ
の

と
こ

ろ
の

需
要

拡
大

に
対

応
す

る
た

め
、

従
業

員
を

募
集

し
て

い
る

が
工

場
所

在
地

近
辺

で

は
、

採
用

困
難

状
況

で
遠

隔
地

の
人

の
募

集
を

行
っ

て
い

る
と

の
こ

と
。

作
業

者
確

保
に

苦
慮

し

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
こ

の
前

の
不

況
で

新
人

の
採

用
が

途
切

れ
、

中
堅

層
の

人
材

不
足

が
生

じ

て
い

る
。

 

2.
 I

ng
. 

O
rla

nd
o 

A
. 

C
aa

m
an

o
氏

に
月

１
週

間
前

後
ブ

エ
ノ

ス
ア

イ
レ

ス
か

ら
当

会
社

に
来

て
も

ら
い

、
将

来
の

会
社

経
営

者
（
創

業
者

の
三

代
目

）
、

工
場

技
術

者
の

人
材

育
成

に
当

た
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

 

 
 

後
継

者
は

い
ず

れ
も

若
く
、

積
極

的
で

将
来

が
期

待
さ

れ
る

。
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簡
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財
 

 
 

務
 

 
公

式
な

バ
ラ

ン
ス

シ
ー

ト
は

年
一

回
作

成
、

社
内

的
に

は
半

年
に

１
回

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
る

。
 

溶
解

、
鋳

造
、

後
仕

上
げ

と
言

う
よ

う
に

、
工

程
毎

の
原

価
目

標
を

立
て

て
お

り
、

実
績

を
集

計
し

、

目
標

と
対

比
し

て
い

る
。

 

 

 
 

 
 

1.
2 

生
産

 
 

 
 

 
項

 
 

 
目

 
重

要
度

 
（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

品
 

 
質

 
 

1.
 品

質
保

証
体

制
に

つ
い

て
 

IS
O

9
0
0
2
の

認
証

を
取

得
し

て
い

る
。

 

2.
 製

造
工

程
で

の
品

質
保

証
 

C
E
メ

ー
タ

、
ス

ペ
ク

ト
ロ

メ
ー

タ
、

温
度

計
、

硬
度

計
、

砂
試

験
装

置
な

ど
必

要
な

機
器

は
揃

っ
て

お
り

、
活

用
さ

れ
て

い
る

。
 

3.
 不

良
率

に
つ

い
て

 

工
場

内
（
鋳

造
段

階
）
不

良
率

が
2
.0

％
、

加
工

時
に

発
見

さ
れ

る
鋳

造
欠

陥
に

よ
る

不
良

率

1
.0

％
と

の
こ

と
で

、
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
国

内
で

は
優

れ
た

値
で

あ
る

と
の

説
明

で
あ

っ
た

。
 

不
良

原
因

の
第

１
は

砂
噛

み
で

あ
り

、
回

収
砂

の
温

度
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

で
き

な
い

た
め

と
思

わ

れ
る

。
 

1.
 品

質
保

証
体

制
に

つ
い

て
 

工
程

内
の

品
質

保
証

に
係

わ
る

機
器

は
整

備
さ

て
て

お
り

、
特

に

問
題

は
見

あ
た

ら
な

い
。

 

2.
 不

良
率

に
つ

い
て

 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

国
内

で
は

不
良

が
少

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
国

際
的

な
レ

ベ
ル

を
目

指
し

、
不

良
率

半
減

を
目

標
に

品
質

管
理

を

行
う

こ
と

を
希

望
す

る
。

 

原
 

 
価

 
 

製
品

毎
に

、
工

程
別

目
標

原
価

を
設

定
し

て
お

り
、

工
程

毎
の

実
績

も
把

握
し

て
い

る
。

 
材

料
の

購
入

単
価

の
変

動
、

工
程

変
更

の
時

に
は

目
標

原
価

の
見

直

し
を

行
う

こ
と

。
 

工
程

別
目

標
原

価
と

実
績

原
価

に
大

き
な

差
違

が
生

じ
た

時
は

原
因

を
掴

む
こ

と
。

 

工
 

 
程

 
 

受
注

実
績

を
基

に
、

1
ヶ

月
の

生
産

計
画

を
作

成
し

、
こ

れ
を

基
に

詳
細

な
生

産
計

画
表

を
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ

ー
で

作
成

し
て

い
る

。
 

特
に

問
題

は
な

い
。
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企

業
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易
診

断
表

 
  

生
産

技
術

 
○

 
設

備
・
技

術
に

対
し

て
、

世
界

レ
ベ

ル
の

情
報

を
集

め
、

設
備

更
新

と
合

わ
せ

改
善

に
努

力
し

て
い

る
。

 

ご
く
最

近
、

中
子

の
造

型
方

法
を

シ
ェ

ル
中

子
方

式
か

ら
コ

ー
ル

ド
ボ

ッ
ク

ス
方

式
に

切
り

替
え

、
原

価
低

減
・
工

数
低

減
・
品

質
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、
砂

処
理

設
備

、
造

型
ラ

イ
ン

の
更

新
も

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
。

 

新
し

く
導

入
す

る
砂

処
理

設
備

、
高

速
静

圧
造

型
機

を
如

何
に

早
く
立

ち
上

げ
る

か
が

こ
の

企
業

の
今

後
の

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
と

思
わ

れ
る

。
 

設
備

購
入

先
で

の
事

前
研

修
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
好

ま

し
い

。
 

機
械

設
備

 
 

溶
解

 
：
 

2
炉

1
電

源
の

中
周

波
電

気
誘

導
炉

（
3
,5

0
0
ｋ
ｗ

；
溶

解
能

力
5
ト

ン
／

時
間

）

設
備

、
レ

イ
ア

ウ
ト

共
に

特
に

問
題

は
見

あ
た

ら
な

い
。

 

造
型

 
：
 

自
動

造
型

ラ
イ

ン
（
5
0
枠

／
時

間
；
枠

サ
イ

ズ
 
8
1
0
×

7
1
0
×

（
2
5
0
＋

2
5
0
）
造

型
能

力
1
2
0
枠

／
時

間
の

日
本

製
静

圧
造

型
機

を
再

来
年

8
月

導
入

す
べ

く
検

討
中

 

中
子

 
：
 

コ
ー

ル
ド

ボ
ッ

ク
ス

造
芯

（
中

子
造

型
）
機

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
く
最

近
導

入
し

て
お

り
、

従
来

の
シ

ェ
ル

中
子

か
ら

変
更

し
つ

つ
あ

る
。

 

砂
混

連
設

備
：
 

老
朽

化
し

て
お

り
、

来
年

6
月

更
新

す
る

。
 

古
い

機
械

に
改

善
を

加
え

、
使

い
こ

な
す

こ
と

は
必

要
で

あ
る

が
、

こ
の

企
業

の
場

合
は

現
在

で
も

生
産

能
力

以
上

の
注

文
が

あ
り

、
将

来
の

受
注

拡
大

も
予

測
さ

れ
る

た
め

、
資

金
的

に
余

裕
が

あ
る

時
に

新
し

い

機
械

を
購

入
す

る
こ

と
は

必
要

と
思

わ
れ

る
。

こ
の

こ
と

は
品

質
向

上

に
も

つ
な

が
る

。
 

資
材

・
購

買

外
注

・
 

 
溶

解
材

料
は

外
国

か
ら

の
輸

入
品

が
多

い
。

 

溶
解

材
料

置
き

場
は

、
銑

鉄
、

鋼
屑

、
戻

り
材

毎
に

区
分

し
保

管
し

て
い

る
。

 

砂
落

と
し

の
た

め
の

シ
ョ

ッ
ト

ブ
ラ

ス
ト

作
業

の
一

部
を

外
部

に
発

注
し

て
い

る
。

 

ジ
ョ

ン
デ

ィ
ー

ル
社

も
、

当
社

に
は

納
期

面
で

問
題

が
あ

る
と

評
価

し
て

お
り

、
外

注
先

を
含

め
た

生
産

管
理

の
見

直
し

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

在
 

 
庫

 
 

納
期

に
追

わ
れ

が
ち

で
あ

り
、

製
品

在
庫

は
ほ

と
ん

ど
見

あ
た

ら
な

い
。

 

溶
解

材
料

在
庫

量
は

適
正

と
思

わ
れ

る
。

 

 

生
産

基
盤

 
○

 
多

く
の

パ
タ

ー
ン

（
模

型
）
を

保
有

し
て

い
る

が
、

保
管

棚
を

作
っ

て
お

り
、

管
理

状
況

は
良

好
で

あ

る
。

 

溶
解

場
の

設
備

配
置

、
職

場
環

境
似

も
問

題
は

な
い

。
 

工
場

建
家

の
奥

に
向

か
う

ほ
ど

、
作

業
環

境
が

悪
く
な

り
、

作
業

場
が

汚
く
な

っ
て

い
る

。
 

砂
処

理
場

、
製

品
仕

上
げ

場
で

の
砂

の
散

乱
は

ひ
ど

す
ぎ

る
。
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  2
. 

IT
活

用
状

況
 

 

 
 

 
1.

 
自

社
の

製
品

紹
介

・宣
伝

の
た

め
に

Ｗ
Ｅ

Ｂ
ペ

ー
ジ

を
発

信
し

て
い

ま
す

か
？

 
 
 

 
 

W
E
B

ペ
ー

ジ
は

持
っ

て
い

る
。

w
w

w
.p

ila
r-

sf
e
.c

o
m

.a
r/

ga
tt

i。
近

々
、

p
ila

r-
sf

e
.を

削
除

す
る

予
定

。
理

由
は

pi
la

r-
sf

e
.が

田
舎

だ
か

ら
。

 

2.
 

取
引

の
相

手
探

し
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
利

用
し

て
い

る
場

合
は

、
何

処
が

主
催

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
で

す
か

？
 

 
 

 
 

特
に

な
し

。
 

 3.
 

取
引

企
業

と
の

受
発

注
業

務
に

eー
コ

マ
ー

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 

特
に

な
し

。
 

 4.
 

社
内

経
理

、
販

売
管

理
、

生
産

管
理

に
、

IC
T応

用
シ

ス
テ

ム
・ツ

ー
ル

を
利

用
し

て
い

ま
す

か
？

 
 

 
 

 
生

産
管

理
、

会
計

、
受

発
注

管
理

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

使
用

し
て

い
る

。
 

 5.
 

製
品

設
計

、
生

産
・技

術
開

発
に

ど
の

よ
う

な
IC

T技
術

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 

2
ヶ

月
前

に
三

次
元

A
u
to

C
A

D
を

金
型

の
設

計
用

に
導

入
し

た
。

こ
れ

か
ら

使
っ

て
い

く
。

 

総
合

：
ＩＴ

利
用

度
は

、
5点

満
点

で
、

『
1.

5』
と

評
価

さ
れ

る
。

 

 
 

 
 

3.
 

総
評

 
 

 
 

 
こ

の
工

場
の

造
型

設
備

・
砂

処
理

設
備

は
老

朽
化

し
て

は
い

る
が

、
自

動
造

型
ラ

イ
ン

で
あ

り
金

枠
サ

イ
ズ

も
大

き
く
、

各
分

野
の

鋳
物

部
品

の
生

産
に

対
応

で
き

る
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

材
質

的
に

も
ネ

ズ
ミ

鋳

鉄
と

ノ
ジ

ュ
ラ

ー
鋳

鉄
が

生
産

で
き

、
技

術
的

に
も

十
分

対
応

で
き

る
。

こ
の

よ
う

な
造

型
ラ

イ
ン

を
持

っ
た

鋳
物

工
場

は
国

内
に

5
社

し
か

な
い

と
の

こ
と

で
あ

り
、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

の
産

業
の

景
気

回
復

と
共

に
今

後
需

要
が

更
に

拡
大

す
る

と
思

わ
れ

、
将

来
性

の
あ

る
企

業
で

あ
る

。
 

自
社

の
強

い
点

、
弱

点
を

理
解

し
て

お
り

、
設

備
の

近
代

化
、

後
継

者
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
 

今
後

、
5
S
運

動
を

推
進

し
、

小
集

団
活

動
を

展
開

す
れ

ば
、

全
従

業
員

の
モ

ラ
ー

ル
ア

ッ
プ

も
図

れ
、

良
い

企
業

に
成

る
と

思
わ

れ
る

。
 

も
し

、
モ

デ
ル

事
業

対
象

企
業

の
一

つ
に

選
ぶ

な
ら

、
設

備
や

固
有

技
術

的
な

事
項

は
こ

の
企

業
で

十
分

対
応

で
き

る
の

で
、

小
集

団
活

動
や

、
日

本
で

活
用

さ
れ

て
い

る
管

理
手

法
を

指
導

す
れ

ば
効

果
が

あ

る
と

思
わ

れ
る

。
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  4
．

 
指

導
記

録
 

 
 

 
 

経
営

陣
と

の
打

合
せ

・
現

場
診

断
時

に
指

導
し

た
内

容
・
提

案
し

た
内

容
を

要
約

す
れ

ば
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

1.
 

工
場

を
診

断
し

た
結

果
、

砂
処

理
設

備
場

の
砂

の
散

乱
状

況
は

ひ
ど

く
、

設
備

を
更

新
す

る
こ

と
は

理
解

で
き

る
が

、
毎

日
の

整
理

、
整

頓
、

清
掃

（
3S

)に
取

り
組

む
必

要
性

を
説

明
し

、
5S

を
中

心
に

小
集

団
活

動
を

行
う

よ
う

提
案

し
た

。
 

2.
 

多
額

の
投

資
を

行
い

、
砂

処
理

設
備

、
造

型
ラ

イ
ン

を
更

新
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

工
場

内
の

受
け

入
れ

態
勢

を
検

討
し

、
機

械
メ

ー
カ

で
従

業
員

の
代

表
に

事
前

研
修

を
受

け
さ

す
る

こ
と

が
必

要
と

思
わ

れ

る
。

 

更
新

し
た

設
備

を
如

何
に

早
く
立

ち
上

げ
る

か
が

、
こ

の
企

業
の

今
後

を
決

定
づ

け
る

と
想

定
さ

れ
、

事
前

訓
練

・
事

前
検

討
を

十
分

行
う

こ
と

を
提

案
し

た
。

 

 
 

 
 

5.
 モ

デ
ル

事
業

へ
の

参
加

に
つ

い
て

 
 

 
 

関
心

あ
り

 
 □

 
 
関

心
な

し

 
 

条
件

・
希

望
な

ど
 

生
産

管
理

 

我
々

は
や

っ
て

い
る

と
思

っ
て

い
る

が
、

日
本

的
な

や
り

方
で

見
て

欲
し

い
。
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モ
デ

ル
事

業
-
1 

対
象
企

業
-4
 
簡

易
診

断
表

 

  

診
断

日

訪
問

者
品

質
3

診
断

者
原

価
2

経
営

3
工

程
3

生
産

3.
1

生
産

技
術

3

市
場

・
販

売
4

機
械

設
備

4

人
的

資
源

3
資

材
・

購
買

・
外

注
3

財
務

3
在

庫
3

生
産

基
盤

4

[各
項

目
の

評
価

ポ
イ

ン
ト

は
別

紙
参

照
]

企
業

名

深
瀬

、
畑

、
中

島
、

守
口

　
/
 I
N

T
I 
: 
G

u
st

av
o
, 
N

at
al

ia

総
合

生
産

N
es

to
r O

m
ar

 A
lb

er
to

 (V
ic

e-
Pr

es
id

en
te

)

2
0
0
4
/
1
1
/
2
7

深
瀬

　
信

重

採
  

点
  

結
  
果

TO
PL

IN
E 

EN
G

IN
EE

R
IN

G
A

R
G

EN
TI

N
A

 S
.A

.

生
産

詳
細

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345品
質

原
価

工
程

生
産

技
術

機
械

設
備

資
材

・
購

買
・
外

注

在
庫

生
産

基
盤

総
合

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345経
営

生
産

市
場

・
販

売
人

的
資

源

財
務
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モ
デ

ル
事

業
-
1 

対
象
企

業
-4
 
簡

易
診

断
表

 

  1．
講

評
 

 
 

 
 

1.
1 

 総
合

 
 

 
 

 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

経
 

 
 

営
 

 
こ

の
企

業
は

、
ア

メ
リ

カ
の

T
O

P
L
IN

E
社

と
の

合
弁

会
社

と
し

て
1
9
9
5
年

に
設

立
さ

れ
、

1
9
9
6
年

7
月

よ

り
操

業
を

開
始

し
た

。
自

動
車

の
ア

フ
タ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

用
シ

リ
ン

ダ
ー

ヘ
ッ

ド
を

生
産

し
て

い
る

。
鋳

造

職
場

と
機

械
加

工
職

場
か

ら
構

成
さ

れ
て

お
り

、
現

在
従

業
員

は
3
5
名

で
1
5
ト

ン
／

月
（
8
,0

0
0
個

／

月
）
の

シ
リ

ン
ダ

ー
ヘ

ッ
ド

を
中

心
に

自
動

車
部

品
を

生
産

し
て

い
る

。
鋳

造
工

場
で

は
、

2
2
0
ｋ
ｇ
の

低

圧
鋳

造
機

を
設

置
し

、
ブ

エ
ノ

ス
ア

イ
レ

ス
に

あ
る

大
学

教
授

の
指

導
を

受
け

な
が

ら
試

作
生

産
を

行
っ

て
い

る
。

今
後

1
年

半
以

内
に

7
0
0
ｋ
ｇ
の

も
の

2
台

を
更

に
導

入
す

る
予

定
と

の
こ

と
。

中
子

用
に

コ
ー

ル
ド

ボ
ッ

ク
ス

造
型

機
を

最
近

購
入

し
、

使
用

し
て

い
る

。
機

械
加

工
職

場
に

は
多

く
の

N
C

加
工

機
が

設
置

さ
れ

、
モ

ダ
ン

な
工

場
で

あ
る

。
 

現
在

は
家

族
経

営
で

あ
る

が
、

将
来

は
近

代
的

な
経

営
体

質
に

切
り

替
え

て
い

き
た

い
考

え
で

あ
る

。

低
圧

鋳
造

機
を

導
入

す
れ

ば
、

製
品

歩
留

ま
り

は
現

状
よ

り
は

る

か
に

向
上

し
、

不
良

率
も

低
減

す
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、

早
急

に
立

ち
上

げ
る

こ
と

を
希

望
す

る
。

 

生
 

 
 

産
 

○
 

 
 

市
場

・
販

売
 

 
製

品
は

全
て

自
動

車
の

ア
フ

タ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
用

で
あ

り
、

国
内

に
約

15
社

、
外

国
に

12
社

の
取

引
会

社
を

持
っ

て
い

る
。

輸
出

先
は

、
イ

タ
リ

ア
、

ス
ペ

イ
ン

、
フ

ラ
ン

ス
な

ど
の

E
U

諸
国

と
パ

ラ
グ

ア
イ

、
ウ

ル
グ

ア
イ

で
あ

る
。

国
内

販
売

が
40

％
、

輸
出

が
60

％
位

の
比

率
に

な
っ

て
い

る
。

現
在

の
生

産
品

は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
車

の
コ

ピ
ー

で
あ

る
が

、
今

後
日

本
車

の
コ

ピ
ー

も
生

産
す

る
予

定
で

あ
る

と
の

こ
と

。
 

新
製

品
開

発
は

、
二

つ
の

方
法

が
あ

る
。

一
つ

は
取

引
先

の
業

者
か

ら
サ

ン
プ

ル
が

送
ら

れ
て

来
、

こ

れ
を

基
に

コ
ピ

ー
生

産
す

る
も

の
、

も
う

一
つ

は
、

当
社

が
独

自
に

サ
ン

プ
ル

を
入

手
し

、
こ

れ
を

基
に

コ
ピ

ー
生

産
す

る
も

の
で

あ
る

。
両

者
の

比
率

は
半

々
位

で
あ

る
。

 

現
在

、
8機

種
の

シ
リ

ン
ダ

ー
ヘ

ッ
ド

を
6,

00
0個

／
月

生
産

し
て

い
る

。
多

品
種

少
量

よ
り

も
少

品
種

多

量
生

産
を

行
っ

た
方

が
利

益
は

大
き

い
の

で
、

生
産

品
種

は
量

産
で

き
る

も
の

に
絞

っ
て

い
る

。
 

O
E

M
製

品
を

作
る

に
は

生
産

設
備

を
増

や
し

、
品

質
管

理
も

し
っ

か
り

行
わ

ね
ば

な
ら

ず
、

将
来

も

O
E

M
製

品
を

作
る

気
持

ち
は

無
い

と
面

談
者

は
発

言
し

て
い

た
。

 

保
有

し
て

い
る

設
備

、
技

術
か

ら
見

て
、

生
産

管
理

を
も

っ
と

充
実

す
れ

ば
O

E
M

製
品

の
生

産
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

O
E

M
製

品
を

目
指

し
、

管
理

技
術

の
向

上
と

生
産

設
備

の
充

実
を

目
指

し
て

は

ど
う

か
。
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デ

ル
事

業
-
1 

対
象
企

業
-4
 
簡

易
診

断
表

 

  

人
的

資
源

 
○

 
ラ

フ
ァ

エ
ラ

市
近

辺
は

も
と

も
と

牧
場

地
帯

あ
り

工
業

の
教

育
を

行
う

機
関

も
な

い
た

め
、

す
ぐ

生
産

に

従
事

で
き

る
人

が
少

な
く
、

全
く
の

素
人

を
採

用
し

て
社

内
で

訓
練

し
た

上
で

、
仕

事
に

つ
か

せ
て

い
る

状
況

で
あ

る
と

の
こ

と
。

作
業

者
不

足
で

受
注

量
を

消
化

で
き

ず
、

納
期

遅
れ

が
生

じ
て

い
る

。
 

一
人

前
の

作
業

者
に

成
る

に
は

一
年

半
位

掛
か

っ
て

い
る

。
入

手
し

た
サ

ン
プ

ル
か

ら
金

型
図

を
作

成

す
る

た
め

に
、

現
在

4名
の

設
計

者
が

居
る

。
三

次
元

測
定

器
を

持
っ

て
い

な
い

た
め

、
サ

ン
プ

ル
の

寸
法

測
定

は
IN

TI
に

依
頼

し
て

い
る

。
 

 
 

鋳
物

を
作

る
に

は
、

他
の

産
業

分
野

と
比

較
し

て
よ

り
多

く
の

ノ
ウ

ハ
ウ

・
経

験
を

必
要

と
す

る
こ

と
か

ら
、

熟
練

者
か

ら
の

技
術

・
技

能

の
伝

承
を

O
JT

で
行

う
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

 

財
 

 
 

務
 

 
経

営
が

苦
し

か
っ

た
時

に
は

、
ア

メ
リ

カ
の

ト
ッ

プ
ラ

イ
ン

に
資

金
的

に
助

け
て

も
ら

っ
た

が
、

現
在

は
自

己
資

金
だ

け
で

や
っ

て
お

り
、

外
部

か
ら

の
借

入
金

は
な

い
。

 
 

 
 

 
 

1.
2 

生
産

 
 

 
 

 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

品
 

 
質

 
 

1.
 品

質
保

証
体

制
に

つ
い

て
 

IS
O

90
01

の
20

00
年

版
の

認
証

を
取

得
し

て
い

る
。

 

2.
 製

造
工

程
で

の
品

質
保

証
 

1)
 

鋳
造

工
場

；
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
の

イ
ン

ゴ
ッ

ト
納

入
時

に
は

ミ
ル

シ
ー

ト
を

も
ら

っ
て

お
り

、
月

に
１

回
位

外
部

に
化

学
分

析
を

依
頼

し
て

い
る

。
温

度
計

、
硬

度
計

、
砂

試
験

装
置

な
ど

必
要

な
機

器
は

持
っ

て
い

な
い

。
 

2)
 

機
械

加
工

工
場

；
マ

イ
ク

ロ
メ

ー
タ

ー
、

ハ
イ

ト
ゲ

ー
ジ

な
ど

必
要

な
寸

法
測

定
器

で
各

機
械

毎

に
計

測
し

て
い

る
。

 

3.
 不

良
率

に
つ

い
て

 
1)

 
工

場
内

不
良

率
は

10
～

12
％

位
で

、
鋳

物
不

良
が

8～
10

％
、

加
工

不
良

が
1.

5％
前

後
で

あ
る

。
 

2)
 

機
械

加
工

不
良

の
主

な
原

因
は

工
具

の
取

付
不

良
で

あ
る

。
 

4.
 鋳

造
歩

留
ま

り
に

つ
い

て
 

鋳
造

歩
留

ま
り

（製
品

重
量

／
鋳

込
み

重
量

）
は

、
は

っ
き

り
し

た
デ

ー
タ

は
採

っ
て

い
な

い
が

、

6
6
％

前
後

と
推

定
さ

れ
る

。
 

機
械

加
工

で
は

、
最

初
に

加
工

し
た

品
物

の
検

査
（
初

物
検

査
）
を

し
て

、
連

続
し

て
多

量
の

不
良

が
発

生
す

る
こ

と
を

防
ぐ

こ
と

。
 

 1)
 

品
質

保
証

体
制

に
つ

い
て

 

工
程

内
の

品
質

保
証

に
係

わ
る

機
器

は
整

備
さ

て
て

お
り

、
特

に
問

題
は

見
あ

た
ら

な
い

。
 

 
2)

 
不

良
率

に
つ

い
て

 

国
際

的
な

レ
ベ

ル
を

目
指

し
、

不
良

率
半

減
を

目
標

に
品

質
管

理
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
を

希
望

す
る

。
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対
象
企

業
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簡
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断
表

 

  

原
 

 
価

 
 

目
標

原
価

は
作

っ
て

い
る

が
、

実
績

原
価

は
把

握
し

て
い

な
い

。
 

実
績

原
価

を
把

握
す

る
に

は
、

人
が

必
要

と
な

り
、

ま
た

現
在

は
利

益
も

出
て

い
る

の
で

、
実

績
原

価

を
把

握
す

る
必

要
は

な
い

と
の

認
識

で
あ

る
。

 

売
上

高
と

支
払

額
を

対
比

さ
せ

た
全

く
の

ド
ン

ブ
リ

勘
定

で
あ

る
。

せ

め
て

工
程

毎
の

目
標

原
価

と
実

績
原

価
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

そ
う

し
な

い
と

設
備

投
資

効
果

の
把

握
や

、
今

後
改

善
す

べ
き

工
程

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

工
 

 
程

 
 

受
注

実
績

を
基

に
、

1
ヶ

月
の

生
産

計
画

を
作

成
し

、
こ

れ
を

基
に

詳
細

な
生

産
計

画
表

を
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

で
作

成
し

て
い

る
。

 

特
に

問
題

は
な

い
。

 

生
産

技
術

 
○

 
設

備
・
技

術
に

対
し

て
は

、
情

報
を

集
め

新
技

術
の

導
入

に
努

力
し

て
い

る
。

 

ご
く
最

近
、

中
子

の
造

型
方

法
を

シ
ェ

ル
中

子
方

式
か

ら
コ

ー
ル

ド
ボ

ッ
ク

ス
方

式
に

切
り

替
え

、
原

価

低
減

・
品

質
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、
鋳

造
に

つ
い

て
も

、
ブ

エ
ノ

ス
ア

イ
レ

ス
に

あ
る

大
学

の
指

導
を

受
け

な
が

ら
低

圧
鋳

造
の

設
備

を
入

れ
シ

リ
ン

ダ
ー

ヘ
ッ

ド
の

試
作

を
行

っ
て

い
る

。
 

新
し

く
導

入
す

る
70

0ｋ
ｇ
の

低
圧

鋳
造

機
を

如
何

に
早

く
立

ち
上

げ

る
か

が
こ

の
企

業
の

今
後

の
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

と
思

わ
れ

る
。

 

低
圧

鋳
造

機
で

の
生

産
が

始
ま

れ
ば

、
鋳

造
歩

留
ま

り
が

現
在

よ

り
は

る
か

に
向

上
し

、
ガ

ス
欠

陥
等

の
不

良
も

低
減

す
る

と
期

待
さ

れ
る

。
 

機
械

設
備

 
 

1
9
9
6
年

7
月

か
ら

の
操

業
開

始
で

あ
り

、
工

場
建

家
、

設
備

共
に

新
し

く
モ

ダ
ン

な
工

場
で

あ
る

。
 

1.
 

鋳
造

職
場

 

コ
ー

ル
ド

ボ
ッ

ク
ス

に
よ

る
中

子
造

型
機

、
低

圧
鋳

造
機

の
導

入
な

ど
、

今
ま

で
こ

の
会

社
で

使
用

し

て
い

な
か

っ
た

新
し

い
技

術
用

設
備

の
導

入
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

 

2.
 

機
械

加
工

職
場

 

沢
山

の
N

C
機

械
を

使
用

し
て

い
る

が
、

制
御

装
置

が
工

場
の

中
央

に
集

め
ら

れ
て

お
り

、
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ

ー
で

集
中

管
理

し
て

い
る

。
ま

た
工

場
が

明
る

く
、

見
通

し
も

良
い

。
 

 

資
材

・
購

買

外
注

・
 

 
溶

解
材

料
で

あ
る

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

は
、

国
産

品
を

1
5
ト

ン
／

月
購

入
し

て
い

る
。

1
回

当
た

り
3
－

4

ト
ン

位
を

毎
週

納
入

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。
 

 

在
 

 
庫

 
 

納
期

に
追

わ
れ

が
ち

で
あ

り
、

製
品

在
庫

は
ほ

と
ん

ど
見

あ
た

ら
な

い
。

 

溶
解

材
料

在
庫

量
は

１
週

間
以

内
で

あ
り

適
正

と
思

わ
れ

る
。

 

製
品

、
材

料
共

に
特

に
問

題
点

は
見

ら
れ

な
い

。
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生
産

基
盤

 
○

 
IS

O
9
0
0
1
の

認
証

を
1
9
9
4
年

に
取

得
し

て
い

た
が

、
2
0
0
0
年

版
に

更
新

し
た

。
 

こ
の

時
に

外
部

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
来

て
も

ら
い

指
導

を
受

け
た

。
 

1
ヶ

月
前

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
を

作
り

、
目

標
を

定
め

て
小

集
団

活
動

を
開

始
し

た
。

 

月
１

回
ク

オ
リ

テ
ィ

ー
コ

ミ
テ

ィ
ー

を
開

き
、

い
ろ

い
ろ

討
議

し
て

い
る

が
委

員
の

他
に

誰
で

も
参

加
し

発

言
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

 

鋳
造

工
場

職
場

の
掲

示
板

に
は

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
の

説
明

や
ス

ロ
ー

ガ
ン

な
ど

が
掲

示
さ

れ
て

い

る
。

 

IS
O

9
0
0
1
の

認
証

の
審

査
時

に
小

集
団

活
動

の
取

り
組

み
が

褒
め

ら
れ

た
と

の
こ

と
。

 

参
考

情
報

：
 

外
部

の
コ

ン
サ

ル
機

関
と

し
て

は
、

コ
ル

ド
バ

に
あ

る
コ

ン
サ

ル
会

社
、

C
D

E
、

IN
T
I、

な
ど

が
あ

る
。

 

雇
う

時
は

、
他

人
か

ら
の

口
コ

ミ
評

価
、

ど
ん

な
資

格
を

持
っ

て
い

る
か

、
費

用
な

ど
経

済
面

の
こ

と
を

判
断

材
料

と
し

て
い

る
。

 

1ヶ
月

前
か

ら
ス

タ
ー

ト
さ

せ
た

と
い

う
小

集
団

活
動

の
成

功
を

期
待

す
る

し
、

当
国

に
お

け
る

小
集

団
活

度
の

実
例

と
し

て
興

味
が

持
た

れ
る

。
 

 
 

 
 

2．
IT

活
用

状
況

  
 

 
 

1.
 

自
社

の
製

品
紹

介
・宣

伝
の

た
め

に
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ペ
ー

ジ
を

発
信

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

W
E

B
ペ

ー
ジ

持
っ

て
い

る
。

w
w

w
.to

pl
in

e.
co

m
.a

r。
 

 2.
 

取
引

の
相

手
探

し
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
利

用
し

て
い

る
場

合
は

、
何

処
が

主
催

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
で

す
か

？
 

 
 

 
 

 
W

E
Bペ

ー
ジ

は
、

U
S

A
の

Ｔ
ｏ
ｐ
Ｌ

ｉｎ
ｅ
社

と
リ

ン
ク

し
て

お
り

、
有

効
に

活
用

し
て

い
る

。
 

 3.
 

取
引

企
業

と
の

受
発

注
業

務
に

eー
コ

マ
ー

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

 e
ｰ

コ
マ

ー
ス

は
ま

だ
使

っ
て

い
な

い
。

 
 4.

 
社

内
経

理
、

販
売

管
理

、
生

産
管

理
に

、
IC

T応
用

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 

 
会

計
、

受
注

管
理

、
イ

ン
ボ

イ
ス

、
在

庫
記

録
な

ど
に

、
使

っ
て

い
る

。
生

産
管

理
だ

け
は

、
手

作
業

で
や

っ
て

お
り

、
シ

ス
テ

ム
化

し
た

い
。

 
 5.

 
製

品
設

計
、

生
産

・技
術

開
発

に
ど

の
よ

う
な

IC
T技

術
シ

ス
テ

ム
・ツ

ー
ル

を
利

用
し

て
い

ま
す

か
？

 
C

A
D

シ
ス

テ
ム

は
A

ut
oC

A
D

使
っ

て
い

る
。

大
学

生
ア

ル
バ

イ
ト

5名
で

、
モ

デ
ル

入
力

か
ら

、
形

状
設

計
ま

で
Ｃ

Ａ
Ｄ

で
や

っ
て

い
る

。
 た

だ
し

、
3次

元
の

測
定

器
は

IN
TI

ロ
サ

リ
オ

に
依

存
し

て
計

り
、

そ

れ
を

入
力

し
て

い
る

。
 

総
評

：
ＩＴ

活
用

状
況

に
つ

い
て

の
総

合
点

は
、

5点
満

点
で

、
『
2.

0』
 

と
評

価
さ

れ
る

。
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  3．
総

評
 

 
 

 
 

こ
の

会
社

は
、

操
業

開
始

を
し

て
1
0
年

未
満

で
あ

り
、

工
場

建
家

や
工

作
機

械
も

比
較

的
に

新
し

い
。

鋳
物

工
場

で
も

新
し

い
製

造
プ

ロ
セ

ス
を

積
極

的
に

導
入

し
て

お
り

、
ま

た
新

機
種

へ
の

取
り

組
み

も
組

織

的
に

積
極

的
に

行
っ

て
お

り
、

将
来

性
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 

小
集

団
活

動
に

よ
る

品
質

向
上

運
動

を
1
ヶ

月
前

か
ら

ス
タ

ー
ト

さ
せ

た
と

の
こ

と
で

、
そ

の
成

果
が

期
待

さ
れ

る
し

、
興

味
が

持
た

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

た
だ

、
現

在
の

ア
フ

タ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
市

場
で

の
ビ

ジ
ネ

ス
に

満
足

し
て

お
り

、
O

E
M

製
品

は
品

質
・
納

期
な

ど
厳

し
い

管
理

が
要

求
さ

れ
る

の
で

、
手

が
け

る
つ

も
り

は
な

い
と

言
明

し
て

い
る

。
更

に
は

、
ア

メ
リ

カ

の
会

社
と

の
合

弁
会

社
で

あ
る

こ
と

を
勘

案
す

れ
ば

、
モ

デ
ル

事
業

と
し

て
取

り
上

げ
支

援
し

な
く
て

も
、

自
力

で
や

っ
て

い
け

る
と

思
わ

れ
る

。
 

 
 

 
 

4．
指

導
記

録
 

 
 

 
 

経
営

陣
と

の
打

合
せ

・
現

場
診

断
時

に
指

導
し

た
内

容
・
提

案
し

た
内

容
を

要
約

す
れ

ば
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

1
. 

連
続

し
て

集
中

的
に

発
生

す
る

機
械

加
工

不
良

を
防

ぐ
た

め
、

最
初

に
加

工
し

た
品

物
の

検
査

い
わ

ゆ
る

「
初

物
検

査
」
を

必
ず

行
う

こ
と

。
 

2
. 

保
有

し
て

い
る

設
備

、
技

術
か

ら
見

て
、

生
産

管
理

を
も

っ
と

充
実

す
れ

ば
O

E
M

製
品

の
生

産
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

 

3
. 

O
E
M

製
品

を
目

指
し

、
管

理
技

術
の

向
上

と
生

産
設

備
の

充
実

を
目

指
し

て
は

ど
う

か
。

 

4
. 

現
在

の
不

良
率

は
高

す
ぎ

る
。

国
際

的
な

レ
ベ

ル
を

目
指

し
、

不
良

率
半

減
を

目
標

に
品

質
管

理
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

小
集

団
活

動
と

連
動

さ
せ

て
取

り
組

め
ば

効
果

的
で

あ
る

。
 

5
. 

新
し

く
導

入
し

た
機

械
の

投
資

効
果

の
把

握
や

、
今

後
改

善
す

べ
き

工
程

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
に

、
工

程
毎

の
目

標
原

価
と

実
績

原
価

を
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

5．
モ

デ
ル

事
業

へ
の

参
加

に
つ

い
て

 
 

 

 
関

心
あ

り
 

 □
 関

心
な

し
 

 

条
件

・
希

望
な

ど
 

1
. 

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

改
善

 

2
. 

生
産

性
の

向
上
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診
断

日

訪
問

者
品

質
4

診
断

者
原

価
5

経
営

5
工

程
4

生
産

4.
3

生
産

技
術

5

市
場

・
販

売
4

機
械

設
備

4

人
的

資
源

4
資

材
・

購
買

・
外

注
4

財
務

4
在

庫
4

生
産

基
盤

4

[各
項

目
の

評
価

ポ
イ

ン
ト

は
別

紙
参

照
]

企
業

名

畑
、

深
瀬

、
中

島
、

山
本

 /
 I
N

T
I 
; 
R

o
u
ss

e
t,
 T

al
ag

añ
is

総
合

生
産

D
an

ie
l G

al
liu

ss
i

2
0
0
4
/
1
1
/
2
9

畑
　

明

採
  

点
  

結
  
果

R
ub

ol
 S

.A
.I.

C
.F

.

生
産

詳
細

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345品
質

原
価

工
程

生
産

技
術

機
械

設
備

資
材

・
購

買
・
外

注

在
庫

生
産

基
盤

総
合

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345経
営

生
産

市
場

・
販

売
人

的
資

源

財
務
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  1．
講

評
 

 
 

 
 

1.
1,

  
総

合
 

 
 

 
 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

経
 

 
 

営
 

 
創

業
1
9
6
5
年

で
従

業
員

5
8
人

。
フ

ォ
ル

ク
ス

ワ
ー

ゲ
ン

の
O

E
M

が
６

７
％

を
占

め
る

。
自

動
車

向
け

の
鍛

造
品

が
主

製
品

で
あ

る
。

現
社

長
は

3
8
歳

の
3
代

目
。

ワ
ー

カ
ー

は
じ

め
下

か
ら

の
意

見
、

提
案

な
ど

を
よ

く
き

き
改

善
に

生
か

し
て

い
る

姿
勢

は
よ

い
。

小
集

団
活

動
を

た
く
み

に
経

営
に

と

り
い

れ
運

営
し

て
い

る
。

 

将
来

を
見

通
し

た
中

・
長

期
計

画
を

立
て

る
こ

と
。

 

生
 

 
 

産
 

○
 

 
 

市
場

・
販

売
 

 
フ

ォ
ル

ク
ス

ワ
ー

ゲ
ン

の
ほ

か
、

ス
カ

ニ
ア

（
S
c
an

ia
)、

カ
ラ

ー
ロ

(C
ar

ra
ro

)、
フ

ォ
ー

ド
（
F
o
rd

)な
ど

の
ア

フ
タ

ー
マ

ッ
ケ

ッ
ト

品
も

手
が

け
て

い
る

。
 

 
鍛

造
の

他
、

機
械

加
工

あ
る

も
の

は
外

注
に

出
し

て
い

る
。

但
し

、
金

型
の

機
械

加
工

は
自

社

で
や

っ
て

い
る

。
 

国
内

向
け

が
ほ

ぼ
１

０
０

％
で

あ
る

。
今

後
、

輸
出

に
も

力
を

入
れ

る
こ

と
。

 

人
的

資
源

 
○

 
従

業
員

5
8
人

の
う

ち
直

接
員

の
3
0
人

は
6
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

小
集

団
活

動
を

し
て

い

る
。

 

 
当

日
説

明
に

あ
た

っ
て

く
れ

た
B

ru
n
o
氏

は
半

年
前

ま
で

、
当

社
の

小
集

団
活

動
の

指
導

を
し

て

い
た

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
だ

っ
た

。
今

は
当

社
の

従
業

員
と

し
て

仕
事

を
す

る
か

た
わ

ら
、

週
に

2
日

、

工
業

大
学

で
夜

間
、

改
善

の
講

座
を

教
え

て
い

る
。

以
前

は
中

卒
の

人
に

対
し

て
普

通
高

校
ク

ラ

ス
の

教
育

を
実

施
し

資
格

を
と

ら
せ

た
。

今
は

高
校

卒
を

採
用

し
て

い
る

。
 

小
集

団
活

動
を

熱
心

に
行

っ
て

い
る

の
は

評
価

で
き

る
。

今
後

、
定

着
化

の
た

め
に

ど
の

よ
う

に
運

営
す

べ
き

か
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

 

財
 

 
 

務
 

 
鋼

材
を

ほ
ぼ

2
か

月
分

在
庫

し
て

い
る

。
運

転
資

金
の

負
担

が
大

き
い

。
特

に
国

内
向

け
の

業
者

に
は

入
荷

が
遅

れ
て

も
費

用
は

支
払

わ
ね

ば
な

ら
な

い
。

 

運
転

資
金

と
設

備
資

金
に

つ
い

て
そ

の
調

達
は

こ
れ

ま
で

自
己

資
金

で

や
っ

て
き

た
が

、
今

後
は

金
融

機
関

と
の

付
き

合
い

も
考

え
る

こ
と

。
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  12
 

生
産

 
 

 
 

 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

品
 

 
質

 
○

 
1.

 購
入

鋼
材

の
材

質
の

チ
ェ

ッ
ク

は
も

と
よ

り
、

鍛
造

工
程

で
の

熱
処

理
温

度
の

測

定
や

寸
法

測
定

に
よ

る
合

否
、

品
質

の
確

認
な

ど
中

間
工

程
で

の
ジ

グ
使

用
に

よ
る

検
査

を
き

ち
ん

と
行

っ
て

い
る

。
IS

90
00

シ
リ

ー
ズ

取
得

済
み

。
 

2.
 展

示
室

に
掲

示
し

て
あ

る
デ

ー
タ

に
よ

る
と

、
不

良
発

生
レ

ベ
ル

は
１

％
前

後
で

あ
る

。
鍛

造
品

の
性

格
か

ら
し

て
許

さ
れ

る
範

囲
で

あ
ろ

う
。

 

3.
 現

場
の

作
業

を
み

る
と

、
重

要
工

程
で

は
プ

レ
ス

に
よ

る
修

正
を

行
っ

て
い

た
。

 

量
産

品
の

検
査

で
は

ジ
グ

、
工

具
な

ど
の

活
用

が
必

須
で

あ
る

。
今

後
そ

の
拡

張
を

は
か

る
こ

と
。

 

原
 

 
価

 
 

鍛
造

品
は

原
価

に
占

め
る

材
料

費
の

ウ
ェ

イ
ト

が
高

い
の

で
こ

の
低

減
を

図
る

こ
と

が
キ

ー
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
 

鋼
材

の
工

程
中

で
の

歩
留

り
に

つ
い

て
限

り
な

く
１

０
０

％
に

近
づ

け
る

べ
く
コ

ン
ト

ロ

ー
ル

す
る

こ
と

。
 

工
 

 
程

 
 

丸
鋼

倉
切

り
→

加
熱

炉
→

鍛
造

→
（
必

要
な

ら
）
ト

リ
ミ

ン
グ

・
プ

レ
ス

→
シ

ョ
ッ

ト
・
ピ

ー
ニ

ン
グ

→
洗

浄
→

完
成

検
査

。
 

特
に

こ
れ

ら
の

工
程

の
う

ち
、

加
熱

炉
か

ら
鍛

造

工
程

の
間

は
、

機
械

化
が

進
ん

で
い

て
、

稼
働

率
も

高
い

。
 

過
酷

な
労

働
条

件
下

で
は

あ
る

が
、

ワ
ー

カ
ー

は
そ

れ
な

り
に

誇
り

を
も

っ
て

仕
事

を

し
て

い
る

様
子

が
伺

え
た

。
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

醸
成

に
気

を
配

る
こ

と
。

 

生
産

技
術

 
 

年
間

5
0
0
万

個
の

規
模

の
量

産
を

行
っ

て
い

る
。

但
し

多
種

類
の

も
の

を
こ

な
さ

ね
ば

な
ら

ず
、

１
ロ

ッ
ト

3
,0

0
0
個

か
ら

1
2
,0

0
0
個

で
あ

る
。

鍛
造

量
産

ラ
イ

ン
で

は
徹

底
し

た

自
動

化
が

は
か

ら
れ

て
お

り
、

高
い

レ
ベ

ル
に

あ
る

。
 

こ
の

種
の

自
動

化
が

独
力

で
行

わ
れ

て
き

た
か

ど
う

か
興

味
あ

る
と

こ
ろ

だ
。

い
ず

れ

に
せ

よ
、

当
社

に
は

こ
れ

を
実

現
す

る
力

が
あ

る
こ

と
は

明
ら

か
で

、
今

後
、

前
後

の

工
程

に
も

自
動

化
を

拡
張

し
て

ほ
し

い
。

 

機
械

設
備

 
○

 
鍛

造
自

動
ラ

イ
ン

は
み

た
と

こ
ろ

7
ラ

イ
ン

（
推

定
）
あ

り
、

停
止

中
の

大
型

プ
レ

ス
（
カ

ム
ロ

ッ
ﾄﾞ

用
）
を

除
い

て
は

、
高

温
と

塵
埃

の
中

に
あ

っ
て

も
よ

く
稼

動
し

て
い

た
。

 

自
動

機
械

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

重
要

で
あ

る
。

人
材

並
び

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
機

器
の

充

実
を

は
か

る
こ

と
。

 

資
材

・
購

買

外
注

・
 

 
鋼

材
は

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

国
内

で
1
社

（
サ

プ
ラ

鉄
工

所
－

A
c
e
ro

 Z
ap

c
a）

の
独

占
状

態
で

あ
る

。
こ

れ
を

牽
制

す
る

た
め

1
2
月

か
ら

ブ
ラ

ジ
ル

か
ら

も
調

達
す

る
こ

と
に

し

た
。

月
々

総
量

2
5
0
～

3
0
0
ト

ン
必

要
で

あ
る

。
 

こ
の

こ
と

で
納

期
や

価
格

で
有

利
な

交
渉

が
出

来
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

国
内

で
は

納
期

が
お

く
れ

た
場

合
で

も
代

金
の

支
払

い
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
と

い
う

。
契

約
内

容
の

再
協

議
が

必
要

で
は

な
い

か
。

 

在
 

 
庫

 
 

鋼
材

に
つ

い
て

は
約

2
ヶ

月
の

在
庫

を
も

っ
て

い
る

。
種

類
は

3
3
種

あ
る

。
 

保
管

場
所

が
充

分
あ

る
こ

と
と

、
材

料
メ

ー
カ

ー
か

ら
の

納
品

遅
れ

か
ら

来
る

リ
ス

ク

を
回

避
す

る
た

め
に

は
や

む
を

え
ま

い
が

、
縮

減
に

つ
と

め
る

こ
と

。
 

生
産

基
盤

 
 

鍛
造

の
自

動
機

械
の

稼
動

を
支

え
る

の
は

こ
れ

ら
機

械
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

で
あ

る
。

ま
た

寸
法

(長
さ

管
理

）
に

は
ラ

ボ
に

お
い

て
三

次
元

測
定

機
を

保
有

し
て

い
て

有
効

に
利

用
し

て
い

る
。

 

生
産

を
支

え
る

設
備

は
充

実
し

て
い

て
、

評
価

で
き

る
。

計
量

器
（
重

さ
、

長
さ

、
温

度
）

の
校

正
は

IN
TI

を
利

用
し

て
は

ど
う

か
。
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表

 

  2．
IT

活
用

状
況

  
 

 
 

1.
 

自
社

の
製

品
紹

介
・宣

伝
の

た
め

に
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ペ
ー

ジ
を

発
信

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

 W
E

Bペ
ー

ジ
を

も
っ

て
い

る
。

 w
w

w
.ru

bo
l.c

om
.a

r 
 2.

 
取

引
の

相
手

探
し

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
い

ま
す

か
？

利
用

し
て

い
る

場
合

は
、

何
処

が
主

催
し

て
い

る
ネ

ッ
ト

で
す

か
？

 
 

 
 

 
 

取
引

先
と

の
取

引
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
し

て
い

な
い

が
、

図
面

デ
ー

タ
の

受
取

は
行

っ
て

い
る

。
 

 3.
 

取
引

企
業

と
の

受
発

注
業

務
に

eー
コ

マ
ー

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

利
用

し
て

い
な

い
。

 
 4.

 
社

内
経

理
、

販
売

管
理

、
生

産
管

理
に

、
IC

T応
用

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 

 
現

在
は

E
XC

E
Lで

集
計

や
作

表
を

や
っ

て
い

る
が

、
会

計
・
販

売
・
在

庫
を

カ
バ

ー
し

た
 T

O
TA

L 
S

Y
S

TE
M

を
開

発
中

で
、

12
月

に
完

成
予

定
。

尚
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

は
ブ

ラ
ジ

ル
の

会
社

に
作

成

外
注

し
て

い
る

。
 

 5.
 

製
品

設
計

、
生

産
・技

術
開

発
に

ど
の

よ
う

な
IC

T技
術

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

製
品

の
設

計
に

は
 a

ut
oC

A
D

を
使

っ
て

い
る

。
ま

た
、

強
度

分
析

、
構

造
解

析
に

FE
M

シ
ス

テ
ム

を
使

っ
て

い
る

。
 

 
IC

T活
用

の
総

合
評

価
は

5点
満

点
中

で
、

2.
5と

評
価

さ
れ

る
。

 

 
 

 
 

3．
総

評
 

 
 

 
 

1.
 も

と
も

と
は

町
の

鍛
冶

屋
か

ら
身

を
お

こ
し

た
先

々
代

の
功

績
に

よ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
。

現
社

長
が

3
代

目
の

若
手

で
、

先
代

の
遺

産
（
人

と
物

）
を

引
き

継
い

で
、

懸
命

に
経

営
に

あ
た

っ
て

い
る

こ
と

が
伺

わ

れ
る

。
 

2.
 小

集
団

活
動

の
活

性
化

に
力

を
注

い
で

い
る

。
現

在
活

動
中

の
6

グ
ル

ー
プ

と
は

、
社

長
も

年
2

回
出

席
し

て
討

議
に

参
加

し
て

い
る

。
し

か
も

早
朝

6
時

か
ら

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

あ
っ

て
、

そ
の

姿
勢

に
は

頭
が

下
が

る
。

 

3.
 生

産
技

術
レ

ベ
ル

か
ら

観
察

す
る

と
高

い
評

価
を

与
え

て
よ

い
。

 

4.
 こ

の
技

術
の

大
事

な
要

素
は

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

で
あ

り
、

人
と

機
器

の
充

実
を

怠
ら

な
い

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
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  4．
指

導
記

録
 

 
 

 
 

1.
 も

っ
ぱ

ら
鍛

造
中

心
の

事
業

で
あ

る
。

フ
ォ

ル
ク

ス
･ワ

ー
ゲ

ン
か

ら
も

高
い

評
価

を
受

け
て

い
る

と
み

ら
れ

る
。

し
か

し
後

工
程

の
機

械
加

工
も

手
が

け
て

、
よ

り
付

加
価

値
の

高
い

領
域

に
拡

大
す

る
こ

と
。

 

2.
 小

集
団

活
動

は
今

年
の

後
半

に
な

り
や

っ
と

機
能

し
出

し
た

。
こ

れ
か

ら
は

業
績

ア
ッ

プ
の

有
力

な
武

器
と

し
て

定
着

を
は

か
る

こ
と

。
 

3.
 当

社
の

今
後

の
姿

を
想

定
し

て
、

中
・
長

期
計

画
を

立
て

る
こ

と
。

即
ち

、
製

品
計

画
、

設
備

拡
充

計
画

、
人

材
養

成
、

IT
の

充
実

、
輸

出
の

振
興

な
ど

多
岐

に
わ

た
っ

て
上

層
幹

部
（
す

な
わ

ち
経

営
陣

）
が

歩

調
を

あ
わ

せ
る

べ
き

で
あ

ろ
う

。
 

 
 

 
 

5．
モ

デ
ル

事
業

へ
の

参
加

に
つ

い
て

 
 

 

 
関

心
あ

り
 

 □
 関

心
な

し
 

 

条
件

・
希

望
な

ど
 

1.
 地

道
な

改
善

の
さ

ら
な

る
推

進
 

2.
 小

集
団

活
動

の
活

性
化

と
定

着
化

 

3.
 輸

出
の

振
興

 

4.
 機

械
加

工
に

拡
張

し
て

付
加

価
値

を
増

す
製

品
作

り
の

策
定
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表
 

  

診
断

日

訪
問

者
品

質
4

診
断

者
原

価
3

経
営

3
工

程
3

生
産

3.
3

生
産

技
術

3

市
場

・
販

売
4

機
械

設
備

3

人
的

資
源

4
資

材
・

購
買

・
外

注
3

財
務

3
在

庫
3

生
産

基
盤

4

[各
項

目
の

評
価

ポ
イ

ン
ト

は
別

紙
参

照
]

企
業

名

深
瀬

、
加

藤
　

/
　

ＩＮ
Ｔ

Ｉ 
: 
 A

lv
ar

e
z

総
合

生
産

2
0
0
4
/
1
1
/
3
0

深
瀬

　
信

重

採
  

点
  

結
  
果

F
A

E
S

A
(F

A
B

R
IC

A
 A

R
G

E
N

T
IN

A
 D

E
E
L
A

S
T
IC

O
S

 S
A

IC
) 

S
.A

.I.
C

.
O

sv
al

do
 C

as
sa

n
e
lli

 (
D

ir
e
c
to

r)

生
産

詳
細

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345品
質

原
価

工
程

生
産

技
術

機
械

設
備

資
材

・
購

買
・
外

注

在
庫

生
産

基
盤

総
合

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

012345経
営

生
産

市
場

・
販

売
人

的
資

源

財
務
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対

象
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簡
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表
 

  1．
講

評
 

 
 

 
 

1.
1,

  
総

合
 

 
 

 
 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

経
 

 
 

営
 

 
こ

の
企

業
は

、
1
94

8
年

に
設

立
さ

れ
、

現
在

は
2
代

目
に

当
た

る
C

as
sa

n
e
lli

兄
弟

が
経

営
し

て
い

る
家

族
企

業
。

1
9
6
0
年

代
に

カ
ー

ア
セ

ン
ブ

ラ
ー

が
あ

る
こ

の
地

区
に

工
場

を
移

し
た

。
現

在
大

学
教

授
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
受

け
な

が
ら

経
営

の
近

代
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
運

送
に

使
用

さ
れ

る
ト

レ
ー

ラ
、

セ
ミ

ト
レ

ー
ラ

、
ト

ラ
ッ

ク
な

ど
の

板
バ

ネ
を

生
産

し
て

い
る

専
業

メ
ー

カ
で

あ
る

。
 

現
在

従
業

員
は

3
3
名

で
約

2
4
0
ト

ン
／

月
の

生
産

を
行

っ
て

お
り

、
年

間
売

り
上

げ
は

4
7
0
万

ペ
ソ

で
あ

る
。

納
入

先
と

共
同

で
、

ＩＮ
Ｔ

Ｉの
協

力
を

得
て

新
製

品
も

開
発

し
て

い
る

。
段

取
り

時
間

の
短

縮
な

ど
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
、

品
質

向
上

な
ど

の
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

今
回

の
不

景
気

が
来

る
直

前
に

銀
行

か
ら

金
を

借
り

、
イ

ギ
リ

ス
か

ら
冷

延
設

備
な

ど
を

購
入

し
た

が
、

不
景

気
と

な
り

借
金

の
返

済
に

苦
労

を
し

た
が

何
と

か
乗

り
切

り
、

現
在

は
借

金
は

一
切

な
い

。
 

新
製

品
の

開
発

に
産

・
官

で
取

り
組

ん
だ

り
、

経
営

体
質

の
近

代
化

の
た

め
に

大
学

教
授

に
コ

ン
サ

ル
を

受
け

る
な

ど
、

積
極

的
な

取
り

組
み

を
し

て
お

り
将

来
性

が
あ

る
企

業
と

思
わ

れ
る

。
 

生
 

 
 

産
 

○
 

 
 

市
場

・
販

売
 

○
 

ブ
ラ

ジ
ル

、
最

近
で

は
コ

ロ
ン

ビ
ア

も
含

め
た

国
の

製
品

と
の

競
争

が
激

し
い

。
製

品
の

約
１

０
％

を
パ

ラ
グ

ア
イ

、
ウ

ル
グ

ア
イ

、
チ

リ
ー

に
輸

出
し

て
い

る
。

最
近

は
ブ

ラ
ジ

ル
、

ボ
リ

ビ
ア

か
ら

も
商

談
が

来

て
い

る
。

 

最
近

カ
ナ

ダ
の

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

と
言

う
会

社
か

ら
Ｊ
Ｖ

の
話

も
来

て
い

る
。

 

5
ｋ
ｇ
～

3
0
0
ｋ
ｇ
の

板
バ

ネ
の

組
み

立
て

品
を

販
売

し
て

い
る

が
、

板
バ

ネ
の

種
類

は
2
,2

0
0
位

あ
り

、
板

単
品

の
取

引
に

も
応

じ
て

い
る

。
 

O
E
M

が
5
6
％

、
ア

フ
タ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

用
が

4
4
％

位
で

あ
り

、
O

E
M

の
納

入
先

は
2
0
社

位
あ

る
が

、
大

手

の
S
O

L
A

 &
 B

R
U

S
A

（
ト

レ
ー

ラ
の

国
内

シ
ェ

ア
ー

5
0
％

位
）
、

D
M

B
U

、
M

E
T
A

L
U

G
IC

A
 B

O
N

A
N

O
の

3
社

で
3
0
％

を
占

め
て

い
る

。
 

納
期

遅
れ

は
、

O
E
M

で
は

生
じ

な
い

が
、

ア
フ

タ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
用

で
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

急
ぎ

の
O

E
M

が
来

た
よ

う
な

場
合

、
ア

フ
タ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

用
よ

り
O

E
M

を
優

先
し

て
作

る
か

ら
で

あ
る

。
 

保
有

し
て

い
る

設
備

、
技

術
か

ら
見

て
、

管
理

技
術

を
も

っ
と

充
実

す
れ

ば
海

外
市

場
へ

の
輸

出
を

も
っ

と
増

や
せ

る
と

思
わ

れ
る

。
管

理
技

術
の

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
 

人
的

資
源

 
 

経
営

陣
を

親
子

３
代

で
固

め
て

お
り

、
２

代
目

の
現

経
営

者
は

経
営

を
近

代
化

し
た

上
で

３
代

目
に

引

き
継

ぐ
べ

く
努

力
し

て
い

る
。

 

経
営

陣
の

人
材

育
成

は
上

手
く
行

わ
れ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
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財
 

 
 

務
 

 
1
9
4
8
年

先
代

創
業

者
が

ル
ノ

ー
か

ら
独

立
し

板
バ

ネ
生

産
会

社
を

設
立

、
以

来
親

子
3
代

、
兄

弟
に

よ

る
典

型
的

家
族

経
営

小
企

業
で

あ
る

。
 

売
上

4
7
0
万

ペ
ソ

/
年

、
従

業
員

3
3
人

。
 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

板

バ
ネ

企
業

の
ト

ッ
プ

に
あ

り
、

今
後

技
術

を
生

か
し

発
展

が
期

待
で

き
る

。
 

 
現

在
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の

指
導

の
も

と
生

産
管

理
シ

ス
テ

ム
再

構
築

を
計

画
し

て
い

る
が

、
原

価
管

理
の

意
識

薄
く
改

善
の

必
要

が
あ

る
。

 
技

術
が

評
価

さ
れ

る
だ

け
に

内
部

管
理

を
充

実
さ

せ
れ

ば
国

際
競

争
に

勝
て

る
可

能
性

あ

り
。

 

社
内

会
計

規
定

の
整

備
。

 

多
品

種
少

量
受

注
生

産
で

あ
り

、
標

準
原

価
計

算
を

実
施

し
特

に

変
動

費
を

明
確

に
認

識
し

損
益

分
岐

点
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

先
ず

最
近

の
各

標
準

工
数

の
把

握
か

ら
始

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

そ
の

上
予

算
制

度
等

「
管

理
会

計
」
の

導
入

検
討

が
必

要
。

多
品

種
少

量
生

産
だ

け
に

こ
の

効
果

は
期

待
さ

れ
る

。
 

 
 

 
 

1.
2 

生
産

 
 

 
 

 

項
 

 
 

目
 

重
要

度
 

（
２

つ
ま

で
）
 

講
 

 
 

評
 

改
善

提
案

 

品
 

 
質

 
 

1
. 

品
質

保
証

体
制

に
つ

い
て

 

1
9
9
4
年

に
IS

O
9
0
0
2
の

認
証

を
取

得
し

、
2
0
0
3
年

5月
に

IS
O

9
0
0
1
の

2
0
0
0
年

版
へ

の
更

新
を

行
っ

て
い

る
。

 

2
. 

製
造

工
程

で
の

品
質

保
証

 

1
) 

鋼
材

に
は

ミ
ル

シ
ー

ト
が

つ
い

て
く
る

。
以

前
材

質
的

な
ト

ラ
ブ

ル
が

生
じ

、
現

物
の

分
析

を
し

た
と

こ
ろ

ミ
ル

シ
ー

ト
と

異
な

っ
て

い
る

と
言

っ
た

苦
い

経
験

が

あ
る

。
そ

れ
以

降
は

抜
き

取
り

で
ＩＮ

Ｔ
Ｉに

分
析

を
依

頼
し

て
い

る
。

 

2
) 

硬
度

計
、

磁
気

探
傷

機
な

ど
を

現
場

の
ラ

ボ
に

設
置

し
て

お
り

、
専

任
者

が
終

日
完

成
品

の
抜

き
取

り
検

査
を

し
て

い
る

。
 

「
P

L
」
に

備
え

た
管

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
最

終
製

品
検

査
だ

け

で
は

な
く
、

各
製

造
工

程
で

の
品

質
確

認
と

確
認

結
果

を
記

録
し

保
管

し
て

お
く
こ

と

が
必

要
で

あ
る

。
 

Q
C

工
程

表
な

ど
で

、
品

質
保

証
シ

ス
テ

ム
と

し
て

確
立

し
て

お
く
こ

と
。

 

誰
が

、
ど

こ
で

、
い

つ
、

何
を

使
っ

て
、

何
を

（
品

質
特

性
）
、

ど
の

位
の

頻
度

で
測

定

し
、

ど
の

よ
う

な
記

録
と

し
て

残
す

か
、

万
一

異
常

が
あ

っ
た

場
合

は
ど

の
よ

う
に

処
置

す
る

か
を

、
定

め
て

お
き

、
実

行
さ

せ
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
 

原
 

 
価

 
 

目
標

原
価

を
設

定
し

て
お

ら
ず

、
実

績
原

価
も

把
握

し
て

い
な

い
。

い
わ

ゆ
る

「
ド

ン
ブ

リ
勘

定
」
で

あ
る

。
 

個
々

の
原

価
は

問
題

で
は

な
く
、

全
体

と
し

て
儲

け
た

か
ど

う
か

が
問

題
で

あ
り

、

個
々

に
把

握
す

る
に

は
人

が
必

要
と

な
り

、
ま

た
現

在
は

利
益

も
出

て
い

る
の

で
、

実
績

原
価

を
把

握
す

る
必

要
は

な
い

と
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

認
識

で
あ

る
。

 

国
際

競
争

が
激

化
す

る
中

で
は

、
よ

り
細

か
な

分
析

を
行

い
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
を

行
う

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
ネ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

を
見

い
だ

し
改

善
を

検
討

す
る

に
し

て
も

、
工

程
毎

の
目

標
原

価
と

実
績

原
価

を
把

握
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

そ
う

し
な

い
と

投
資

効

果
の

把
握

や
、

今
後

改
善

す
べ

き
工

程
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

工
 

 
程

 
 

作
業

標
準

書
や

作
業

手
順

書
等

の
標

準
書

類
は

現
場

で
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

 

作
業

手
順

、
作

業
標

準
、

技
術

標
準

を
書

類
に

ま
と

め
、

全
員

に
徹

底
す

る
と

共
に

、

技
術

・
技

能
の

伝
承

を
容

易
に

す
る

こ
と

。
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生
産

技
術

 
○

 
1
. 

金
型

交
換

に
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

る
。

 

2
. 

曲
げ

加
工

時
の

作
業

姿
勢

が
悪

い
。

 

材
料

を
土

間
か

ら
取

り
上

げ
、

加
工

の
終

わ
っ

た
も

の
を

土
間

に
置

い
て

い
る

。
 

3
. 

加
熱

炉
出

口
⇒

曲
げ

加
工

⇒
焼

き
入

れ
漕

へ
の

投
入

の
3
工

程
間

の
マ

テ
リ

ア

ル
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
に

大
勢

の
人

が
掛

か
っ

て
い

る
。

 

4
. 

現
在

使
用

し
て

い
る

材
料

（
特

殊
鋼

に
比

べ
安

い
）
に

あ
っ

た
熱

処
理

方
法

を
ＩＮ

Ｔ
Ｉに

協
力

し
て

も
ら

い
確

立
し

た
。

 

5
. 

金
型

の
設

計
製

作
は

社
内

で
行

っ
て

い
る

が
、

複
雑

な
も

の
は

外
部

に
発

注
し

て

い
る

。
内

作
と

外
注

の
比

率
は

9
0
％

と
1
0
％

位
で

あ
る

。
 

1
. 

金
型

交
換

台
車

を
作

り
、

金
型

の
運

搬
と

交
換

時
に

使
用

す
る

。
 

2
. 

作
業

者
の

ム
ダ

な
動

き
を

無
く
す

。
 

 
材

料
が

入
っ

た
パ

レ
ッ

ト
を

台
の

上
に

置
き

、
パ

レ
ッ

ト
の

横
が

開
く
よ

う
に

す
る

。
 

 
作

業
完

成
品

は
車

輪
つ

き
の

パ
レ

ッ
ト

に
入

れ
、

横
持

ち
作

業
を

無
く
し

、
運

搬

を
容

易
に

す
る

。
 

3
. 

曲
げ

加
工

か
ら

焼
き

入
れ

漕
へ

の
ワ

ー
ク

の
運

搬
に

簡
単

な
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す

る
。

ま
た

、
曲

げ
加

工
用

金
型

の
交

換
を

外
段

取
り

で
行

え
る

よ
う

、
2
連

回
転

式
装

置
を

採
り

入
れ

る
。

 

機
械

設
備

 
○

 
1
. 

レ
イ

ア
ウ

ト
及

び
製

品
の

流
れ

 

工
場

は
二

棟
に

な
っ

て
お

り
、

隣
接

し
て

鋼
材

の
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

が
あ

る
。

 

概
略

工
程

と
し

て
は

、
鋼

材
受

け
入

れ
・
保

管
、

鋼
材

切
断

、
先

端
加

工
・
曲

げ
加

工
、

熱
処

理
（
焼

き
入

れ
・
焼

き
戻

し
）
、

ス
ケ

ー
ル

落
と

し
、

塗
装

、
組

立
、

梱
包

、

出
荷

と
な

る
が

、
次

々
に

設
備

を
追

加
し

て
い

っ
た

と
思

わ
れ

工
場

レ
イ

ア
ウ

ト
が

悪
い

。
製

品
が

あ
っ

ち
に

行
っ

た
り

こ
っ

ち
に

来
た

り
で

、
”
流

れ
”
に

な
っ

て
い

な

い
。

 

2
. 

遊
休

設
備

 

現
在

は
使

用
さ

れ
て

い
な

い
設

備
が

、
工

場
内

に
そ

の
ま

ま
あ

り
作

業
床

の
活

用

を
妨

げ
て

い
る

。
 

1
. 

未
使

用
の

設
備

は
撤

去
し

て
作

業
床

を
広

く
す

る
こ

と
。

 

撤
去

し
た

設
備

が
将

来
使

用
さ

れ
る

見
込

み
が

あ
れ

ば
工

場
の

隅
に

保
管

し
、

使
用

す
る

見
込

み
が

な
け

れ
ば

ス
ク

ラ
ッ

プ
と

し
て

売
却

す
れ

ば
よ

い
。

 

2
. 

一
気

に
レ

イ
ア

ウ
ト

を
改

造
す

る
こ

と
は

困
難

と
思

わ
れ

る
が

、
理

想
と

す
る

レ
イ

ア
ウ

ト
プ

ラ
ン

を
作

っ
て

お
き

、
こ

れ
を

ベ
ー

ス
に

し
な

が
ら

、
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
に

な
っ

て
い

る
設

備
近

辺
の

レ
イ

ア
ウ

ト
改

善
を

検
討

す
べ

き
と

考
え

る
。

 

資
材

・
購

買

外
注

・
 

 
材

料
の

鋼
材

は
、

国
内

の
製

鉄
会

社
Ａ

Ｃ
ＩＮ

Ｄ
Ａ

Ｒ
の

も
の

を
月

2
4
0
ト

ン
位

購
入

し

て
い

る
。

 

発
注

し
て

か
ら

納
入

ま
で

3
0
～

6
0
日

と
言

っ
て

い
る

が
、

実
情

は
6
0
日

以
上

掛
か

っ

て
い

る
。

従
っ

て
、

鋼
材

に
つ

い
て

は
2
.5

～
3
ヶ

月
分

の
在

庫
を

持
つ

よ
う

に
し

て
い

る
。

 

現
在

の
鋼

材
の

値
段

は
、

今
年

の
初

め
に

比
べ

1
.2

4
倍

に
な

っ
て

い
る

。
 

鋼
材

の
材

質
は

全
て

同
じ

で
あ

る
が

、
幅

、
厚

さ
が

異
な

り
、

現
在

は
6
0
種

類
位

の

サ
イ

ズ
に

な
っ

て
い

る
。

 

鋼
材

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
が

狭
く
、

ま
た

細
長

い
た

め
に

材
料

の
搬

入
搬

出
に

無
駄

な
時

間
を

要
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
 

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
で

の
、

横
持

ち
運

搬
を

減
ら

す
た

め
、

こ
こ

の
レ

イ
ア

ウ
ト

を
改

造
す

る

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

 

当
社

で
も

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
し

て
認

識
し

て
お

り
、

改
造

を
検

討
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ

る
が

、
 

1
. 

ム
ダ

な
移

し
替

え
を

止
め

る
 

2
. 

ク
レ

ー
に

よ
る

運
送

距
離

を
最

小
に

す
る

 

を
目

標
に

検
討

し
て

欲
し

い
。
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在
 

 
庫

 
 

鋼
材

は
通

常
で

2
.5

～
3
ヶ

月
分

（
6
0
0
～

7
5
0
ト

ン
）
の

在
庫

。
屋

外
の

広
場

と
ス

ト
ッ

ク

ヤ
ー

ド
に

保
管

。
 

工
程

間
の

仕
掛

か
り

在
庫

が
、

各
作

業
場

に
各

所
に

積
み

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

 

完
成

品
は

作
業

所
中

央
部

の
棚

と
、

床
面

に
積

み
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
 

目
標

と
す

る
レ

イ
ア

ウ
ト

プ
ラ

ン
を

作
り

、
こ

れ
に

近
づ

く
よ

う
完

成
品

置
き

場
の

場
所

を
見

直
す

必
要

が
あ

る
。

 

生
産

基
盤

 
 

切
断

し
た

材
料

や
仕

掛
品

、
完

成
品

の
積

み
上

げ
高

さ
が

高
す

ぎ
、

積
み

上
げ

積
み

下
ろ

し
時

に
危

険
が

伴
う

。
 

金
型

保
管

棚
の

上
に

、
使

用
済

み
手

袋
や

工
具

が
放

置
し

て
あ

る
。

 

1
. 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

で
は

労
働

安
全

衛
生

法
で

の
積

み
荷

の
高

さ
規

制
は

な
い

と
の

こ

と
で

あ
る

が
、

高
さ

制
限

の
社

内
規

則
を

作
り

、
守

る
こ

と
が

安
全

確
保

の
第

一
歩

で
あ

る
。

 

2
. 

棚
に

整
理

番
号

を
付

け
、

所
定

の
金

型
を

そ
こ

に
お

く
よ

う
に

検
討

す
る

こ
と

。
こ

う

す
れ

ば
誰

が
見

て
も

何
の

金
型

か
が

分
か

る
。

 

3
. 

職
場

内
の

3
S
（
整

理
、

整
頓

、
清

掃
）
を

先
ず

行
う

こ
と

。
 

 
 

 
 

2．
IT

活
用

状
況

  
 

 
 

1.
 

自
社

の
製

品
紹

介
・宣

伝
の

た
め

に
Ｗ

Ｅ
Ｂ

ペ
ー

ジ
を

発
信

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

 W
E

Bペ
ー

ジ
持

っ
て

い
る

。
w

w
w

.fa
es

ac
ba

.c
om

.a
r 

 2.
 

取
引

の
相

手
探

し
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
利

用
し

て
い

る
場

合
は

、
何

処
が

主
催

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
で

す
か

？
 

 
 

 
 

 
W

E
Bペ

ー
ジ

に
は

、
35

-4
0回

／
月

位
問

い
合

わ
せ

が
来

て
い

る
。

ウ
ル

グ
ア

イ
、

チ
リ

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

で
成

約
で

き
た

。
現

在
ブ

ラ
ジ

ル
の

会
社

と
商

談
中

。
 

 3.
 

取
引

企
業

と
の

受
発

注
業

務
に

eー
コ

マ
ー

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

  
 

 
 

2）
項

に
同

じ
。

 
 4.

 
社

内
経

理
、

販
売

管
理

、
生

産
管

理
に

、
IC

T応
用

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
会

計
、

受
注

管
理

、
生

産
管

理
、

イ
ン

ボ
イ

ス
、

在
庫

記
録

な
ど

に
使

っ
て

い
る

。
 

 5.
 

製
品

設
計

、
生

産
・技

術
開

発
に

ど
の

よ
う

な
IC

T技
術

シ
ス

テ
ム

・ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
ま

す
か

？
 

 
A

ut
oC

A
D

使
っ

て
い

る
。

 
 総

評
：
ＩＴ

活
用

状
況

に
つ

い
て

の
総

合
点

は
、

5点
満

点
で

、
『
2.

5』
 

と
評

価
さ

れ
る

。
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モ
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事

業
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対

象
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業
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表
 

  3．
総

評
 

 
 

 
 

こ
の

会
社

は
、

熱
処

理
技

術
・
生

産
設

備
と

言
っ

た
固

有
技

術
面

は
優

れ
て

い
る

が
、

品
質

管
理

、
生

産
日

程
管

理
、

在
庫

管
理

、
レ

イ
ア

ウ
ト

の
検

討
な

ど
管

理
技

術
面

が
弱

い
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
 

現
在

、
大

学
教

授
を

コ
ン

サ
ル

に
迎

え
経

営
の

近
代

化
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

こ
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

先
代

の
社

長
時

代
か

ら
よ

く
知

っ
て

い
る

と
の

こ
と

で
、

経
営

陣
か

ら
も

信
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

る
。

 

こ
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

我
々

の
考

え
を

伝
え

、
理

解
を

得
れ

ば
か

な
り

な
効

果
を

上
げ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

 

本
日

の
診

断
時

や
昼

食
時

の
印

象
か

ら
は

、
経

営
陣

は
モ

デ
ル

事
業

に
参

加
し

た
い

と
の

強
い

意
向

を
持

っ
て

お
り

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

も
日

本
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
・
文

化
に

強
い

関
心

を
持

っ
て

お
り

、
将

来
障

害
に

な
り

そ
う

な
気

配
は

感
じ

ら
れ

な
か

っ
た

。
現

場
改

善
を

中
心

に
指

導
す

れ
ば

よ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
 

 
 

4．
指

導
記

録
 

 
 

 
 

経
営

陣
と

の
打

合
せ

・
現

場
診

断
時

に
指

導
し

た
内

容
・
提

案
し

た
内

容
を

要
約

す
れ

ば
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

1
. 

品
質

管
理

・
品

質
保

証
 

製
品

が
車

の
板

バ
ネ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

「
Ｐ

Ｌ
」
に

備
え

た
管

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
最

終
製

品
検

査
だ

け
で

は
な

く
、

各
製

造
工

程
で

の
品

質
確

認
と

確
認

結
果

を
記

録
し

保
管

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

2
. 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
 

機
械

・
設

備
の

配
置

が
悪

く
、

製
品

に
ム

ダ
な

動
き

が
生

じ
て

い
る

。
将

来
的

に
は

、
製

品
の

流
れ

が
で

き
る

よ
う

な
レ

イ
ア

ウ
ト

に
な

る
よ

う
に

再
配

置
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

欲
し

い
。

 

使
用

し
な

い
機

械
は

撤
去

し
、

将
来

再
使

用
が

考
え

ら
れ

る
な

ら
工

場
の

隅
に

集
め

て
お

く
か

、
使

用
す

る
見

込
み

が
な

け
れ

ば
ス

ク
ラ

ッ
プ

と
し

て
売

却
し

、
工

場
内

の
作

業
床

を
有

効
に

使
い

、
ム

ダ
な

運
搬

を
避

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

3
. 

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

の
改

善
 

工
場

診
断

結
果

、
鋼

材
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

で
の

鋼
材

の
動

き
・
作

業
性

に
問

題
が

あ
る

。
曲

げ
加

工
・
焼

入
工

程
で

の
省

人
化

・
外

段
取

り
の

導
入

を
提

案
し

た
。

会
社

側
で

も
気

付
い

て
お

り
、

現
在

検
討

を
進

め
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

4
. 

安
全

対
策

 

切
断

さ
れ

た
鋼

材
や

、
仕

掛
か

り
品

、
完

成
品

の
積

み
上

げ
高

さ
が

高
す

ぎ
、

積
み

上
げ

積
み

下
ろ

し
時

に
危

険
が

伴
う

。
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
で

は
労

働
安

全
衛

生
法

で
積

み
荷

の
高

さ
規

制
は

な
い

と
の

こ
と

で

あ
る

が
、

高
さ

制
限

の
社

内
規

則
を

作
り

そ
れ

を
守

る
こ

と
が

安
全

確
保

の
第

一
歩

で
あ

る
。
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  5．
モ

デ
ル

事
業

へ
の

参
加

に
つ

い
て

 
 

 

 
関

心
あ

り
 

 □
 関

心
な

し
 

 

条
件

・
希

望
な

ど
 

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

（
適

正
在

庫
量

の
設

定
を

含
む

）
 

生
産

管
理
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表 3.15 は 41 社の診断結果の一覧である。41 社の総合評価点の平均は 5 点満点で 3.2 であ

った。 
調査団は同じ手法を使った簡易企業診断をメキシコ、タイで行った経験があるが、アル

ゼンチンの平均評価点 はメキシコとほぼ同じ、タイよりは少し低い結果であった。 
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表 3.15 41 社診断結果 

 

経
営

生
産

市
場
・
販
売

人
的
資
源

財
務

品
質

原
価

工
程

生
産
技
術

機
械
設
備

資
材
･
購
買
･

外
注

在
庫

生
産
基
盤

SM-1 2.5 3.0 2.3 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
SM-2 2.8 4.0 3.1 3.0 2.0 2.0 4.0 2.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
SM-3 2.5 2.0 2.6 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0 4.0 2.0 2.0
SM-4 3.5 4.0 3.5 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0
SM-5 1.5 2.0 1.5 2.0 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 2.0 1.0
SM-6 2.6 2.0 3.1 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0
SM-7 4.0 4.0 3.8 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0
SM-8 3.1 4.0 3.3 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0
SM-9 2.9 4.0 2.4 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 3.0 1.0 2.0

SM-10 2.9 3.0 2.5 3.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0
SM-11 3.2 3.0 3.1 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0 4.0 4.0 3.0
SM-12 2.8 3.0 3.1 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0
SM-13 3.1 4.0 3.4 3.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0
SM-14 4.2 5.0 4.0 4.0 5.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 3.0 4.0
SM-15 3.5 3.0 3.4 5.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 2.0 4.0
SM-16 2.9 3.0 3.5 3.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0
Ro-1 3.5 4.0 2.5 4.0 4.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0
Ro-2 3.5 4.0 3.3 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0
Ro-3 3.0 3.0 2.9 4.0 2.0 3.0 4.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 2.0
Ro-4 2.9 3.0 2.6 4.0 2.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 4.0 2.0
Ro-5 2.8 3.0 2.8 3.0 2.0 3.0 4.0 2.0 2.0 3.0 4.0 2.0 2.0 3.0
Ro-6 4.5 5.0 4.5 4.0 5.0 4.0 5.0 5.0 4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 5.0
Ro-7 2.2 2.0 2.1 3.0 2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0
Ro-8 4.2 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0
Ro-9 3.3 3.0 3.4 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0
Rf-1 3.6 4.0 3.8 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0
Rf-2 3.3 3.0 3.3 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0
Rf-3 2.7 3.0 2.6 4.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0
Rf-4 3.6 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 5.0
Rf-5 3.2 3.0 3.1 4.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0
Co-1 4.3 5.0 4.3 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0
Co-2 3.3 3.0 3.3 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0
Co-3 3.5 3.0 3.3 4.0 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0
Co-4 3.4 4.0 3.1 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 2.0 2.0 3.0
Co-5 3.4 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 4.0
Co-6 2.5 3.0 2.3 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
Co-7 2.5 2.0 2.3 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 1.0 2.0 2.0 3.0 2.0 2.0
Co-8 4.1 4.0 4.0 4.5 4.0 4.0 4.5 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.5
Co-9 3.5 4.0 3.6 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0

Co-10 3.0 3.0 2.9 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0
Co-11 3.7 4.0 3.3 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0
平均 3.2 3.4 3.2 3.5 3.1 2.9 3.4 3.0 3.1 3.1 3.2 3.2 3.0 3.2

コード番号 全体

点数（全体） 点数（生産）

 
出所：JICA 調査団
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表 3.15 41 社診断結果 

 

経

営

生

産

市

場

・

販

売

人

的

資

源

財

務

品

質

原

価

工

程

生

産

技

術

機

械

設

備

資

材

･

購

買

･

外

注

在

庫

生

産

基

盤

SM -1 2.5 3.0 2.3 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

S M -2 2.8 4.0 3.1 3.0 2.0 2.0 4.0 2.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

S M -3 2.5 2.0 2.6 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0 4.0 2.0 2.0

S M -4 3.5 4.0 3.5 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0

S M -5 1.5 2.0 1.5 2.0 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 2.0 1.0

S M -6 2.6 2.0 3.1 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0

S M -7 4.0 4.0 3.8 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0

S M -8 3.1 4.0 3.3 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0

S M -9 2.9 4.0 2.4 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 3.0 1.0 2.0

S M -10 2.9 3.0 2.5 3.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0

S M -11 3.2 3.0 3.1 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0 4.0 4.0 3.0

S M -12 2.8 3.0 3.1 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0

S M -13 3.1 4.0 3.4 3.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0

S M -14 4.2 5.0 4.0 4.0 5.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 3.0 4.0

S M -15 3.5 3.0 3.4 5.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 2.0 4.0

S M -16 2.9 3.0 3.5 3.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0

R o-1 3.5 4.0 2.5 4.0 4.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0

R o-2 3.5 4.0 3.3 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0

R o-3 3.0 3.0 2.9 4.0 2.0 3.0 4.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 2.0

R o-4 2.9 3.0 2.6 4.0 2.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 4.0 2.0

R o-5 2.8 3.0 2.8 3.0 2.0 3.0 4.0 2.0 2.0 3.0 4.0 2.0 2.0 3.0

R o-6 4.5 5.0 4.5 4.0 5.0 4.0 5.0 5.0 4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 5.0

R o-7 2.2 2.0 2.1 3.0 2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0

R o-8 4.2 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

R o-9 3.3 3.0 3.4 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0

R f-1 3.6 4.0 3.8 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0

R f-2 3.3 3.0 3.3 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0

R f-3 2.7 3.0 2.6 4.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 2.0 3.0

R f-4 3.6 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 5.0

R f-5 3.2 3.0 3.1 4.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0

C o-1 4.3 5.0 4.3 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 4.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0

C o-2 3.3 3.0 3.3 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0

C o-3 3.5 3.0 3.3 4.0 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0

C o-4 3.4 4.0 3.1 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 2.0 2.0 3.0

C o-5 3.4 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 4.0

C o-6 2.5 3.0 2.3 3.0 2.0 2.0 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

C o-7 2.5 2.0 2.3 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 1.0 2.0 2.0 3.0 2.0 2.0

C o-8 4.1 4.0 4.0 4.5 4.0 4.0 4.5 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.5

C o-9 3.5 4.0 3.6 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0

C o-10 3.0 3.0 2.9 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.0 3.0

C o-11 3.7 4.0 3.3 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0

平均 3.2 3.4 3.2 3.5 3.1 2.9 3.4 3.0 3.1 3.1 3.2 3.2 3.0 3.2

コード番号 全体

点数（全体） 点数（生産）

 
出所：JICA 調査団
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図 3.31 は総合評価点を 0.5 点毎に区分し企業数を整理したものである。24 企業（約 60%）

が、Cottage Level の企業からグローバルマーケットへの OEM 部品製造企業の平均的レベル

迄の 5 段階の中位に位置する 2.5 点から 3.5 点と評価された。アルゼンチンの製造業中小企

業の技術レベルがこの辺りにあると推定される。 
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出所：JICA 調査団 

図 3.31 評価分布 

 

企業全体の 5 項目では“市場・販売”の評価が高いものの、“財務”の評価が低い。生産分野

の８項目では“コスト”と“在庫”の評価が低い。 

 

OEM のみで操業している企業は少なく、多くの企業は活発な国内及び輸出の補修品市場

（REM）に支えられて、販路と生産規模の拡大を計りつつある。このことが“市場・販売”

の高評価点に反映していると考えられる。 

 

“財務”と“コスト”の項目は相互に関連している。“財務”では社内会計制度、予算・資金管

理、投資計画などを対象とし、生産分野の“コスト”では原価管理、標準原価と実際原価の差

異分析、損益分岐点分析などの実施状況を対象とした。“財務”と“コスト”ともに低い評価点

となったのは、「税務会計」ですら外部の会計士に任せたままで、「管理会計」に至っては

まだその概念すら十分に普及していないアルゼンチン中小企業の実態を示している。 

 

在庫削減は生産管理の主要テーマの一つであるものの、幾多のビジネス環境の激変を経

験したアルゼンチン中小企業の多くはその防御策として多くの在庫を抱える傾向がある。

結果として需要と生産に直結した在庫のコントロールという概念が不足しており、“在庫”

の低い評価点につながった。 
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次に 41 社を従業員数、都市、セクターで分類し、総合評価点を比較したものが表 3.16、

表 3.17、表 3.18 である。 

表 3.16 従業員数と総合評価点 

 

従業員数 = N 企業数 総合評価点 

N ＜ 50 20 2.9 

50 ≦ N ＜ 100 13 3.5 

100 ≦ N 7 3.4 

注： 1 社は従業員数不明。 

出所：JICA 調査団 

表 3.17 都市と総合評価点 

 

都市 企業数 総合評価点 

San Martín 16 3.0 

Rosario 9 3.3 

Rafaela 5 3.3 

Córdoba 11 3.4 
出所：JICA 調査団 

表 3.18 セクターと総合評価点 

 

セクター 企業数 総合評価点 

自動車部品 30 3.2 

農業機械部品 13 3.0 
注：自動車と農業機械双方へ部品を供給している 7 社は両セクターに含めている。 

出所：JICA 調査団 

 

表 3.16 は従業員数 50 人未満の小企業の総合評価点が極めて低いことを示している。都市

別企業グループの比較では San Martín 市の 16 社の総合評価点が低いが、これは San Martín

市企業の平均従業員数が 40.3 人と、他の 3 都市と比較して特に低いことで説明ができると

思われる。他都市の企業の平均従業員数は Rasario 市企業 125.2 人、Rafaela 市企業 56.2 人、

Córdoba 市企業は 86.1 人である。 

 

50 人未満の小企業の項目別平均点を 50 人以上の企業と比較すると、総ての項目で劣って

いるが、特に“財務”の平均点は 2.6 と非常に低い。表 3.15 の企業全体を表す 5 項目の 41 社

平均点のうち、総合評価点 3.2 から大きく乖離しているのが“財務”の 2.9 であるが、これは

小規模企業の“財務”の平均点が低いことが原因と考えられる。因みに San Martín 市と、同じ

ように平均従業員数が少ない Rafaela 市の企業の“財務”の平均点は共に 2.6 である。 
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図 3.32 は従業員数一人当たりの売上高を算出できた 35 社（SM-9 を除く）について、各

社の総合評価点と従業員一人当たりの売上高の相関を示したものである。弱いながらも、

評価点の高い企業ほど一人当たりの売上高が高い、という相関が見られる（相関係数:0.40）。

なお自動車セクターの OEM 比率と評価点、OEM 比率と従業員一人当たりの売上高の間に

は相関は見られなかった。 
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出所：JICA 調査団 

図 3.32 総合評価点と従業員 1 人当り売上高との相関 

 

3.3.3 専門家による所見 

 

企業簡易診断を実施した調査団専門家によるアルゼンチン製造業中小企業に関する所見

の主なものを次に列挙する。 

 

a. 2001 年の経済危機で倒産した企業が多い中で生き残った企業のほとんどは、元々自己

資金で操業していた家族経営企業であると推定される。数社を除いてほとんどの診断

企業は現在でも外部からの融資を受けていない。 

b. 兌換法実施、その撤廃、それに続く経済危機など、1990 年以降のビジネス環境の大き

な変動を体験したことで、中期長期計画を立てることには積極的になれないと言明す

る企業が多い。 

c. 自動車部品企業の多くが OEM とともに補修品市場（REM）向けの生産も行っている。

危機以前は OEM 企業だったものの危機後 REM 向け生産に切り替えた企業も多い。

経済危機に対して外資組立企業の多くが生産を縮小する、或いは他国へ工場を移すな
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どの行動を取った。その結果マーケットを失うという苦い経験をしたことで、OEM

を主体にした操業に不安を持つ部品企業が多い。 

d. 国内経済の回復を反映して現在 REM は好況である。OEM 市場の品質、納期の要求水

準の厳しさを自社の技術向上のいい機会と考え OEM への復帰に挑戦している企業も

ある。しかし多くの企業は、好況である REM において国内市場および輸出の販売先

拡大、設備投資、工場拡大、生産量アップに取り掛かっている。 

e. 農業機械用エンジン部品に対しては、自動車部品同様、OEM と REM という二つのマ

ーケットがあるが、食品加工機械、および農業機械のインプリメンツ（作業機械部分）

に関してはその区別は困難である。 

f. 資金問題は別として中小企業が共通して抱える問題は、1) 技能工の不足 2) 生産性向

上のための経営・生産管理技術の不足である。2) に関して、企業側の自己診断と調

査団の意見は一致している。 

g. 上記 1) に関して、90 年代に続いた国内製造業の退潮を受けて国としての技術・技能

教育が軽視され、その結果として新しい技術や機械に対応できる人材が全国的に不足

している、という説明を多くの企業から受けた。 

h. 上記 2) の経営・生産管理技術の修得のために企業は個人コンサルタントを採用した

り、官・民の機関による研修への参加などで対応している。しかし研修の多くは、生

産現場での問題を直接取り扱うものではなく、ISO などの認証取得を目的としたもの

である。 

i. 公的中小企業振興機関が提供するプログラムの多くも、市場開拓や認証取得を主要テ

ーマとしている。多くの中小企業にとって新しい経営・生産管理技術を習得する機会

は極めて少ない。 

j. 品質管理に関する情報は一通り把握されており、ISO などの認証を受けている企業も

多い。ただそれが数値把握だけに終わり、現場での対策・改善までの活動に結びつい

ていない。小集団活動の導入を試みている企業もあったが、手探りの状況であり、改

善提案制度を含めて日本の小集団活動を勉強したいと希望する企業が多い。 

k. 改善の第一歩として、また従業員のモラールアップのために 5S 乃至 3S の導入から早

急に取り掛かるべきと思われる企業が多い。 

l. 段取り替え時間の短縮を希望している企業が多いが、具体的な改善策が分からず手が

付けられていない。 

m. 度重なる工場拡張の結果と思われるが、工場内のフローに問題がある企業が多い。生

産性の向上を図るには根本的なレイアウトの見直しが必要。 

n. 機械設備は旧式の物が多く、稼働していない機械も多い。 

o. 材料在庫、製品在庫の量について、調査団の眼からは過剰と思われる例が多い。しか

し企業側からは日本など先進国とは違うアルゼンチンの状況説明がなされた。日本で

の方式をただ押し付けるのではなく、アルゼンチンの現状を考慮した適切な指導が必
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要であろう。 

p. 工場内の照明、粉塵・騒音対策、物の積み方など、労働安全衛生に係わる事項への取

り組みが欠けている。経営者、従業員も共に関心が低い。 

q. 家族経営の企業が極めて多く、同じ経営形態での存続を図るために世代交代を円滑に

行う上での支援を必要としている企業もある。一方、新しい経営・管理技術を導入し

実効を挙げるための要諦は従業員一人一人の生産性向上へのモティベーションに基

づく全社的取組みである。家族経営が前提の企業において、この従業員のモティベー

ションにどこまで期待できるのかが懸念される。 

r. 財務・会計管理の現状 

• 国際会計基準への対応という視点で診断を行ったが、米国企業子会社は除いて、

国際会計基準(International Acconting Standard: IAS)以前の状況であり、1960 年頃の

我国中小企業と同じレベルと思われる。 

• 通常、企業会計担当者は伝票起票、金銭出納を行い週 1 乃至 2 回来社する「会計

士」に財務諸表作成、税務会計を依頼している。 

• 製品原価計算は製品開発時の「見積原価計算」に基づき、原料、電力、労務費等

の単価が大きく変わったときのみその数値を差し替え原価としている。従って標

準原価、実際原価等の「管理会計」の普及、実施はこれからの課題である。 

s. アルゼンチンは、インターネット利用環境や低価な高速通信インフラなどは、充実し

ているが、一般企業で利用するには至っていない。経営が家族経営であり、「情報共

有」や「計画管理」などは、「身内でやっているから問題ない」、というところが見ら

れる。ICT 利用による情報の共有化と取引の効率化が今後の課題であると思われる。

そのためには、ソフト面の充実、取引の安全性確保、製品規格の標準化、特許や著作

権に関する法整備などが必要である。 
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モデル事業策定の根拠 
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4. モデル事業策定の根拠 

 
本調査では最後に機械部品産業を初めとしたアルゼンチン中小製造業活性化のためのア

クションプログラムを提出する。アルゼンチンの中小企業振興政策の立案部署であり、か

つ支援プログラムの施策実施機関でもあるカウンターパートが、中小製造業企業活性化、

競争力向上の為に取るべきアクションを、基礎調査結果、モデル事業結果を基に、日本の

経験を踏まえてアクションプログラムとして提言するものである。 
 
本調査の主たる活動は次章で述べるモデル事業であるが、モデル事業はこのアクション

プログラムの実施可能性を検証するために実施するものである、モデル事業の評価と結果

は最終的なアクションプログラム策定に反映される。 
 
よってモデル事業実施計画の詳細を次章で述べる前に、この章では調査団がアクション

プログラムの骨子と想定し、モデル事業策定の根拠とした考え方を提示する。 
 

4.1 産業政策と中小企業振興政策 

 
製造業の成長はその波及効果により原材料などの上流セクター、梱包・輸送などの下流

セクターの活性化を促す。製造業が一国の総生産 GDP に占める割合は工業化の進展ととも

に増加するが、一般的には 20-23%まで上昇して頭打ちになる。製造業の発展とともに国内

市場が拡大、多様化し、物流など各種のサービスセクターの割合が伸びてくるからである。

いすれにしても雇用の創出、所得の向上、外貨獲得の面においても製造業は国の経済成長

の牽引セクターである。 
 
現在情報産業が次世代の主役として登場しているが、情報産業を支えるのは情報通信機

器を製造する生産技術や企業活動と生産活動を支える管理技術である。雇用機会を提供し、

外貨を獲得し、所得を向上させているのは情報技術そのものではなく、情報技術の革新と

結びついた製造業や関連産業の幅広い存在である。経済発展はどの国にとっても最重要課

題であるが、工業化の道は最も現実的で有効な選択である。そして工業化の中心をなすの

は製造業である。 
 
かつてこのように工業こそが経済発展の原動力であり、国の発展を牽引するのは技術進

歩と生産性向上であるとして、その為には政府による産業政策・工業育成政策が不可欠で

ある、と考えられていた時代が長く続いた。 
 
しかし多くの国で工業が容易に幼稚産業から脱皮できないという現実があり、また他方

80 年代の経済的混迷から脱出するための限られた選択肢として経済自由主義路線が採用さ

れるなか、90 年代に入ってこの見解は経済政策立案の表舞台から姿を消した。 
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アルゼンチンの 90 年代の新経済自由主義政策は基本的に市場経済論に支配されていたと

いえる。その結果、産業別 GDP 構成において 90 年以降二次産業が減少、脱工業化、三次

産業の肥大化が進んだ。ただしアルゼンチンのこの三次産業肥大化は工業の発達が未熟な

段階で起きており、それは工業に吸収されない労働者の多くを半失業に近い形で三次産業

が抱え込んでいたことを意味する。2001 年の経済危機を経てアルゼンチンの製造業は回復

期にあるが、改めてアルゼンチンでは持続的な工業化にむけた産業政策が求められている。 
 
国の工業化における政府の役割や産業政策についての議論は活発であり、昨今政府の市

場への介入が経済効率の低下を招くという主張が多くなっている。しかし日本、韓国など

の北東アジアの国々におけるように政府が介入するなかで経済が発展した例もあり、この

議論を一般論として論じることはできない。ただ政府の積極的な産業政策のもとでの工業

化の成功例は、政策立案および公正な実施を保証する政府の執行能力とそれを支える社会

的な合意が政府の介入の必要条件であることを示している。この必要条件を満たさない政

府による過度の市場介入がもたらした失敗の例は多い。 
 
工業化における産業政策は次の二つのカテゴリーに分けることができる。 
 
a) 選択的産業政策 
 
幼稚産業の保護育成、特定技術の研究開発への助成などを指す。ただし対象企業や産業

の将来的な国際競争力を見極めることは容易ではなく、対象が非効率で競争力を持たない

まま保護政策だけが永続する危険性を孕む。 
 
b) 産業横断的（中立的）産業政策 
 
中小企業振興策、輸出振興策、科学技術振興策、人材育成策などを指す。選択的産業政

策と比較して適用範囲は広く、政府の失敗の確率は低いといえる。国内の産業が国際的な

マーケットへ参入し競争力を持つための初期条件を整えるための諸政策である。 
 
政府の市場介入がもたらした多くの失敗例と、現在所与の条件となった市場開放とグロ

ーバリゼーションのもとで、多くの国は選択的産業政策に対しては慎重になりつつあり、

上記の二つのカテゴリーのうち産業横断的（中立的）産業政策に注力している。 
 
産業横断的（中立的）産業政策としての中小企業振興への政府の関与の正当化は通常次

のように説明される。 
 
“大企業との比較で中小企業が直面せざるを得ない種々の不利な条件のうち市場メカニズ

ムでは解決が困難なものを振興策で補い、中小企業に対して公平な競争の場を提供する。” 
 
このカテゴリーの具体的な中小企業振興策としては下記の項目が考えられるが、これら

について政府が果たすべき役割は依然として大きい。 
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1) 社会の技術吸収能力の向上 
2) サービスリンクコストの低減 
3) 多様な企業間関係構築の環境整備 
4) 産業集積の形成 
5) 地域内企業間取引の推進 
 

4.2 社会の技術吸収能力と技術移転 

 
モデル事業の対象である機械部品セクターは、自動車部品や一部農業機械部品などのよ

うに国際企業である組立企業を取引の頂点としたピラミッドを形成するセクターと、一般

農業機械部品、食品加工機械部品、消費者向け機械部品セクターに分けることができる。 
 
ピラミッド型セクターにおける組立企業の工場立地の優先的条件は、多くの場合、完成

品市場である。生産においては、Q（品質）C（価格）D（納期）を満足する世界中のサプ

ライヤーから標準的部品を調達する一方、頻繁な仕様変更や調整が必要な機能部品や厳格

な納期が必要な部品は自社内で内製する。限られた一部の部品を組立企業に距離的に近い

部品企業から、徹底的な指導をしつつ、調達することもある。つまり、国の輸入代替化政

策や国産化率規定などのもとで国際企業が積極的に地場部品企業の技術の底上げを図った

時代と比較して、個々の組立企業が策定している長期戦略と操業する工場が立地する地域

との結びつきは現在弱いといえる。アルゼンチンの 2001 年の経済危機に対する自動車アセ

ンブラーの対応などにもそれは表れている。 
 
グローバリゼーションが進むこのような不安定な状況において、個々の中小部品企業が

個別の取引の過程でバイヤー等から受ける技術移転の集積を国の長期的な技術形成に結び

つけ、自立的な国の経済発展に生かしていくことは容易ではない。特に移転される技術と

受け手である社会および産業の技術能力との落差が大きい場合技術移転はうまくいかない

可能性が高く、技術移転の経済発展への貢献は期待できないことになる。技術移転を可能

にするための基礎的技術レベル向上策、言い換えれば社会の技術吸収能力の向上策が政府

に期待されている。 
 
一般機械部品セクターにおいても、製品の性能向上や多様化に対応し、輸入品との競合

に打ち勝つ技術力に裏打ちされた製品の競争力が求められている。新技術・新製品の開発、

生産性・競争力向上は定着した一定の基礎技術の上でのみ可能であることは言うまでも無

い。 
 
消費者向け最終製品セクターを含めた全ての製造業において技術はその根幹である。地

場の中小製造企業の発展に不可欠である 1) 外部からの技術移転を消化し発展させる能力、

更に 2) 新技術を開発する能力、を支えるのはその国のもつ平均的技術レベル、技術普及度、

技術吸収能力である。 
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4.3 製造業における経営・生産管理技術の位置付け 

 
製造業が必要とする技術としては、 ｢生産技術｣、｢技能｣、そして本調査の対象技術であ

る｢経営・生産管理技術｣、所謂ソフト技術がある。さらに生産技術を、｢要素技術｣と｢製品

開発技術｣に区分する場合もある。要素技術とは製造業の基本である素材加工技術であり、

機械部品の場合であれば、鋳物、鍛造、プレス、機械加工、プラスチック成形、溶接、組

立などに細分される。製品開発技術は、新製品開発、新技術開発のための R/D を指す。 
 
機械部品の一般的な製造工程は、製品開発、素材加工・金型、組立の順序であり、製造

業企業としては自社で開発した製品と技術で市場に参入することは共通の将来目標である。

しかし多くの国にとって工業化はこの製造工程の逆を辿り、まず輸入部品を使っての組立

業、次に部品製造用素材加工、金型・治具の設計製作、最後に製品開発へと進む。 
 
地場の中小企業を対象とした基礎調査の結果も、ほとんどの部品製造中小企業が既に開

発され使用されている技術を外から導入し、限られた設備機械と要員という条件の中で、

如何に生産性を挙げるかに奮闘しているという実情を示している。新しい製品や新しい技

術を自ら開発することが主要業務である企業は少ない。 
 
この中小企業の状況はアルゼンチンに限ったことではないが、中小企業が競争優位を生

み出すことは、一つ一つでは競争力を持たない限られた個々の経営資源を旨く組み合わせ

ることで可能となる。機械部品セクターの場合、機械はもともと多種多様な部品構成によ

って組立てられるが、市場主導の製品開発が進む中、多品種少量生産にあわせた生産管理

体制が求められるケースが増えつつある。限られた個々の経営資源を旨く組み合わせ生産

性と競争力の向上を図るためには、要素技術や技能と並んで、経営・生産管理技術は中小

製造企業にとって不可欠な技術ということになる。 
 
日本では中小企業および中小企業経営コンサルタントに対するソフト技術の専門研修機

関が全国に配置されている。しかしアルゼンチンにおいては、企業団体や支援機関が主催

する単発的な研修に従業員を参加させている企業、個人コンサルタントと契約し指導を受

けている企業もあるものの、中小製造業にとってこのソフト技術を習得する機会は限られ

ている。簡易診断の企業訪問で経営者と面談をした調査団の印象でも、ソフト技術の普及

と実践の度合いは調査団が過去訪問した他国と比較しても低い。世界銀行のレポート1では、

アルゼンチンにおいてソフト技術の需要が高いこと、加えて普及度が低くソフト技術を知

らない企業が多いために要望調査にそれが表れてこないことが指摘されている。この指摘

は調査団が基礎調査で行ったアンケート調査の結果と符合するものである。 
 
生産性向上、競争力向上へのソフト技術の重要性を知らない多くの中小企業からの、こ

の技術分野に対する需要を喚起するする必要があり、その上で需要に応える体制構築に取

                                                        
1 Small and Medium-Sized Enterprises in Agrentina (Report No. 22803-AR), August 2002 
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り掛かる必要がある。なお基礎調査のアンケート調査結果によると支援を希望する企業は、

理論だけではなく具体的な成果に直結する生産現場での指導を強く希望している。 
 
アルゼンチンにおいて生産技術に対しては INTI を中心とした各種の支援体制がある。し

かし製造業中小企業の活性化にとって生産技術と並んで不可欠である経営・生産管理技術

（ソフト技術）の支援体制には、官・民のいずれによっても、手が付けられていない。現

在この技術の普及の主たる担い手は質において玉石混交の個人コンサルタントである。 
 
地場の中小企業に対するソフト技術の啓蒙活動、基礎的な知識の普及、初期的な実地指

導などの体制作りは、学校教育とともに、国に残された役割の一つであり、その重要性は

高い。グローバリゼーション下においても政府が産業政策の一部として担うべきである。

この提言をアクションプログラムの骨子とする。 
 
なおこの提言は中小企業振興策として挙げた「社会の技術吸収能力の向上」に当たる。 
 

4.4 統合された中小企業支援の仕組みの推進 

 
中小企業振興策として「社会の技術吸収能力の向上」以外に挙げた、「多様な企業間関係

構築の環境整備」「産業集積の形成」「地域内企業間取引の推進」などには官と民との協調、

地方政府のイニシアティブなどが政策推進の要となる。大企業と比較して、中小企業の圧

倒的多数は地域に存在基盤をもつ地域密着型である。中小企業に対するきめの細かい支援

は地域の官・民の支援団体、教育機関などによる統合された支援の仕組みによって可能で

ある。 
 
アルゼンチンでは地域レベルの統合された中小企業支援の仕組みとして、本報告書の 1

章で述べた生産開発地方エージェンシーネットワーク（Red de Agencias Regionales de 
Desarrollo Productivo）が提唱され、現在既に約 50 の Agencia が設立されネットワーク化さ

れている。Agencia は国又は州政府が地方自治体及び民間と共同で設立するものであり、各

地域の官・民の支援組織の連携を図り、地域の特異性を踏まえた支援を実施することが目

的である。 
 
Agencia は地場産業の抱える問題とニーズを特定し、金融および非金融の両面から、企業

の近代化を支援することになっている。創業支援も Agencia の需要な支援項目である。非金

融面の活動として挙げられているのは下記項目である。 
 

• 国、州、地方レベルでの企業支援プログラム、ツール、サービスに関する情報提

供とコンサルティング 
• 企業経営者に対して抱える主要な問題や強み、さらに対応策について指摘し助言

するための企業診断 
• 企業の発展と経営者との信頼を築き挙げることを目的とした、企業の各部門（経
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営、品質、技術革新、人事・労務、税務）の専門家紹介によるコンサルティング 
• 準備段階からスタートアップまでの創業支援 
• IT 技術、電子取引に関するコンサルティングと研修 
• 企業グループ化やプロジェクト形成を通しての企業間連携の構築推進 
• 国内市場開拓、輸出振興 
• 専門コンサルタント、企業、各分野の専門機関などの紹介業務 

 
Agencia 強化に対して中小企業地域開発副庁（SSyPyMEyDR）は、海外のドナーの協力を

得て実施したものも含めて、各種のプログラムを実施してきている。例えば 2003 年には 19
の活動が報告されている。 

 
日本においても中小企業支援の主たるプレーヤーは 7 章で述べるソフト技術の専門研修

機関と共に、地方自治体である。地方自治体には、官民が一体となった中小企業支援の窓

口として、中小企業支援センターが設けられており、成果を挙げている。 
 
50 の Agencia の現在の活動状況は様々であり、休眠状態の Agencia もあることが報告され

ている。しかしながらその設立趣旨、目的は時機に適ったものであり、今後の発展、活動

内容の充実が期待される。この Agencia の強化をアクションプランの骨子とする。 
 
図 4-1、4-2、4-3 は Rosario 市、Rafaela 市、Córdoba 市の中小企業支援の体制を表してい

るが、各地域において Agencia が統合支援機関として示されている。 
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5. モデル事業実施計画 

 
4 章で述べたアクションプログラムの骨子を検証する目的で、次の二つのモデル事業を実

施する。 
 
モデル事業-1 INTI ソフト技術中小企業支援能力強化 
モデル事業-2 中小企業データベースの構築 
 

5.1 モデル事業-1 INTI ソフト技術中小企業支援能力強化 

5.1.1 選定理由と事業内容 

 (1) 選定理由 

中小製造業が限られた個々の経営資源を旨く組み合わせ生産性と競争力の向上を図るた

めには、生産技術や技能と並んで、経営・生産管理技術（ソフト技術）は不可欠である。

しかしながらアルゼンチンにおいて企業がソフト技術を習得する機会は限られており、そ

の支援体制は官・民のいずれによっても手が付けられていない状況である。 
 
地場の中小企業に対するソフト技術の啓蒙活動、基礎的な知識の普及、初期的な実地指

導などの体制作りは政府が産業振興政策の一部として行う必要がある。技術移転の受け皿

としての社会の技術吸収能力を向上させ、技術移転の集積が自立的な国の経済発展に繋が

ることになる。 
 
アルゼンチンのソフト技術支援体制の柱として INTI を想定し、モデル事業のカウンター

パートとして INTI を選定した理由は次の通りである。 
 
経済生産省傘下の国立工業技術院 INTI は工業試験、研究開発、品質管理、工業標準化、

環境対策といった工業全般にわたる研究と業界支援を行っており、零細中小企業に対して

も、技術支援、技術診断、訓練などを実施してきている。全国に地方センター5 ヶ所を含む、

29 のセンターを持つ。 
 
INTI のソフト技術支援センターとしての利点を整理すると下記のようになる。 
 

• 全国にネットワークをもつ唯一の公的技術支援機関であり、モデル事業の

成果普及、活動継続が期待できる。 
• INTI は地方の総合的中小企業支援体制の担い手となりつつある Agencia

の主メンバーである。 
• ソフト技術の指導員にとっても一定の生産技術への理解と知識は不可欠

である。INTI は現時点でソフト技術担当職員の数は少ないものの、候補

者として、生産技術のバックグラウンドを持ち、製造業界とも長く接触を

持ってきた職員を多数擁している。 
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• 生産技術の研究・支援期間として長い歴史を持ち、民間セクターにもその

ミッション、活動が認知されており、業界との強いコンタクトを持ってい

る。 
• 製造業企業へのソフト技術指導においては材料分析などの生産技術との

連係が必要になる場面が想定されるが、INTI は豊富な試験機材と要員を

揃えている。 
 
INTI は従来からの製造業中小企業との接触を通して、競争力向上に生産技術や技能と並

んでソフト技術が必要であることを認識しており、その支援能力向上と活動拡大を計画中

である。ソフト技術支援に関しては地方センターの一つである INTI – Rosario が先行してお

り、最近 INTI – Rafaela も JICA のシニアボランティア（SV）の協力を得てソフト技術の企

業向け支援サービスを始めるべく準備をしている。ただし INTI – Rosario においてもスタッ

フは限られており、現時点で指導を行っているのは 6 社に過ぎない。そのうち 2 社に対し

ては改善・5S の指導を行っているものの、残りの 4 社は ISO 取得のための指導が目的であ

る。 
 

(2) 事業内容 

 
INTI の製造業中小企業に対するソフト技術支援能力を 1) 調査団専門家と共同で行う企

業指導 2) 調査団専門家による直接の技術移転、を通して強化し、調査終了後の自立的活動

継続を図る。 
 

5.1.2 期待される成果 

 
本モデル事業の実施によって期待される成果は下記の 5 点に集約される。 
 

• INTI 職員がソフト技術支援の経験を蓄積し、その能力が向上する。 
• INTI において中小製造業に対するソフト技術支援業務のマニュアル化が進む。 
• モデル事業の結果として対象企業の生産性向上、業績向上が実現することにより、

INTI が民間セクターからソフト技術支援機関として認知される。 
• INTI がソフト技術支援を従来の製造技術支援に次ぐ業務の柱として確立し、予算

措置を含めた強化体制が組まれる。 
• モデル事業による対象企業の生産性向上、業績向上を広報することで、民間セク

ターに現在欠けているソフト技術の重要性、有効性に対する認識を高め、ひいて

は民間セクターからのソフト技術支援の需要が喚起される。 
 

5.1.3 実施地域と選定理由 

 
モデル事業実施候補地としてカウンターパートが選定した 3 州に渡る 5 地域の比較につ
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いては本報告書の 3.1 で述べた。要約すると次のようになる。 
 

Buenos Aires 州、Santa Fe 州、Córdoba 州の 3 州はアルゼンチンの工業の集積

地であり、本調査の対象セクターの内、特に自動車部品産業は全国一の集積を

誇っている。Buenos Aires 州は 3 州の中でも特に工業化の進んだ州である。自動

車部品に関しては Buenos Aires 州と Córdoba 州に集中している。 Santa Fe 州で

特記すべきは農業機械、農業機械部品セクターの集積である。Buenos Aires から

Córdoba に向かう Ruta 9 沿いに多数の農業機械製造業クラスターがある。ただ

し Santa Fe 州には自動車部品企業は少ない。 
 
5 地域の特徴を見ると、まず San Martín 市はアルゼンチンの工業発祥の地であ

り、現在も自動車部品企業を中心に多数の中小企業が集積している。Buenos Aires
州 の PBI の 10%以上を占める。Lanús 市も中小製造業の集積地であり、アルゼ

ンチン有数の皮革製品の生産地である。ただし対象 3 セクターに関しては、食

品機械用部品企業が比較的多いことを除いては、大きな特徴は見られない。

Rosario はどのセクターにおいても Santa Fe 州の中心であり、Santa Fe 州の PBI
の 50%近くを占める。特に農業機械、農業機械部品企業の集積が顕著である。

Rafaela は Santa Fe 州で Rosario に次ぐ工業都市であるが、Rafaela の主たる生産

品は乳製品を初めとした食品である。乳製品加工のための食品加工機械製造業

が多い。Córdoba は対象 3 セクターのいずれも盛んな工業都市である。なかでも

市内に自動車アセンブラー5 社の組立工場があり、自動車部品セクターの集積は

Córdoba の大きな特徴となっている。 
 
基礎調査の一部として行った企業簡易診断の経緯と結果は本報告書 3.3 で述べた。実施地

域選定に当たって、モデル事業実施上の適当な受け入れ機関が無いこと、市当局がモデル

事業参加へ興味を示さなかったことから Lnús 市を外した結果、San Martín (Buenos Aires 州)、
Rosario (Santa Fe 州)、Rafaela (Santa Fe 州)、Córdoba (Córdoba 州)の 4 ヶ所で企業簡易診断を

行った。基礎調査での 5 地域の比較分析の結果においても、Lanús 市には対象 3 セクターの

集積に大きな特徴が見られないことが判明している。これに対して Lanús 市以外の 4 ヶ所は

いずれもアルゼンチンにおいて対象 3 セクターのいずれかの集積がみられる地域である。

更に INTI のセンターがあることでモデル事業を実施する上で体制上の問題は無い。 
 
以上の経緯により、モデル事業実施地域として下記の 4 地域を選定した。 
 
モデル事業-1 実施地域 

Buenos Aires 州  San Martín 
Santa Fe 州  Rosario、Rafaela 
Córdoba 州  Córdoba 
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5.1.4 実施体制と実施スケジュール 

 
INTI の組織では本部（Sede Central）の Programa de Extensión が、各センターが行う中小

企業支援を統括している。この Programa de Extensión がモデル事業-1 における調査団カウン

ターパートとなり、4 地域で行われる事業の統括、調整、および終了後の活動の継続計画策

定を行う。 
 
実施にあたっては各モデル事業実施地域の INTI センターに調査団のソフト技術専門家が

常駐し、センターの INTI 職員と共に企業指導に当たる。同時に専門家は INTI 職員に対し

て、座学やセミナーを通して技術移転を図る。 
 
図 5.1 はモデル事業-1 の実施体制、図 5.2 は実施スケジュールである。図 5.2 の影の期間

は調査団の現地調査予定期間を示している。 
 

  INTI   Rafaela

Misión de JICA
INTI

Programa de
Extensión

INTI
Extensión y
Desarrollo

INTI   Córdoba

Empresas Objeto

INTI   Rosario

Coordicación

Envío de Expertos

Envío de Expertos

Coordicación

Coordicación

Envío de ExpertosEnvío de Expertos

Unidad de
Cooperación Técnica y

Económica

Asesoría Conjunta

Asesoría Conjunta

Asesoría Conjunta

出所： JICA 調査団 
図 5.1 モデル事業-1 実施体制 

 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
Establecer Régimen de Ejecución de Proyecto Modelo
Selección de Empresas Objeto
Definición de Puntos a Mejorar y Objetivos a Alcanzar
Formación de Grupos de Asesoramientos para la Mejora
Definir la Planificación de Proyecto Modelo
Organizar el Equipo para la Mejora dentro de la Empresa
Inicio de Asesoramiento para la Mejora
Establecer Tareas de Mejoras por parte de Empresas
Seguimiento por Personal de INTI 
Capacitación Interna por INTI para Nuevos Integrantes
Ciclo Continuo de "Asesoramiento Periódico" - "Ejecución por parte de Empresa" - "Evaluación"
Transferencia de Tecnología hacia el Personal de INTI
Seminario Abierto
Evaluación de Mejoras
Elaboración del Informe de Proyecto Modelo

2005

出所：JICA 調査団 

図 5.2 モデル事業-1 実施スケジュール 
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5.1.5 対象企業とその選定経緯 

 
モデル事業対象企業は簡易企業診断を行った企業から調査団と INTI 合同で選定した。簡

易診断表を基にまず調査団側で対象候補企業リストを作成し、INTI 側と協議を行った。さ

らに各候補企業を再訪問し、参加の意思と全社的な協力体制を確認した上で、最終的な対

象企業を選定した。 
 
企業選定に当たっては、調査対象である 3 セクターの企業を網羅することを念頭に置き、

下記の点を考慮した。 
 

• 簡易診断の際、専門家および INTI に対してモデル事業への参加を強く希望した企

業 
• 経営者の積極的な参加が期待できる企業。改善は全社的な取組みであり、特に家

族経営が多いアルゼンチン中小企業においては経営者の理解とリーダーシップは

不可欠である。 
• 実施期間中に工場移転、工場拡張などがモデル事業実施に影響を及ばす可能性の

無い企業 
• 改善指導テーマの選定において、企業側と専門家・INTI の間で合意が出来た企業 
• 限られた実施期間で、改善テーマの成果がより期待できる企業 

 
表 5.1 は選定した対象企業一覧である。 
 

表 5.1 選定対象企業 

企業コード 企業名 製品 従業員数 * 

SM-1 Retenes M.A.I. de Horacio de 
Luca 

ゴム 13  

SM-7 Aniceto Gomez S.A. サスペンション発条 50 対象企業-1 

SM-10 Altíssimo S.A. ファン 43  

SM-12 Otia ワッシャー 24  

SM-14 Burkool 窓用ゴム部品 60  

SM-15 RET S.R.L. 乗用車内装品 110  

Ro-1 Metaltécnica S.R.L. 薬剤散布機、農機部品 70  

Ro-2 Di Benedetto Hnos. S.A. オイル・ゴムリング 167  

Ro-3 Fonderia S.A. (Small Casting) シリンダライナー 45  

Ro-6 KRETZ S.A. 電子天秤 60 対象企業-2 

Ro-7 Fabrica Rosarina de Accessorios 
(FRA) S.C. 

バックミラー 23  

Ro-9 Fundición Gatti 大型鋳造品 65 対象企業-3 

Rf-1 ETMA S.A. ユニバーサルジョイント 80  

Rf-2 NELSO Ferreyra S.R.L. トラクター部品、油圧チャ

ック 

90  
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Rf-3 FRAUTSCHI S.A.C.I.F.I.A. 食品装置用バルブ 44  

Rf-4 Engracor S.A. 歯車 32  

Rf-5 TopLine Engineering Argentina 
S.A. 

シリンダーヘッド 35 対象企業-4 

Co-1 RUBOL S.A.I.C.F. 自動車鍛造品 58 対象企業-5 

Co-2 FUMISCOR 自動車用プレス部品、プ

ラスチック製品 

47  

Co-3 F.A.E.S.A. S.A.I.C. 板バネ 33 対象企業-6 

Co-4 A. Giacomelli S.A. トルクロッド 193  

Co-5 Resortes Argentina S.A.I.C. バネ 37  

Co-6 V.H.B. Repuestos Agrícolas 種撒き機 130  

Co-11 MET. Degiorgis S.A. エンジン部品、機械加工 77  

出所：JICA 調査団 

*本報告書に“簡易診断表”、”改善シート”、”指導記録及び結果”を例として記載 

 

5.1.6 対象企業改善計画書 

 
対象企業選定のための訪問で参加が確認された企業との間で、改善テーマ、目標、必要

な投入、改善テーマ毎のスケジュールなどを協議した。調査団側で用意した改善シート（Hoja 
de KAIZEN）に、協議に基づく修正を加えて企業、調査団専門家、INTI がサインをした。 

 
表 5.2～5.7 は対象企業の内の 6 社の改善シートである。 
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)混
連
設
備
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

現
在
更
新
を
計
画
中
（
本
年
６
月
頃
更
新
の
予

定
）

 
2．

 工
場
建
家
の
奥
に
行
く
ほ
ど
、
作
業
環
境
が
悪
く

な
り
、
作
業
床
の
汚
れ
も
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。

3．
 2

月
の
現
地
調

査
時
に
、

Jo
hn

 D
ee

re
 の

意
向
を

聞
く
予
定
。

 

1-
1 

不
良
率
の
低
減
 
 

 
 

合
計
不
良
率
を
現
状
の

2/
3
以

下
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
活
動
を
行
う
。

 
1-

2 
新
し
い
生
砂
混
連
設
備
の
立
ち
上
げ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

い
、
作
業
標
準
を
早
期
に
確
立

す
る
。（

作
業
標
準
書
の

作
成
）

 
 2．

職
場
毎
に
小
集
団
を
結
成
し
、

5S
活
動
を
推

進
す
る
。

 

1-
1-

1 
現
在
の
不
良
率
に
対
す
る
不
良
率
低
減

の
比
率

 
1-

1-
2 

不
良
率
の
推
移

 
1-

1-
3 

各
グ
ル
ー
プ
が
設
定
し
た
不
良
率
の
達

成
度
合
い

 
1-

2 
生
砂
に
起
因
す
る
不
良
率
の
低
減
の
比
率

 
2.

 
写

真
に

よ
る

定
点

測
定

を
行

い
改

善
具

合
を

比
較
・
評
価

 

 
投

入
 

宿
題

 

Ⅰ
．
社
長
が
本
テ
ー
マ
の
推
進
責
任
者
と
な
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
。

 
Ⅱ
．
品
質
管
理
部
門
長
が
事
務
局
長
と
な
り
、
企
画
・
推
進
の
任
に
当
た
る
。

" 
1-

1-
1 

不
良
率

及
び
不
良
原
因
の
把
握
と
分
析

（
月
毎
、
週
毎
、
毎
日
）

 
1-

1-
2 

職
場
毎

の
小
集
団
を
結
成
し
、
不
良
率
低
減
活
動
を
推
進
す
る
。

 
1-

2-
1 

新
し
い

生
砂
混
連
設
備
で
の
管
理
項
目

、
管
理
値
の
設
定

 
1-

2-
2 

作
業
標

準
書
の
作
成

 
2.

 小
集
団
活
動
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
５
Ｓ
と
不

良
率
低
減
を
掲
げ
推
進
す
る
。

 

本
テ
ー
マ
推
進
組
織
を
明
確

に
し
、
組
織
図
を
作
成
す
る
こ
と
。

 
1-

1 
過
去
１
年
間
の
毎
月
の

不
良
率
、
不
良
原
因
の
把
握
と
分
析
を
行
い
グ
ラ
フ
、
パ
レ
ー
ト
図
に
ま
と
め

る
こ
と
。

 
1-

2 
小
集
団
の
編
成
単
位
を

検
討
し
、
グ
ル
ー
プ
分
け
と
各
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
の
案
を
作
る
こ

と
。

 
2.

 
小
集
団
の
編
成
単
位
を
検
討
し
、
グ
ル
ー
プ
分
け
と
各
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
の
案
を
作
る
こ
と
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1
①

②
 ⑤

⑥
⑦

⑧

1
-1
-1

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
-1
-2

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
-2
-1

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
-2
-2

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

2
①

②
④

⑤
⑥

⑦
⑧

改
善

フ
ロ

ー
(2
0
0
5
年

）

 
 

凡
例

 
①
 
経
営
方
針
の
確
認

 
②
 
改
善
テ
ー
マ
の
決
定

 
③
 
現
状
調
査
・
デ
ー
タ
収
集

 
④
 
目
標
値
設
定

 
⑤
 
改
善
計
画
策
定

 
⑥
 
実
施

 
⑦
 
評
価

 
⑧
 
今
後
の
課
題
設
定

 

 
 
 
 
調
査
団
の
現
地
調
査
期
間
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表
5.

5 
モ

デ
ル

事
業

-1
 

対
象

企
業

-4
 

改
善

シ
ー

ト
 

R
Ｆ

-5
 

TO
PL

IN
E 

EN
G

IN
EE

R
IN

G
 A

R
G

EN
TI

N
A

 S
.A

. 
セ

ク
タ

ー
 

自
動
車

 
診

断
表

作
成

者
 

深
瀬
 
信
重

 
部

品
名

 
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド

 
改

善
計

画
担

当
者

深
瀬
 
信
重

 
従

業
員

数
 

35
 

 
改

善
テ

ー
マ

 
現

状
 

目
標

 
成

果
測

定
法

 

シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
の

鋳
物
不
良
率
の
低
減

" 
現
在
工
場
内
不
良
率
は

10
-1

2％
位
あ
る
が
、
内

85
％
近
く
が
鋳
物
素
材

の
欠
陥
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

 

鋳
物
素
材
の
欠
陥
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
鋳
物

生
産
職
場
の
品
質
管
理
を
推
進
す
る
。

 
1 

小
集
団
活
動
に
よ
る
不
良
率
半
減
へ
の
取
り
組
み

 
2 

Q
C
工
程
表
に
よ

る
管
理
項
目
、
管
理
値
の
見
直
し

 
3 

作
業
標
準
書
の
見
直
し

 

現
在
の
鋳
物
不
良
率
に
対
す
る
不
良
率
低
減
の
比
率

 
 1 

各
グ
ル
ー
プ
が
設
定
し
た
不
良
率
の
低
減
度
合
い

 
2 

Q
C
工
程
表
の
完

成
を
も
っ
て

10
0％

達
成
と
す
る
。

 
3 

全
鋳
造
工
程
の
作
業
標
準
書
の
見
直
し
完
了
を
も
っ
て

10
0％

達
成
と
す
る
。

 

 
投

入
 

宿
題

 

Ⅰ
．
社
長
が
本
テ
ー
マ
の
推
進
責
任
者
と
な
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
。

 
Ⅱ
．
鋳
造
職
場
の
長
を
目
標
達
成
手
段
の
推
進
責
任
者
と
し
て
取
り
組
む
。

 
1 

職
場
の
小
集
団
活
動
を
育
成
し
、
不
良
率
低
減
活
動
を
推
進
す
る
。

 
2 

Q
C
工
程
表
を
作

成
し
、
各
工
程
の
管
理
項
目
、
管
理
値
の
見
直
し
を
行
う
。

 
3 

品
質

の
改

善
状

況
を

確
認

し
な

が
ら

、
効

果
の

上
が

っ
た

事
項

を
作

業
標

準
と

し
て

標

準
化
し
て
い
く
。

 

本
テ
ー
マ
推
進
組
織
を
明
確
に
し
、
組
織
図
を
作
成
す
る
こ
と
。

 
1 

過
去
１

年
間
の

毎
月
の

不
良
率

、
不
良

原
因
の

把
握
と

分
析
を

行
い
グ

ラ
フ
、

パ
レ
ー

ト
図
に

ま

と
め
る
こ
と
。

 
2 

Q
C

工
程

表
が

既
に

あ
る

場
合
は

見
直

実
施

。
な

い
場

合
に

は
、

各
製

造
工

程
で

の
管

理
項

目
、

管
理
値
を
検
討
し
検
討
結
果
を
表
に
ま
と
め
る
こ
と
。

" 
3 

各
製
造

工
程
で

の
作
業

手
順
の

見
直
し

と
、
品

質
に
影

響
を
及

ぼ
す
重

要
な
ポ

イ
ン
ト

の
拾
い

出

し
を
行
い
、
リ
ス
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
。
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①
②

 ⑤
⑥

⑦
⑧

1
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

2
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

3
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

2
月

1
2
月

改
善

フ
ロ

ー
(2
0
0
5
年

）
凡

例
 

①
 

経
営
方

針
の

確
認

 
②

 
改

善
テ

ー
マ

の
決

定
 

③
 

現
状
調

査
・

デ
ー

タ
収

集
 

④
 

目
標
値

設
定

 
⑤

 
改

善
計

画
策

定
 

⑥
 

実
施

 
⑦

 
評

価
 

⑧
 

今
後
の

課
題

設
定

 

 
 

 
 
調

査
団

の
現

地
調

査
期

間
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表
5.

6 
モ

デ
ル

事
業

-1
 

対
象

企
業

-5
 

改
善

シ
ー

ト
 

C
O

-1
 

R
U

B
O

L 
S.

A
.I.

C
.F

. 
セ

ク
タ

ー
 

自
動
車

 
診

断
表

作
成

者
 

畑
 
明

 
部

品
名

 
自
動
車
鍛
造
品

 
改

善
計

画
作

成
者

 
若
松
 
林
冶

 
従

業
員

数
 

58
 

 
改

善
テ

ー
マ

 
現

状
 

目
標

 
成

果
測

定
法

 

1 
経
営
方
針
（
短
期
・
長
期
） 

1 
社
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
明
確
 
（
長
期

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
例
：
品
質
と
コ
ス
ト
改
革
で

世
界
に
進
出
！
）
 
 

 

1
0.

 管
理
項
目
設
定
：
売
上
、
利
益
、
品
質
、
生
産
量
（
納
期
）、

コ

ス
ト
、
安
全
、

5S
、
改
善
件
数
、
出
勤
率
…
等
の
項
目
と
数
値
目

標
及
び
改
善
方
策
等
設
定

 

1 
1.

 
管
理
項
目
の
実
績
数
値
と
企
業
実
体

の
合

致
度

評
価

。
 デ

ー
タ

採
取

方
法

、
工

数
、

正
確
度
等
の
評
価
と
改
善

 
2 

改
善
提
案
制
度
の
導
入

 
2 

改
善

が
組

織
的

に
行

わ
れ

て
い

な
い

（
思
い
つ
き

改
善
？
）
。

 
2

提
案
制
度
構
築
。
提
案
方
法
･審

査
･褒

章
等
の
方
針
｡ 

目
標
例
：
提
案

4
件
／
人
月
、
利
益
／
月
（
改
善
効
果
○

$＋
金

額
換
算
不
能
改
善
○
件
／
月
）
な
ど

 

2 
2.

 
提
案
（
改
善
完
了
）
件
数
、
効
果
金

額
、
褒
章
実
績
、
等
。

 
 

3 
小
集
団
活
動
の
活
性
化

 
 

3 
6グ

ル
ー
プ
が
活
動
中（

週
1回

？
）、

6:0
0A

M
か
ら
実
施
、
年

2回
社
長
出
席

 
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
現
状
･内

容
･実

績
等
不
詳
。

3
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
・
実
績
を
確
認
後
、
社
方
針
と
リ
ン
ク

の
と
れ
た
活
動
志
向
や
方
策
の
討
議

 
3 

「
小
集
団
活
動
効
果
」
の
会
社
業
績
へ
の
寄
与
度

の
定
量
的
評
価
方
法
の
明
確
化
と
実
行

 

4 
出

荷
製

品
の

付
加

価
値

増
 

4 
鍛

造
専

業
の

為
、

製
品

の
付

加
価

値
が

低
い
。

 
4

付
加
価
値
向
上
策
の
検
討
。

 （
例
）

 社
内
の
型
生
産
技
術
を
生

か
し
､製

品
を
部
分
的
に
加
工
し
付
加
価
値
増
を
は
か
る
。

 具
体

的
に
は
､次

工
程
会
社
の
｢加

工
基
準
面
加
工
納
入
」
等
は
､総

コ

ス
ト
低
減
・
品
質
向
上
等
、
双
方
の
利
益
に
な
る

 故
､新

規
受
注

品
か
ら
部
分
的
機
械
加
工
実
施
等
を
検
討
。

 
 

4 
3.

 
付

加
価

値
増

加
金

額
及

び
次

工
程

（
会
社
）
の
問
題
発
生
状
況
等

 
 

5 
仕

掛
り

低
減

と
納

期
短

縮
 

5 
鋼
材

33
種
の
在
庫

2
ヶ
月
分
は
経
営
負

担
大
の
筈
。

 材
料
入
庫
か
ら
製
品
出
荷

ま
で
の
期
間
：

4
ヶ
月
位
か
？

 

5
1)

 材
料
は
地
域
で
の
共
同
購
入
に
よ
る
小
ロ
ッ
ト
化
検
討

 
2)

 材
料
出
庫
か
ら
製
品
出
荷
迄
の
期
間
短
縮
で
､仕

掛
り
低
減
、

品
質
向
上
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

 

5 
材

料
投

入
か

ら
製

品
完

成
ま

で
の

時
間

。
 仕

掛

り
低
減
数
と
金
額
。

 不
良
率
等

 

 
 

投
入

 
宿

題
 

1 
「
社
」
管
理
項
目
毎
に
、
部
門
別
管
理
項
目
と
目
標
値
設
定
。
そ
の
報
告
･管

理
責
任
者
等
､管

理
シ
ス
テ
ム
を
設
定
し
管
理
す
る
｡実

績

に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
等
を
と
る
。

 
1

管
理
項
目
の
管
理
・
計
測
・
評
価
等
の
、
試
行
、
改
善
と
標
準
化

 

2 
改
善
班
の
人
と
設
備
充
実
・
教
育
。
グ
ル
ー
プ
別
の
目
標
値
設
定
：

 提
案

3件
／
人
月
。
利
益
○

$／
月
等

 
2

評
価

･
褒

章
制

度
等

試
行

。
改

善
作

業
は

当
該

作
業

者
と

共
同

作
業

を

原
則
と
し
､
満
足
す
る
迄
何
回
で
も
繰
返
す

 
3 

例
1)

 提
案
制
度
の
骨
子
作
成
→
内
容
案
作
成
→
討
議
→
試
行
→
実
行
段
階
で
の
問
題
点
調
査
→
処
置
等
、
制
度
の
定
着
化
に
協
力
 

 
例

2)
 社

全
体
及
び
部
門
別
の
管
理
項
目
の
内
容
、
目
標
値
、
計
測
方
法
、
評
価
方
法
、
対
策
処
置
等
々
の
設
定
を
協
力
し
て
決
め
る
。

 

3
  

4 
 

4
現
在
鍛
造
製
品
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
品
質
問
題
解
消

等
の

為
に

､
自

社
機

械
加

工
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

も
の

の
可

能
性

を

調
査
･
検
討
し
実
行
す
る
。

 
5 

型
交
換
時
間
の
低
減
改
善
･習

熟
に
よ
る
小
ロ
ッ
ト
化
（
交
換
作
業
分
析
⇒
工
数
低
減
改
善
⇒
ロ
ッ
ト
数
削
減
⇒
材
料
と
完
成
品
在
庫
低

減
）

 
5

型
交
換
作
業
内
容
等
の
分
析
･
測
定
（
最
速
値
）
。

5S
改
善
で
仕
掛
り

品

整
理
・
削
減
し
、
流
れ
が
見
え
る
現
場
に
す
る
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1
①

～
⑦

⑦
⑧

2
①

～
⑦

⑦
⑧

3
①

～
⑦

⑦
⑧

4
①

～
⑥

⑦
⑦

⑧

5
①

～
⑥

⑦
⑦

⑧

2
月

1
2
月

改
善

フ
ロ

ー
(2

0
0
5
年

）

 

凡
例

 
①

 
経

営
方

針
の

確
認

 
②

 
改

善
テ

ー
マ

の
決

定
 

③
 

現
状
調

査
・

デ
ー

タ
収

集
 

④
 

目
標
値

設
定

 
⑤

 
改

善
計

画
策

定
 

⑥
 

実
施
（

定
期

的
評

価
を

含
む

）
 

⑦
 

評
価

 
⑧

 
今

後
の

課
題

設
定

 

 
 

 
 
調

査
団

の
現

地
調

査
期

間
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表
5.

7 
モ

デ
ル

事
業

-1
 

対
象

企
業

-6
 

改
善

シ
ー

ト
 

C
O

-3
 

F.
A

.E
.S

.A
. 

 S
.A

.I.
C

. 
セ

ク
タ

ー
 

自
動
車
、
農
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5.2 モデル事業-2 中小企業データベースの構築 

5.2.1 選定理由と事業内容 

(1) 選定理由 

 

アクションプログラムの骨子として、中小企業地域開発副庁（SSPyMEyDR）が地方分権

の流れに沿った中小企業政策として推進している生産開発地方エージェンシーネットワー

ク（Red de Agencias Regionales de Desarrollo Productivo）の機能強化を提言した。 

 

SSPyMEyDR は Red de Agencias Regionales を中小企業支援と地方開発の重要な政策ツー

ルとしており、Agencia の活動目標を掲げ、毎年その強化プログラムを実施している。ただ

し Agencia は官民共同で設立される独立した NGO であり、予算や人員も一定ではなく、実

際の活動内容は様々である。予算面での支援は行わないSSPyMEyDRのAgencia機能強化は、

今まで実施されてきたプログラムにも見られるように、職員の育成研修と企業支援ツール

の開発と提供によって行われることになる。 

 

SSPyMEyDR は非金融面の活動として情報の提供、企業間の連係推進・グループ化を挙げ

ている。この活動の基本的な企業支援ツールの一つが各地域の企業情報、企業データベー

スであるが、アルゼンチンにおいては、各企業団体が持つメンバー企業のダイレクトリー

や州政府が作成した特定時点での限定された地域のデータベースはあるものの、中小企業

が業務の必要からアクセスするに足る内容を持ち、かつ信頼性の維持に欠かせないメンテ

ナンスが行われている中小企業データベースは存在しない。Agencia には企業支援の基本的

ツールが欠けていることになる。 

 

かつて国連工業開発機関（UNIDO）の支援を受け、ラテンアメリカ各国で中小企業デー

タベース構築が推進されたことがあり、アルゼンチンにおいても 1992 年にアルゼンチン工

業連盟（Unión Industrial Argentina, UIA）と SSPyMEyDR が中心になり、Buenos Aires、Rosario、

Córdoba の機械部品、プラスチック部品企業約 1,200 社のデータベースが作られた。その後

定期的なデータのメンテナンスも行われ一定の評価も受けたものの、システム上の問題で

インターネット環境に対応せず、数年前からは放置されたままである。 

 

SSPyMEyDR は製造業セクターだけではなく非製造業をも含めた中小企業データベース

を構築し、Agenciaを通した中小企業支援のツールとして利用するという計画を持っている。

しかしながら計画は現在に至るまで種々の理由で実現されておらず、本モデル事業に期待

するところは大きい。 
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(2) 事業内容 

 

モデル事業の内容は 1) 将来の SSPyMEyDR の計画にも対応でき、かつ、インターネット

環境に対応したデータベースシステムの開発 2) サンプルデータの収集と中小企業データ

ベースの構築 3) 中小企業によるデータベース利用の促進、である。 

 

サンプルデータの対象セクターは本調査の対象セクターである自動車、農業機械、食品

加工機械用の機械部品セクターとするが、対象地域はデータベース設計の段階で選定する。 

 

5.2.2 データベース概要 

 

モデル事業で構築する製造業中小企業データベースの基本目的は次の通りである。これ

らの企業の基本情報以外に、多くの中小企業が抱えている熟練工不足、コンサルタントへ

の需要などにも応える内容を付加することも検討する。 

 

部品調達先や加工下請先を求めてアクセスする企業に対して、直接交渉を開始するのに

必要な、企業規模、プロセス、生産能力、加工能力、などの企業基礎情報を提示すること。 

 

図 5.3、図 5.4 にデータベースのシステム概念図、運営概念図を示す。 
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Característica-1 Tiene buena compatibilidad con los Web Browsers convencionales y su uso es posible mediante Internet.
Característica-2 El uso es libre y gratuito mediante Open Source Software.
Característica-3 El desarrollo cuesta tiempo y mes-hombre reducidos. Por consiguiente su costo es bajo
Característica-4 Permite la ampliación de Base de Datos.
Característica-5 Es lo último en tecnología para el desarrollo de aplicaciones sobre la Base Web.

　　Servidor de Web

（Apache)

   (Procesa ordenes
    que recibe de
    Web Browser)

 Servidor de Base
de Datos

（ＭｙＳＱＬ）

(Ingresar información a Base de Datos y
proveer motor de búsqueda）

WebBrowser
(Tales como

Internet
Explorer)

Procesar con Programa de Aplicación
elaborado con PHP

Enviar

Extraer

El usuario realiza búsquedas, ingreso de datos o
actualizaciones en Base de Datos mediante  Web Browser.

 

出所：JICA 調査団 

図 5.3 データベースシステム概念図 
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　　・Confiabilidad de la empresa
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　　・Examinar condición de usuario
　　・Emisión de ID y Password
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Buenos Aires

Base de
Datos

Bolsa de
PyME

Datos de
Empresa
　・Región
・Sector
・Objeto

Datos de
Empresa
　・Región
・Sector
・Objeto

ID & PW

ID & PW
Datos Verificados

Usuario

Usuario

Búsqueda

Búsqueda

Empresas
Usuarias

Empresas  que
suministra

información

Datos Verificados
Datos Verificados

 

出所：JICA 調査団 

図 5.4 データベース運営図 
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5.2.3 期待される成果 

 

• インターネット環境に対応した中小企業データベースのシステムが構築される。 

• 将来のデータベースの維持管理の体制が確立される。 

• 中小企業データベースが当該地域の中小企業によって利用される。 

• 中小企業データベースが当該 Agencia の支援ツールとして利用される。 

• データベースの地域、セクターのスコープ拡大の基礎が固まる。 

 

5.2.4 実施体制と実施スケジュール 

(1) 実施体制 

 

本モデル事業は SSPyMEyDR に調査団が協力する形で実施される。データベース構築の

経験を持つ UIA、Agencia の構成メンバーでもある INTI も協力する。Agencia は主にサンプ

ルデータ収集や審査を担当するが、地場の中小企業の意向を聴取しデータベース設計に反

映させる。システム開発は、SSPyMEyDR と調査団によって作成された仕様書に基づき、調

査団からアルゼンチンの専門業者に委託する。 

 

データベースの仕様書作成、システム開発・ユーザーマニュアル作成、サンプルデータ

収集、広報・利用促進、メンテナンスマニュアル作成の各業務担当を示したものが表 5.8 で

ある。 

表 5.8 モデル事業-2 業務担当 

 

 調査団 SSPyMEyDR Agencias コントラクター 

データベース仕様書作成 ○ ○ ○  

システム開発・ユーザーマニュアル作成    ○ 

サンプルデータ収集  ○ ○ (○) 

データベース広報・利用促進 ○ ○ ○  

メンテナンスマニュアル作成 ○ ○ ○ ○ 

（データベース維持運営）  ○ ○  

出所：JICA 調査団 

図 5.5 にモデル事業の実施体制を示す。 
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Misión de JICA SSPyMEyDR

INTI

Agencia de
Desarrolo
Productivo

Agencia de
Desarrolo
Productivo

Agencia de
Desarrolo
Productivo

Contratista para
Desarrollo del Sistema

UIA

Contrato

Supervisión del
Trabajo

Recolección y
Verificación de Datos

Recoleción y
Verificación de Datos

Recolección y
Verificación de Datos

 
出所：JICA 調査団 

図 5.5 モデル事業-2 実施体制 

 

 

 (2) 実施スケジュール 

 

図 5.6 に業務実施フローを示した。実施フローに基づいた実施スケジュールが図 5.7 であ

る。図 5.7 の影の期間は調査団の現地調査予定期間を示している。 
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